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　川の向こう側で、マグネス王国の兵士たちが細長い筒つつを構える。

　空気を震ふるわせる大きな音と共に、鉄の玉が射出され──次の瞬しゆん間かん、胸が激しく痛んだ。

　恐おそろしい吐はき気と怖おぞ気けに全身が支配され、冷たい赤土の上に倒たおれ伏ふした。

「痛、い」

　痛い。胸が、肋ろつ骨こつか、それとも心臓なのか──引き裂さかれるように痛んだ。

「こわい」

　オークランド王国の民たみとして、魔ま術じゆつ師しとして、従軍した。

　十二歳でも、魔術師としての力があるなら、一人前と認められる。

　それが嬉うれしかった。華はな々ばなしく戦えると思った、それなのに、今は、ひたすら怖こわい。

「こわ、い。嫌いやだ、やだ、痛い、誰だれか──」

　機械兵器を持ったマグネス王国の兵士たちに、オークランド王国の魔術師たちが立ち向かっていく。子供魔術師一人を気にしている余よ裕ゆうなどないとばかりに、通り過ぎていく。抱だき起こしてくれる者はいない。彼らは戦線を保つことで精いっぱいだった。自力で歩けない者は、最前線では見捨てるしかない。運が良ければ後で拾ってもらえる。間に合えば手当てしてもらえるかもしれない。でも、目がかすんでいく。

　今、辛かろうじて生きているのは体内に残る魔石のおかげだ。妖よう精せいたちに気に入られればもらえる、妖精たちの命そのもののかけら。魔力という血を生み出し、全身に行きわたらせる心臓のような役割を果たす奇き跡せきの石。魔石が命の危機に働き、傷口に自然と魔力を集めてくれる。

　けれど、徐じよ々じよに力が失われていくのを感じる。

　恐こわくて怖くてたまらない。

　偉い大だいな魔術師たちに付き従う妖精たちがちらりとこちらを振ふり返った気がする。

　七色に光る眼めをした妖精たち。彼らは気に入った人間以外にはひどく冷れい酷こくだとわかっていたけれど、それでも力ある美しい妖精たちに震える指を伸のばした。

「助けて」

　すがるような自分の声にぞっとした。弱々しい、死にかけた声。

　恐きよう怖ふと失血で目の前が真っ暗になってゆく──。




　──気絶していたのは一瞬、だと思う。

　閉じた瞼まぶたの裏に感じた眩まばゆい光の気配に驚おどろいて、目を開いた。

「妖精……？」

　すさまじい数の妖精たちが全身を輝かがやかせて、自分の周りにいる。魔術を使っているのだ。とても美しい姿に痛みを忘れた。──いや、胸を撃うたれた痛みをあまり感じない。

「治してくれるの……？」

　妖精たちが頷うなずいた。嬉しい、これで助かる。癒いやされる心ここ地ちよさに喜んだ、次の瞬間。

　小さな妖精の身体からだがひと際きわ強く光ると消えていった。

　魔術の使いすぎだ。身体を形作る魔力までも失い、死んだのだ。

　七色に光る眼を持つ妖精たちが、自分のような未熟な魔術師の為ために命をかけるなんて。

（……そんな才能が、おれに？　まさかそんな）

　今この戦場に留とどまっている妖精は、偉大な魔術師を愛する妖精だけ。自分のような未熟な魔術師は妖精に見捨てられた。与あたえた魔石を引っこ抜ぬかなかったのは、妖精の最後の慈じ悲ひだろう。

　この戦場にいる妖精たちは、それぞれが気に入った魔術師を守っていたはず。

　ぞっとして辺りを見回した──そして予想通りの状じよう況きようを見つけた。

　妖精に守られていたから辛うじて生きていた魔術師たちが、撃たれて次々と死んでいく。

（……今、おれのことを治してくれてる、そのせいだ）

　掌てのひらを傷口に向ける妖精たち。戦場に悲鳴があがる度たびに、妖精たちはそちらを見やる。

　愛していた魔術師が死んだのかもしれない。

「おれの妖精を返せ、ルクレーシャス！」

　仲間の魔術師が叫さけぶ。だけど、返せない。

　どうして妖精たちが自分を助けてくれるのかなんてわからないし──返したら自分の命が危ないかもしれない。

「返せ！　返せええ、ッ！」

　──叫びながら、その魔術師は撃たれて死んだ。

　次の瞬間、また治ち療りように魔力を使い過ぎて、隣となりにいた美しい女性姿の妖精が消えていった。

「ど、どうして──そこまでして！」

　すぐ右横にいた幼い少年の顔をした妖精も、答えずに消えた。

　妖精たちがそれほどの力を使わないと死ぬ怪け我がを、負っているということだ。

　そのことにぞっとする。けれど、自分のせいで妖精たちが死んでゆくのも怖かった。

　でも、舌が乾かわいて動かない。やめろという言葉が、出てこない。

　掌大の小さな妖精がくるりと後ろを振り向いた。丘おかを上ってきたマグネス王国の兵士がいたのだ。掌を向け、その兵士の全身に火をつけた。兵士は悲鳴をあげて丘を転がり落ちていった。

　それを最後に、小さな妖精は力を使い過ぎて消えていった。

（やめろって、言わなくちゃ。だけど、もし言って、見捨てられたら──）

　何もできない自分の代わりに、妖精が近づいてくるマグネス王国の兵士を焼き払はらい、あるいは水で攻せめ、土を操あやつり足を留めて風で切り裂く。その度に妖精は消えていく。

　次々と死に絶えてゆく仲間を目にしても、妖精たちは命をかけて傷を治し続け、敵を屠ほふることをやめなかった──。
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　世せ襲しゆう制の女男だん爵しやくなんていう地位は持っているけれど、宮きゆう廷ていに出仕したことはない。

　両親が駆かけ落ちしたからだ。マキン家の一人ひとり娘むすめだった母親は実家から勘かん当どうされ、今では死亡扱あつかいされている。その実家も十年前の戦争で潰つぶれてしまった為、一応、勘当された母の娘である私が今のマキン家の当主だけれど、名前だけの状態だ。位い禄ろくは親しん戚せきが管理している。貴族の義務を果たす余裕はないし、それでもしょうがないと思っている。

　だからメイドをして、食い扶ぶ持ちは自分で稼かせいでいた。でも、住み込みの仕事はクビになった。久しぶりに戻もどってきたアパートの一室である我が家は真っ暗だった。それに埃ほこりっぽい。

　部屋に入る勇気が持てずに玄げん関かん前に立っていたら、大家のおばさんが通り掛かかった。

「おやリンジー、久しぶりに顔を見た気がするけど……なんだい暗い顔して。恋こい人びとに振られたのかい？」

「恋人はいないし……それに、私が振ってやったの！」

　おばさんが好こう奇き心しんに満ちた顔をしたから、私は詮せん索さくされたくなくて部屋の中に引っ込んだ。

　部屋の中央にある机の上には恐れていた通り、未み開かい封ふうの手紙があった。

　こんなことが書いてあるはずだ。『新しく仕事が決まったから家を留守にするね。リンジー』って。

　──両親がいなかった私が、唯ゆい一いつ頼たよれた同居人へ宛あてた手紙だ。マキン男爵家がまだ裕ゆう福ふくだった頃ころに、家に仕えていた使用人の一人だ。血も繫つながっていない私の面めん倒どうを絶ぜつ縁えんした親戚の代わりに見てくれていたけれど、私も十六歳になったし、いい加減嫌いや気けがさしたんだろう。

「もう戻ってこないわね、たぶん」

　ぽつりと呟つぶやいた声が妙みように大きく聞こえて泣きたくなる。

　リンジー・マキンが爵位を持っている。それが勤め先にバレて面倒な事になった。メイドとして勤めていたお屋や敷しきのお坊ぼつちゃんと結けつ婚こんさせられそうになったのだ。戦後の商売で伸のし上がった家で財産はあるけれど、元は材木商人だ。どう見ても爵位目当てで、愛なんてない。

「爵位目当ての縁えん談だん話とか、やだやだ」

　愛のない結婚をしたら、将来きっと旦だん那なさんにまで放置されて寂さびしい思いをすることになる。

　結婚をするのなら、ずっと一いつ緒しよにいてくれる人がいい。

　ただし駆け落ちして子供を置き去りにして、辛つらい思いをさせるような親になるのはダメだと思う。たとえそれが愛ゆえでも──子供に、今の私みたいな気持ちを味わわせるのは酷ひどい。

「……寂しい。でも……嫌だわ、暗いのは！」

　荷物を置いて、声を張り上げてみる。

　部屋の中を無意味にうろついて、埃っぽい空気を入れ換かえるために窓を開けてみた。

　そうしたら、賑にぎやかな演奏が冷たい風に乗って聞こえてきた。

「わ……寒い」

　今は十一月、寒くないわけがない。

　けれど爽さわやかな風は心地いいし、賑やかで楽しそうな音楽は寂しさが紛まぎれるから窓を大きく開け放った。そういえば、今日は港の方でパレードが催もよおされるという噂うわさを聞いた。

「えーと、なんだっけ。魔ま術じゆつ師しが帰ってくるんだったかしら……？」

　魔術師、と呼ばれる人たちがオークランド王国に帰ってくるらしい。

　魔術を使う人々のことだ。火、水、風、土を操り……万ばん物ぶつを支配し、優すぐれた魔術師は空を飛んだり、死人を生き返らせることもできるというおとぎ話なら知っている。

　彼らは昔このオークランド王国にたくさんいて尊敬されていたらしい。けれど、十年前に起きたマグネス王国との戦争で惨ざん敗ぱいしてからは見向きもされなくなったとか。

　何しろ、彼らは不可能すら可能にしてみせると豪ごう語ごしていて、だから権力をもらっていたのに、実際の戦場では驚おどろくほど役に立たなかったという話だ。

　彼らのせいで前線に出ていた、歴代で最も勇ゆう敢かんな王子だと呼ばれていた第一王子が戦死してしまったらしい。

　王様はカンカンになって魔術師たちをオークランド王国から追い出したのだ。

「でも、マグネス王国で力を付けて、戻ってくるとか、どうとか……」

　今では同盟国として交流のあるマグネス王国が、魔術師を憐あわれんで引き取った。マグネス王国で鍛きたえられたことで、魔術師も少しは役に立つことができるようになったらしい、と誰だれかが言っていた。彼ら魔術師は、かつて魔術が栄さかえたここオークランド王国で魔術の研究をする為ために戻ってくるのだ。マグネス王国の研究者たちも、魔術師たちとは別に研究機関の出張所を作るとか。商人たちは新しい研究分野ができるなら、商機だってできると喜んでいるらしい。昨日まで勤めていたお屋敷で聞いた話だ。

「パレード、面おも白しろそう……」

　一人で家にいても寒さと寂しさに震ふるえながら耐たえることしかできないだろう。

　それよりも、賑わう野や次じ馬うまの一人としてお祭り騒さわぎに参加したい。

　私はケープだけ肩かたに引っ掛かけると、アパートの薄うす暗ぐらい部屋から飛び出していった。




　グルタフ地方バルド港こう湾わんの付近は人でごった返していて、私はもみくちゃにされないようにすることしかできなかった。けれど、人々の頭越ごしでも海の方に大きな船は見えて、それだけでも見ごたえがあって面白かった。こんなに大きな船はオークランド王国にはない。マグネス王国から来た船に違ちがいない。

　船の上には白衣の人たちと黒いローブ姿の人たちがいる。

「皆みなさん、静せい粛しゆくに！　檻おりに入っているのは人間ではなく、妖よう精せいなのです！」

　船の上から、パレードの音楽に声をかき消されないようにと白衣の男たちが大声で叫さけんだ。堂々と胸を張り、得意げな顔をしていた。顔立ちから彼らがオークランド人じゃないとわかる。

　がっしりとしたえらの張った顎あごと体つきからするに、白衣の人たちはマグネス人だ。恐おそらく彼らはマグネス王国の研究者だろう。

「人間を檻に入れているわけではありません！　妖精は危険ですが、この檻の中から出さない限り、皆さんは安全です！」

　誰かが恐こわいものでも見たかのように悲鳴をあげた。

　何、何？　気になって、私も野次馬の一員として精いっぱいその場でつま先立ちした。

　偶ぐう然ぜん人の波が私の目の前で割れて、みんなが気になっているものが見えた。

　私も悲鳴をあげそうになった。

「……なんで檻に入れられてるの？」

　すぐに人の波が私の視界を埋うめ尽つくして見えなくなったけれど、見たものは目に焼き付いていた。人が──人としか思えない存在が、鉄てつ格ごう子しの檻に入れられていた。犯罪者だって、今時あんな扱いを受けることはない。

「目が……光ってた？」

　マグネス王国の研究者たちが数人がかりで、檻を載のせた台車を運んでいた。その檻の中には妙に整った顔をした銀ぎん髪ぱつの青年が入れられていた──彼の目は七色に輝かがやいていた。

「妖精である証しよう拠こに、目が光っているでしょう？　私たちが運んでいるのは妖精です！　お手を触ふれないよう！　妖精は危険な生き物です──が、非常に興味深い生き物だ！」

　研究所に妖精を運んでいるのだろう。そういえば、魔術を使うには妖精の存在が必要だという話も聞いた。魔術師と妖精はセットなのだ。魔術の研究に、妖精も必要になるんだろう。

　なんだか、変な汗あせが出てきた。心臓が嫌な音を立てる。

　妖精を捕つかまえたら、高額で売れると聞いたことがある。噂に聞いた話だと、もっと小さな非人間的な生き物だと思っていたのに、違うみたいだった。

　いくら人間じゃないと言われたって、人間にしか見えなかった。彼らを実験に使う？

「我々はこの生物を研究し、その成果をフィードバックし、人間社会に役立てることを約束します！　古い魔術師たちのように成果を隠いん匿とくしたりはしない。マグネス国民だけでなく、オークランド国民も、みんなが豊かになる社会を目指します！」

　研究者たちの言葉に、聴ちよう衆しゆうがわっと歓かん声せいをあげた。

　けれど、私は歓声をあげる気にはなれなかった。私と同じ気持ちの人がいないか探したけれど、見える範はん囲いにいる野次馬はみんな楽しそうだった。

　遠目に、船の方にいた黒いローブ姿の人たちだけが落ち着いているように見えた。

「……あっちにいるのが、魔術師かしら」

　船の上やその周辺にいる魔術師たちをよく見ようとした時、すぐ近くでガシャーンとすごく大きな音がした。野次馬が逃にげるように身を引いたから、取り残された私は何が起きたのかよく見ることができた。

「あ……」

　台車の車輪が転がっていく。台車が壊こわれたせいで、檻が倒たおれたのだ。

　その中にいたのは──さっきの青年にしか見えない妖精ではなくて、掌てのひらサイズの小さな人間のような妖精たちだった。透とう明めいの翅はねと瞳ひとみが美しく七色に輝く。彼らは倒れた檻の中で悲鳴じみた鳴き声をあげている。しゃべりはしないけれど、大きすぎる目ですがるように見られた気がした。思わず後ずさりする──その時、歪ゆがんで広がった檻の柵さくの隙すき間まから、妖精が一いつ匹ぴきするりと抜ぬけ出した。中にいた無数の妖精たちが気づいて次々と飛び出して行く。

　辺りは騒そう然ぜんとした。

「よ、妖精を逃がすな！　一体どれだけの価値があると思ってるんだ！」

　マグネス王国の研究者が絶ぜつ叫きようした。

　飛び出した妖精たちは私たちの頭の上をスーッと飛んでいく。

　ガシャーンという音が色んなところから響ひびいて、悲鳴があがった。

「そ、そこで見ているおまえたち！　妖精を捕まえてくれたら金を払はらう！」

　次々に妖精が檻から逃げ出していくのを見て、マグネス王国の研究者たちが叫んだ。お金と聞いて目の色を変える見物人もいたけれど、私は後ずさりしようと人波の中でもがいた。

「魔術師どもは何をしている！　さっさと妖精を追え！　捕まえろ!!」

　研究者たちが静かに佇たたずんでいた魔術師たちに指示を飛ばした。

　人波を抜けなんとか壁かべ際ぎわまで逃げてきた時、目の前を妖精が横切った。

　──その妖精を追って上空から急降下してきた鷹たかが妖精を捕とらえた。妖精が金切り声をあげ、もがきながら鷹に攫さらわれるのを目まの当たりにして、私は一いつ瞬しゆん気が遠くなった。

「酷ひどい……」

　鷹は、船の上にいた飼い主のマグネス王国の研究者たちの許もとに戻もどって妖精を引き渡わたしていた。

　彼らが鷹を訓練しているのだ。こんな風に逃げる妖精を捕まえる為に──。鷹は次の妖精を狙ねらい空を旋せん回かいし始めた。その時、私は腰こしのあたりでもぞりと動く何かに気づいた。妖精が私のワンピースのプリーツの間にしがみついて、震えていた。

　驚いたけれど、私は誰にも見られないよう、静かに路地に入った。

「……どこに連れていったら、あなた、逃げられる？」

　人のいない場所までくると、私はしがみつく妖精に尋たずねた。妖精は顔をあげて私を見た──瞳が大きい。白目が少なすぎる。宝石のように輝く青い瞳の内側には七色の光が明めい滅めつしていて、その光で居場所がバレてしまいそうだった。

　妖精はきょろきょろした後、私の服からそっと離はなれた。

「大だい丈じよう夫ぶ？……一人で逃げられる？」

「ピッ」

　妖精は頷うなずくと、そっと舞まい上がって逃げて行った。

　どうして彼らが捕まえられているのかはわからない。罪を犯おかして檻に入れられていた可能性もある。

　けれど思わず、逃がしてしまった……。

「逃がしちゃったあの妖精が、いい妖精でありますように」

　ちょっと楽しい気分になりたかっただけなのに、こんなことに巻き込まれるなんて。

　落ち着きたくて、私はひと気のない方へと進んでいった。地元だから、入り組んだ路地でも大体道はわかる。

　大通りの混乱から離れた場所までやってきた。私と同じような考えなのか、人がぽつりとベンチに座っていた──いや、違う？

　私の気配に気づいて顔をあげたその人の銀色の瞳の中には、七色の光が渦うず巻まいていた。銀髪の、女性？　青年？──いや、妖精！　その顔にはすぐに警けい戒かいの色が浮うかび、私に掌を向けた。

　よくわからないけど、たぶんまずい。でも一本道だ、逃げられない──ぎゅっと強く目を瞑つぶって衝しよう撃げきを待ったけれど、数秒経たっても何もない。

「この人は大丈夫！」

　銀色の妖精以外誰だれもいないはずの路地から、鈴すずを転がすような女の子の声がした。

　驚おどろいて目を開くと、私と銀色の妖精の間には、いつの間にか薔薇ばら色いろの髪かみと目をした赤いドレス姿の子供が立っていた。薔薇色の小さなチョッキを身に着けている。

　妙みように顔立ちが整った子供だ。ちらりと私を見てウィンクする。そのルビーのように赤い瞳は明るく七色に輝いている──この子供も妖精なのだ。

「この人さっき、妖精を助けてた。ねえ、わたしたちを捕まえる気がないんでしょ？」

　目さえ隠かくせば七歳ぐらいの人間の子供にしか見えない妖精はにっこり笑う。

　銀色の青年姿の妖精は怪け訝げんそうな顔で私を見た。

「ぼくたち妖精の価値を知らないの？　あいつらに引き渡せば大金がもらえるのに？」

　そうなの？　と一瞬動どう揺ようしたけれど、捕まえる気なんてない。今も心臓が嫌いやな感じで鳴りっぱなしだ。できたら落ち着きたかったのに、できそうにもない。

　とにかく私が首を横に振ふって捕まえる気がないことをアピールすると、ルビーの瞳の妖精は、銀色の美しい青年姿の妖精に向き直った。

「わたしは元々オークランド王国に暮らしてる妖精。マグネス王国から無理やり連れてこられたあなたたちを逃がす為ために動いてるの」

「……だけど、この辺り一帯は妖精の逃とう亡ぼうを妨さまたげる仕し掛かけが施ほどこされているようだよ」

「それなら、わたしがどうにかできるわ」

　銀色の妖よう精せいはルビーの妖精の言葉を聞き、嫌そうな顔をした。

「ということは、きみはこの国の魔ま術じゆつ師しの手下なんだね？」

「手下なんて言わないで！　わたしが世話になってる魔術師は、いつ出て行ったってかまわないって言ってる。拘こう束そくもされていないし、研究だって嫌だと言えば突つっぱねることができる。あそこに行けば他ほかの人間の干かん渉しようからは逃のがれられるの。英えい雄ゆう魔術師の屋や敷しきに行けばね」

　英雄魔術師。不思議な響きを帯びた言葉が私の耳に妙に残った。

　銀髪の妖精は怪あやしむように言った。

「そいつは本ほん性しようを隠しているだけで、あの研究者たちと同じように、ぼくたちを最後には実験材料にしてしまうつもりなんじゃない？」

「たぶんそれはないと思う。協力してって言われても、断ればいいの。そうすると、いつも暗いその顔を、ますますどんよりさせてわたしたちを最悪な気分にしてくれるだけ」

　ルビー色の瞳を嫌そうに眇すがめ妖精は言う。

「それでも、安全よ……気が向かないならいいの。わたし、他の妖精たちを逃がしにいかなきゃいけないし。興味があるなら英雄魔術師、ルクレーシャス・ブルーイットって男の屋敷を探したらいいんじゃない？　北の丘おかの上にあるから」

　そう言ってルビーの妖精はさっさと路地から出て行ってしまった。彼女の後ろ姿を見送りながら、銀色の妖精は顔を歪めて吐はき捨てた。

「──どうせ、利用するつもりに決まっている」

「あのう……あなたは何か悪いことをして捕つかまっていたわけじゃないの？」

　横からそっと尋ねたら、銀色の妖精にぎろりと睨にらまれた。

「妖精として存在していることが罪だとでも言いたいの？」

「ち、違ちがうわ！　何もしてないのに捕まってるってことは、あなたたち、ひどい目に遭あっているってことじゃない」

「そうだね、知らなかった？」

　バカにするような口調で言われ、私は思わず言葉を続けた。

「私はリンジー・マキン。私に何かできることはある？」

「何が目的？　義ぎ憤ふんとか？　信用できないな、噓うそっぽい」

　怪しむように言われ、胸が痛んだ。私が助けたいと思うのは、確かに義憤なんて大層な理由じゃない。

「……今夜私の寝ねつきがよくなるように。悪夢を見ない為によ。自分勝手よね」

「は、何それ。きみは変な人間だね」

　妖精がおかしそうに笑った。私は全然面おも白しろい気分になれないのに。

「ぼくはトピ。きみには悪いけど、きみの夢見をよくする手伝いはできそうにないかなあ」

　足音が聞こえた。「そちらに妖精はいたか！」「いません！」「次！」ときびきびとした調子で妖精を捜さがす人間がどんどん近づいてくる。

「もう逃にげられそうにない」

「そんな、空を飛んでいけばいいじゃない。あなたの大きさなら鷹も捕まえられないわ！」

「ぼくはより人間に近い形になる為に、翅はねをなくしてしまったんだ。空は飛べない」

「私にできることは何もないの？」

「──それじゃ、一つだけお願いがある」

　トピがそう言った瞬間、その細い指と指の間から光がこぼれ出した。

　私は驚いて後じさった。壁かべに貼はり付きながら見ていたら、彼の輪りん郭かくは解けるように曖あい昧まいになり、光の粒つぶに変わっていった。それと同時に、七色の光が彼の掌てのひらから溢あふれて、その上に丸い形を作っていく。まるで彼自身が溶とけ、溶けた部分が掌に集まってきているみたいに──その喩たとえは正しかったみたいで、掌に艶つや々つやと銀色にきらめく大きな宝石が現れる頃ころには、光に吞のまれた妖精の姿は、青年から十代前半の少年ぐらいの大きさになっていた。

「え？　うそ。何が起きたの？」

「この石は魔石と呼ばれている。──ぼくたち妖精にとって、命そのもの」

　トピは私の問いには答えずに、掌の上に生まれた銀色の宝石を見つめながら、先さき程ほどより少し高くなった声で淡たん々たんと言った。そして壁にべったりと貼り付く私のスカートのポケットにその石を押し込んだ。
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　トピの命そのものらしい石を押し付けられ、突っ返そうと慌あわててポケットを押さえた私を、トピはまっすぐな視線で押し止めた。

「リンジー、あいつらに利用されないように、ぼくの命を預かって」

「あ……」

　捕まれば実験材料にされるのだとトピは信じている。

　これほど人間とそっくりで、言葉だって通じるのに──不思議な力を持つ人間ではない生き物だというだけで追われているのだとしたら。その上で利用されるとしたら？

　トピを助ける為に私にできることはこれしかないのだとしたら──私は石を入れられたポケットを強く押さえた。

　足音はもうすぐ傍そばまで近づいている。選せん択たくの余地はない。

「わかった……大事に預かるわね」

「うん。その石が見つかっても、以前から持っていたと言い張って。昔妖精にもらったって言って。決して誰にも渡わたさないで、ぼくにもらったことは秘密にして──ぼくは必ず逃げ出してみせるから、それはリンジーが必ず預かっておいて」

「うん、わかったわ」

　通りからバタバタと足音が響ひびいた。私は怪しまれないようにポケットから手を離はなした。ポケットが膨ふくらんでいるのはスカートのプリーツに隠れて見えないはずだ。

　この路地を覗のぞき込んだのは二人の警官の男たちで、トピの目を見ると近づいてきた。

「妖精発見！──ですがリストにありません」

「なんだと？　まさか、容姿が変わっているんじゃないか？　追つい跡せきから逃れようとして命を削けずるほどに魔力を使ったのか。うちがマグネス王国に減った分の代価を弁べん償しようせにゃならんかもしれん！　こうなるまで追い詰つめたやつは減げん俸ぽうだ!!」

　二人の内、恰かつ幅ぷくのいい、偉えらそうな方が怒ど鳴なっていた。

　若い方の警官は、帳面をポーチにしまうと代わりに縄なわを取りだして、トピにかけた。妙みような縄で、鉄線を撚より合わせてできているみたいだった。

　私は口出ししそうになるのを堪こらえ、黙だまってそれを見ていた。

「お嬢じようさん、怖こわかっただろう？　妖精に何かされなかったかね」

　偉そうな方に声をかけられ、私は無言で首をぶんぶん横に振ふった。何か言ったらボロを出してしまいそうだった。

　偉そうな警官はそれで納なつ得とくしてくれたみたいで、大おお仰ぎように頷うなずく。彼らが十分に離れたのを見計らい、私は思い切り溜ため息いきを吐ついた。

「見つからなかったわよね」

「そうみたい」

　すぐ後ろから返事が聞こえて私は悲鳴をあげかけた。

　振り返ると、そこには赤いドレスを着た妖よう精せいがいた。さっきのルビー色の妖精だ。

「る、ルビーの妖精!?」

「……るびーって？」

　七色に輝かがやく赤い瞳ひとみをくりくりさせる彼女に不思議そうに尋たずねられて、気づいた。

「ご、ごめんなさい。あなたのこと、心の中で勝手にそう呼んでいたの。私はリンジーよ。あなたの名前を教えてもらえればそちらで呼ぶわ」

「名前なんてないけど。……ルビーっていい名前ね？」

「ええ？」

「わたし、これからルビーって名乗ることにする！」

　そう言って妖精は嬉うれしそうに笑った。気に入ってもらえたならそれに越こしたことはないけれど、名前がないとは穏おだやかではない気がする。

「それよりリンジー、あの妖精に何を頼たのまれたんだか知らないけど、今度はわたしを手伝ってよ」

「え？　ええいいけど」

「よかった！　それじゃ、はいっ」

　ルビーの妖精がふわりと浮うかび上がった。その瞳の中で回る七色の光が一層強くなる。目の前にいる小さな子供はやはり妖精なのだと実感して、不思議な感かん慨がいに囚とらわれている内に、彼女は私の顔に小さな掌を近づけた……と思ったら、両目が一いつ瞬しゆん熱くなった。

　心ここ地ちよい温かさが目の奥に広がって、世界が明るく開けたような気がした。

「リンジー、妖精って魔力の塊かたまりなの。だから妖精の瞳からは溢れる魔力がほとばしって、光って見えるの。知ってた？」

「えっと、知らなかったけど……」

「今、リンジーの目は妖精みたいに輝いているの」

「……え？　それじゃ妖精だと思われるんじゃない？」

「そうね。だからリンジーが妖精のふりをして追っ手を引き付けている間に、飛べない妖精や飛べても鷹たかに攫さらわれるくらい小さい妖精を逃がすことができるよね？」

　ルビーの妖精が七色に輝く赤い瞳をくりくりさせて言う。

　……私、とんでもないことに巻き込まれたんじゃない？　状じよう況きようが理解できてくると、嫌いやな汗あせがじんわりと額に浮いてくる。

「捕つかまっちゃったら、わたしに何かをされて怖くなっちゃったとか、適当なことを言っていいから、ね？」

　ルビーの妖精は憎にくたらしいぐらいに満面の笑えみだ。

「効果は三分！　それじゃ、囮おとりよろしく！」

　どんっと小さな女の子の体には見合わない馬ば鹿か力ぢからで路地から大通りに押し出される。その先で、二人一組で見回りをしている、さっきとは別の警官たちと目が合った。彼らはすぐ叫さけんだ。

「妖精を発見！　リストにありません！」

「それでもいい、捕まえろ！　成人サイズとは大物だぞ！　マグネスに売れば大金になる！」

「る、ルビーちゃんのバカぁ！」

　とりあえず、私は逃にげ出した。すぐに捕まって、正直にルビーの妖精──ルビーちゃんにされたことを明かしてもいいけれど、手伝うと言ったのは私だ。

　……ちゃんと手伝いの内容を聞いてから承しよう諾だくするべきだったと思うけれど！

「逃げ足が速いぞ！　回り込め！」

　路地を四回曲がるまで捕まらずにいられたのは我ながら健けん闘とうしたと思う。最後には総勢六人の警官に取り囲まれて、私は捕まってしまった。

　肩かたを押さえられて、無理やり腕うでを後ろに回され、捻ひねりあげられる。

「い、痛い……！」

「しっかり立て！」

　乱暴に揺ゆさぶられ、呻うめいた時、誰だれかが私の腕を捻る警官を止めてくれた。

「手て荒あらにするな！」

「これはこれは……英えい雄ゆう魔ま術じゆつ師し殿どの」

　私の腕を捻っていた警官が腕を離しながら嫌みっぽく言った。

　私は、私を助けてくれた人の顔を見上げて息を吞のんだ。恐こわいぐらいきれいな人──警官たちを睨にらみつける横顔を見て、そう思った。

　濡ぬれたような漆しつ黒こくの髪かみの毛が癖くせ一つなく肩に流れていた。鼻筋が通っていて、黒い瞳は覗き込むのが恐いほど透すき通った底そこ昏ぐらい海のようだった。──その目のせいだとわかった。その目が鋭するどく眇すがめられていて、凄すごみさえ感じさせるから、恐く感じる。

　そして張り詰めた糸のような表情が白はく皙せきの美び貌ぼうに貼はりついていて、そのせいで痛々しいほど美しく感じた。

　警官のせせら笑いで、私は現実に引き戻もどされた。

「ルクレーシャス殿、あなたに妖精を盗ぬすまれないように重々注意しろと、マグネス王国の研究者たちより通達を受けていますよ。それとも、この妖精は元から英雄魔術師であるあなたの持ち物だと主張しますか？」

　彼はルクレーシャスと言うらしい。英雄魔術師──ルビーちゃんが身を寄せているという屋や敷しきの持ち主が、彼に違ちがいない。

　彼は、警官に向ける鋭い眼まな差ざしに一瞬怒ど気きをはらませた後、私を見た。

　切れ長の目は、私に向くと何故なぜか優やさしくなった。警官を睨んでいる時にはひたすら硬こう質しつに感じられた黒くろ水ずい晶しようの瞳が緩ゆるんだ。

「いいや……俺の手元にいた妖精ではないようだ。だが、マグネス王国の研究者たちの所持リストとも合がつ致ちしないようだが？」

「見つけた者勝ちと聞いていますよ、妖精は」

「──俺にこの妖精を売る気はないか？」

　私は驚おどろきのあまり言葉を失った。私、売買されそうになっているの？

　今さっき私に向けられていた優しい眼差しはなんだったんだろう。思わず見やったルクレーシャスの横顔は硬かたい表情を浮かべている。私がぽかんとしている内に、交こう渉しようは決けつ裂れつした。

「研究者に売るつもりですよ。あちらの方が払はらいがいいと評判なんでね」

「金額を聞かなければわからないと思うが──」

「魔術師って輩やからが、おれは個人的に嫌きらいなんだ。ケチがつくから話しかけないでくれ」

　オークランド王国の典型的な魔術師嫌いの言葉だ。警官に邪じや険けんにされて、ルクレーシャスは無表情で引き下がった。

　けれど、次に私に向けた顔は、やっぱり本当に優しいものだった。走り回ってくしゃくしゃになった私の髪をそっと撫なでつける。壊こわれものを扱あつかうような手つきだった。

　──居い心ごこ地ちが悪くて肩を竦すくめた私の耳元で、彼は囁ささやいた。

「すまない……いつか必ず、助ける」

　耳がくすぐったくて思い切り身を引いたら、ルクレーシャスは苦い笑みを浮かべた。

　諦あきらめが混じったような傷ついた表情で、そんな顔をさせるつもりがなかった私は驚いた。けれど、弁解もできない内に、ルクレーシャスはローブの裾すそを翻ひるがえして、私たちを置いていってしまった。

　助ける、と彼は言っていた。妖精を買おうとしたのは、妖精を助けようとしてのことなのかもしれない。もし妖精と勘かん違ちがいされたまま警官たちに連れて行かれたら、私はどんな目に遭あうんだろう？

　恐くなって警官たちを見上げ顔を窺うかがったら、彼らの一人が私の目を見て叫んだ。

「え!?　目の光が消えたぞ！　君、妖精ではないのか!?」

「え、ああ……違います。妖精に何かされて……」

　そういえば、と思いながら慌あわてて答えると、「紛まぎらわしい真ま似ねをするんじゃない！」と怒おこられながらも解放された。妖精に魔術をかけられて、パニックになったと思ってもらえたらしい。最後には「可か哀わい想そうに」と同情までされた。そう言う警官の人たちは悪い人には見えない。

　私が被ひ害がい者しやに見えるぐらい、彼らは妖精を厄やつ介かいな存在だと思っているみたいだった。




　解放された私は疲つかれて重くなった足を引きずり、大通りから二本程ほど奥の細い脇わき道みちを歩いていた。そこから更さらに住宅の間にある細い路地に入ると、辺りを見回した。

　誰もいないのを確かく認にんして、私はポケットに隠かくした掌てのひら大だいの石──トピの命のかけらである魔石の状態を確認しようとした。むちゃくちゃに走り回ったから、落としたり、欠けたりしているんじゃないかと思ったのだ。

　ポケットの上から石の存在は確認できた。欠けていないか──見ようとしてポケットに手を突つっ込んだ私は絶句した。

「え、きゃっ」

　ポケットの中の石──魔石が、温かくなっていたのだ。慌てて手を引いたけれど、掌に感じる温かさは変わらなかった。見れば、掌に魔石がくっついていた。

「え？　何？　え？」

　魔石が光りながらとろりと蕩とろけている。温められたキャラメルのように柔やわらかく、水よりも軽い。手を握にぎりしめたら指の間から逃げたけれど、私の手から離はなれない。

　どんどん私の肌はだに吸い込まれている。手を振ふったけどどうにもならなかった。

「な、なくなっちゃった……」

　指先から血管を通って手首、そして腕や肘ひじを伝い、温かい何かが流れ込んでくるのがわかった。欠けていた心臓の一部が戻ってきたような不思議な感覚。胸に心地よい熱さを感じた。心臓で新しん鮮せんで温かな血液が作られて、新たに張り巡めぐらされた身体からだ中じゆうの血管に流れていくような気がした──その不思議な感覚は一瞬で曖あい昧まいになってしまった。

　目をぱちぱちと瞬またたいている内に私の身体はいつも通りで、変わったところはない。

「あ、預かってって言われたのに……魔石はどこに行ったの？」

「リンジー、今、何してたの？」

　愕がく然ぜんとして独り言を言っていた私の許もとに、またルビーの妖よう精せい──ルビーちゃんが現れた。

　その背の透とう明めいな輝かがやく翅はねをピンと伸のばして、羽ばたかせもせず軽かろやかに宙に浮ういている。

「ルビーちゃん！　今──」

「と、悠ゆう長ちように話してる場合じゃないんだった！　もう少し走ってくれない？　お願い、リンジー。飛べない妖精がまだ何人かいるのよ」

　もう流石さすがに無理、と答えようとしたけれど、全然無理じゃないことにすぐ気づいた。

「あ、あれ？　疲れてない……？」

「じゃ、走って！」

「えーと、ルビーちゃんたちって英雄魔術師の屋敷に向かっているのよね」

「そう、オークランド王国に帰ってきた魔術師たちのリーダー、ルクレーシャス・ブルーイットが買った屋敷よ」

「あの……黒くろ髪かみの、きれいな人？」

「きれい？　とかはわからないけれど、黒髪で暗い顔をしているやつがいたら、そいつ！」

「たぶん、さっき会ったわ。……私のことを妖精だと思って、買おうとしてた」

「そうね。細工で檻おりを壊した混乱に乗じて、できるだけ妖精を逃にがしつつ、逃がしきれなかったら金で解決するとか言っていたわ。わたしも妖精の利になるから協力を──って、あ、これは言っちゃいけないんだった！」

　パシッと口を小さい手で押さえるルビーちゃん。

　もしかして、すべては魔ま術じゆつ師したちが仕組んだことなのかもしれない。マグネス王国の研究者の仲間というわけではないらしい。

　それにしても、やっぱり、彼は妖精を助けるために売買を持ちかけていたのだ……。

　そんな彼を、非難するような眼めで見てしまった気がする。

「えーと、えーと……リンジー、秘密ね！」

　マグネス王国に逆らう人がいるだなんて、とんでもない秘密を知ってしまった。けれど、きっと私は誰だれにも言わずに黙だまっていると思う。妖精たちを可哀想に思うし、ルクレーシャスという、あの人にも申し訳ないことをしてしまったから……。

　私が頷うなずくと、ルビーちゃんはスカートの裾を翻した。

「それじゃ、リンジーも落ち着いたら屋敷へきてよ。わたし、今そこで暮らしてるの！　戦争の後からそこで暮らしてたんだけど、去年の夏ぐらいから魔術協会の拠きよ点てんにされちゃって、魔術師たちが出入りしてて煩うるさいけど、わたしたちが作った薔薇ばら園があって素す敵てきなんだから。遊びに来てね、リンジー！　絶対に！」

「うん、わかったわ」

　今日、私には妖精の友達までできてしまったらしい。

　寂さびしい一日が一変してしまった。厄介事に巻き込まれた気はするけれど、たぶん、あのまま家にいるよりは、今日はいい日だったと思う。




　とても気き疲づかれする一日だったけれど、不思議と気分はよかった。

　いくら走っても疲れなくて、目の輝きが消えるまで、ついに警官に捕つかまらずにやり過ごせてしまった。その後はルビーちゃんが暮らしているという丘おかの上の屋や敷しきに向かった。

「ルクレーシャスって人もいるのかな……」

　ルビーちゃんの言うように、確かに明るそうではないけれど、優やさしそうな人だった。

　彼にまた会って、できればお詫わびの言葉を伝えたかった。

「リーンージー！」

「ルビーちゃん！」

　屋敷の近くまで行くと、ルビーちゃんが出で迎むかえてくれた。

　空から降りてきたルビーちゃんの姿を見つけた鷹たかが近づいてきたけれど、ルビーちゃんが掌を向けると鷹はビビッと何かに撃うたれたかのように痙けい攣れんして、逃げていった。

「……すごい、今のルビーちゃんがやったの？」

「まあね。ただ今のは襲おそわれそうになったから迎げい撃げきしたけど、基本的にやっちゃいけないの」

　ルビーちゃんは深い溜ため息いきを吐ついた。

「その他ほかにも、魔術協会の魔術師たちとマグネス王国との間で、なんか複雑な取り決めがあってね。妖精を盗ぬすんだりするのはダメだけど、妖精にまんまと逃げられたらその妖精に対する所有権はなくなって、誰でもその妖精を捕まえてよくなるとか、意味わかんない決まりがいっぱい」

「なんでそんな決まりが？」

「ま、もし一度捕まえた妖精はずうっとその組織のものってことになると、大体全部の妖精がオークランド王国の魔術師のものになっちゃうから？　元々オークランド王国は魔術師の修しゆ行ぎよう場がたくさんあるからね。正直、ものって考え方がふざけんなって感じだけど、それを覆くつがえせるほどの力がわたしたちにないし、仕方なく従ってるの」

「……色々大変なのね？　それで、私を頼たよってくれたのね」

「うん。正直助かったわ。妖精は大きくなるとみんな好きな形に変化しようとして、大半が翅を無くしちゃうんだけど、今回はそれが仇あだになった感じ。でも、飛べる能力を残そうとすると他の力がその分弱くなるからよしあしなの」

「ルビーちゃんは強そうだけど」

「それは長いこと生きているから」

「え？　今何歳？」

「五十──なんでもない」

　なんでもなくはない。七歳児みたいな顔をしているくせにもしかして私の親の年代？

「なんでもないったらなんでもなーい！　リンジーのバカ！　リンジーなんか、えーい！」

「きゃ!?」

　ルビーちゃんに掌を向けられた瞬しゆん間かん、私はふわりと浮かび上がっていた。地面がぐんぐん離れていく。

「あはははは！」

　混乱する私を指をさして笑いながら、ルビーちゃんは私の身体を不思議な力で持ち上げて、ルクレーシャス・ブルーイット邸ていの高い塀へいの向こう側へと運び込んだ。

　その時、胸が熱くなり、くらりとするほど楽しい気持ちがあふれて、不思議とそれを懐なつかしく感じた。




「もう一回！　もう一回やって！」

「リンジー、ちょっと、落ち着いて。ね？」

　小さな七歳ぐらいの女の子にしか見えないルビーちゃんに諭さとされる私は十六歳。

　傍はた目めには一体どんな風に見えるだろうと思ったら、一瞬気持ちが落ち込んだ。

　けれど、やっぱりもう一度空を飛んでみたかった。

　まるで童心に返ったみたい。くらくらするほどの喜びを、もう一度感じてみたかった。

「お願いルビーちゃん！　お願い！」

「うーん、リンジーなんだかおかしくない？　すごく元気。走り続けたのに疲つかれてないの？」

「全然疲れてないわよ」

「それ、おかしいでしょ。わたしがたくさん走らせたせいかな？　たぶん疲れすぎてるんじゃない？　ごめんね、今お茶を淹いれてくるから、ここで休んでて」

　気き遣づかわしげに私を振ふり返りながら、ルビーちゃんが大きな屋敷の方へ行く。

　確かに、疲れていないなんてありえない。つまり、私の身体がおかしいということ？

「すごく気分がいいから、そういうことはないと思うけど……」

　ルビーちゃんが戻もどってくるまで暇ひまだから、私は近くを散策することにした。とてもじっとしていられる気分ではなかった。幸い、見るものはたくさんあった。すぐ近くに、野や趣しゆあふれる花の庭園があって、私は感かん嘆たんした。

「すごい、なんで温室でもないのにこんなにたくさん花があるの？」

　今は十一月。ものすごく寒い……はずなのに、そういえば今の私は寒くもない。

　少し疑問を感じたけれど、それより季節に関係なく花が咲さき乱れる庭の散策が楽しかった。

　色とりどりの薔薇や、私が一番好きなサンザシの白い花。

「きれい」

　まさかこんな季節に見られるとは思わなかった。五月頃ごろに咲く花だったはずだ。

　花はな冠かんむりを作りたくて、手た折おろうと手を伸のばした。けれど、そういえばここは人の家の庭だ。勝手に摘つんだら怒おこられてしまうかもしれない。

「折っても構わないが、その花を好む他の妖よう精せいを怒らせることになるぞ」

　手を引っ込めようとした時、後ろから声をかけられて飛び上がった。

　振り返ると、そこには英えい雄ゆう魔術師と呼ばれていたルクレーシャスという男がいた。

「驚おどろかせて悪かった。──自力で逃げ出せたんだな」

　私を見て彼は微ほほ笑えんだ。私のことを覚えているみたい。

　先さき程ほど、責めるような眼で見てしまったことが申し訳なくて、私は俯うつむいてしまった。

　そんな私にも彼は優しく声をかけてくれる。

「マグネス王国の手の者に捕まる前に逃げられたか？　ならば、面めん倒どうな手続きは必要ない。これからは何も心配しなくていい。身体からだは大だい丈じよう夫ぶか？　それほど人間に似た身体を作っているのであれば、部屋を用意した方がいいか？　それとも薔薇の茂しげみの下で眠ねむりたいか？」

「え、ええと」

　優しく気遣われている──妖精だと思われているからだ。私は追われていた気の毒な妖精たちとは違ちがう。部屋なんていらないのだ。

「あの、私は──」

「サンザシが欲しいのか？　他の妖精が恐こわいなら、俺が折っても──」

　端たん整せいな顔に柔やわらかな笑えみを浮うかべて近づいてきたルクレーシャスは──はたと立ち止まり、顔をあげた私を見み据すえてその黒い目を丸く見開いた。

「……おまえ、まさか、人間か？」

　私は目を押さえた。そういえば、目の中の光は消えているから、誤解は簡単に解けるだろう──と喜んだ私を見て、ルクレーシャスから笑顔が消えた。

　彼は目じりを吊つり上げ、険しい表情を浮かべた。

「魔ま術じゆつ師しか……妖精に擬ぎ態たいしてこの屋敷に潜もぐり込んだか！」

　つかつかと歩み寄ってきたルクレーシャスに腕うでを摑つかまれ、私は悲鳴をあげた。

「え、え？　痛い！」

「目的はなんだ？　妖精を盗みに来たか！」

「ち、違う……！」

「マグネス王国の人間か？　取り戻しに来たなどと寝ね言ごとは言うなよ！　妖精は捕まえた者勝ち。逃にがした者は妖精を管理する力のない弱者だ。盗まれたならともかく、逃がした以上は逃のがれた妖精がどこにいようと文句を言うな！」

　先ほどまでとは別人のようだった。怒ど鳴なりつけられて、私は言葉が出て来なかった。弁解することもできない内に、気づいたら腕をひねりあげられていた。

「きゃっ」

「誰だれか！　こちらへ来い！」

「ルクレーシャス！　一体何があった！」

　屋や敷しきの中から、ぞろぞろと人が出てきた。ここはルクレーシャスという魔術師のリーダーが購こう入にゆうした屋敷で、魔術協会とやらの拠きよ点てんになったとか、ルビーちゃんが言っていた気がする。

　男ばかりで、みんな黒いローブ姿だった。集団に囲まれ、睨にらまれた私は泣きそうになった。

　ルクレーシャスは私を押さえつけながら指示を飛ばした。

「アーロン、警察を呼べ。この女は侵しん入にゆう者しやだ。……誰か縄なわを持ってこい！」

「どこの差し金か吐はかせなくていいのかよ？」

　アーロンと呼ばれたのは、背の高い男だった。短く刈かり込んだ赤あか髪がみ、額に宝ほう飾しよくをあしらった紐ひもを巻いていて、目つきが悪い。

　アーロンの言葉に、ルクレーシャスは吐き捨てるように答えた。

「マグネスの差し金ならどうせ吐かないだろう。妖精のふりをしていて警察に捕つかまるような愚おろか者だ。大した裏があるとは思えない」

「え、捕まっていたのか？　バカじゃないか？」

　アーロンと呼ばれている赤毛の男を睨んだら、冷れい酷こくといっていい表情で睨み返された。

「……やっぱり、尋じん問もんした方がいいんじゃないか？　マグネス王国だって、時には信じられないうっかりをするかもしれない」

「アーロン……おまえがそう言うのであれば、この女はおまえに預けよう」

「え、ちょっと待って、話を聞いて」

　弁解しようとした。けれど、そんな私の言葉に被かぶせるようにアーロンが指を突つきつけて言う。

「不ふ可か抗こう力りよくでここにいただなんて言うなよ？　この屋敷は高い塀で囲われ、入り口には見張りを置いている。出入りは完全に管理されているんだ。迷い込んだなんて言い訳は通用しない」

「でも、私──」

「余計な事をしゃべるな。ルクレーシャスの機き嫌げんが悪くなる」

　アーロンの手が伸びてきて、口を塞ふさがれそうになった時──甲かん高だかい悲鳴があがった。

「リンジー!?　あんたたちリンジーに何してるの？　ねえ!?」

　ティーポットとカップに、お茶ちや菓が子しまでつけてお盆ぼんに載のせて持ってきたルビーちゃんが、そのお盆を放ほうり出して叫さけんだ。

「リンジーを放せ！」

　ルビーちゃんが腕を振るうと、突とつ風ぷうが吹ふいた。私の頰ほおに触ふれるのは柔らかい風だけだったけれど、周りにいた男たちは吹き飛ばされた。

　風の勢いに押されつつも、地に足をつけて耐たえたのはルクレーシャスとアーロンだけで、他ほかの人たちは転がっていた。それを気にもせず、ルビーちゃんは私のところに飛んできた。

「リンジー、大丈夫!?」

　私は起き上がると、ルビーちゃんと一いつ緒しよに急いで男たちから距きよ離りを取った。

「る、ルビーちゃん！　私がしたのって不法侵入じゃないわよね!?」

「もっちろん！　わたしが招待したのよ！」

　ルビーちゃんが堂々とそう宣言してくれたから、私はゆっくりと立ち上がってこちらの動向を窺うかがっていたルクレーシャスたちに向かって胸を張れた。

　けれど、アーロンは怪け訝げんそうに言う。

「だが、おまえのような女の入館記録はない」

「リンジーはわたしと一緒に空を飛んで入ったのよ」

「そう！　ルビーちゃんの力で……あ、そういえば！」

　思い出した。私はもう一度空を飛ばしてもらいたかったのだ。

「ね、お願いルビーちゃん！　もう一度、もう一度飛ばせて！」

「今このタイミングでそれを言うの!?」

「だって素す晴ばらしい体験だったわ、ルビーちゃん。ふわりと浮いて宙に舞まうの。身体の中から温かさが広がって──」

「リンジー、ホントに大丈夫？　大丈夫じゃなさそう。ねえ！　リンジーを診みてあげてよ。わたしが無理をさせたからかもしれない。なんだかすごくおかしいの！」

　ルビーちゃんが私の肩かたを押して、ルクレーシャスに向き直らせる。

　彼は渋しぶい顔をしつつも「……無理とは？」とルビーちゃんの依い頼らいに応こたえた。

「走らせたの。リンジーの目を光らせて、妖精みたいにみせて、囮おとりになってもらったの！」

　それを聞いたルクレーシャスは苦い顔をした。

　ルビーちゃんの言う通り、私は別に悪気があって妖精のふりをしていたわけではないのだ。

「その時に何をした？」

「ただ目を光らせただけ！　それ以上は何も──わたしは何もしていないけど、リンジーが変なことをしてたの」

「変なこと？」

「魔石を取り込んでいたみたいだった……とてつもなく大きな魔石！　こんなに、わたしじゃ両手じゃないと持てないぐらい大きかった！　傍そばに妖精はいなかったから、何かの見み間ま違ちがいだろうと思ったのに──」

「それが見間違いでなければ由々しき事態だ」

　由々しき事態？　と小首を傾かしげていたら、ルクレーシャスは私を見下ろし詰きつ問もんした。

「おまえ、今どんな気分だ？　具合は？　身体に辛つらいところは？」

「気分はいいわ。飛ばせてくれたら最高だと思うの！　私は高いところが好きみたい」

　後ろの方から「バカと煙けむりは高いところが好き……」と赤髪の男、アーロンが呟つぶやく声が聞こえたけれど無視をした。無視できた。だって私は今とてつもなく幸せな気分だから──。

「……さっきの今でいい気分、か。異常だな」

　異常、だろうか？

　だけど、これはいい状態じゃないかと思うのだ。心からわくわくしていて、今なら何でも成功しそうな気がする。冬なのに全然寒くなくて、むしろ頰が火ほ照てっているくらいだ。すぐにでも動きだしたくて、いくら動いても疲つかれないだろう。

「私、これまでで一番素晴らしい気分だわ……」

「そうか。それではもっと楽しい気分になれる場所へ連れていこう」

　ルクレーシャスは静かに答えた。

「ホントに!?　いいの？　どこにあるの？」

「こちらだ。……妖よう精せい、連れていってやれ」

　ルビーちゃんが複雑そうな顔をして、指を折り曲げた。私の足が地面から離れた。

　身体中が軽くなったような不思議な感覚に喜びしか感じない。宙でくるりと回転してみせるだけでも面おも白しろい。はしゃいでいたら、ルビーちゃんが苦しそうに呟いた。

「リンジー、ごめんね……」

「うん？　別に、ルビーちゃんに飛ばせてもらうのは今じゃなくてもいいのよ」

　ルビーちゃんが何かを言おうとしたけれど、それを遮さえぎるようにルクレーシャスが言った。

「ところで、ルビーというのはなんだ？」

「わたしの名前……リンジーにつけてもらったの」

「随ずい分ぶんと懐なついたもんだな」

　後ろにいたアーロンが驚おどろいたように言う。

　懐くだなんて、犬いぬ猫ねこじゃないんだからとアーロンを睨み付けようとしたけれど、バルコニーから屋敷の中に入れられてしまって、彼の姿は見えなくなった。

「妖精ルビー……気にするな。この女のためにすることだ」

　ルクレーシャスが落ち込んでいる様子のルビーちゃんを慰なぐさめるように言った。

　庭からバルコニーを通り、部屋を抜ぬけて廊ろう下かへ出ると、そのまま廊下を進んだ。前を行くルビーちゃんの背を見つめながら、私は首を傾げた。

「何？　私のために何をするの？……どこに向かってるの？」

「……おまえの名は？」

「え？　私？　私はリンジー・マキン」

　ルクレーシャスに名前を聞かれて、横にいる彼を見ながら答えると、彼は痛みをこらえるような顔をして言った。

「マキン嬢じよう。おまえの身み柄がらの安全は保障するし、無体な真ま似ねはしないと誓ちかおう」

「一体なんのことを言っているの？」

「……この下に行けばわかる」

　宙に浮ういた私は、否いや応おうなしに地下へと続く薄うす暗ぐらい階段を下ろされていった。

　薄うす暗くらがりに、魔ま術じゆつをかけられた私の身体からだとルビーちゃんの目が淡あわく光り輝かがやいていた。

　私はずっとわくわくしていたけれど、階段の奥にあった扉とびらをルクレーシャスが開け、その奥にあるものを見た時にはさすがに面めん喰くらった。

「……檻おり？」

　部屋いっぱいの大きな檻がそこにあった。上から布がかけられていて、中はよく見えない。

　私は檻の前にゆっくりと下ろされた。振ふり返るとルビーちゃんの姿はなく、ルクレーシャスがすぐ後ろに立っていた。

「ああ、鉄製の檻だ。鉄製品には魔を打ち消す力がある。妖精は鉄の鍵かぎをあけられず、鉄の棒を曲げられない。だから妖精を閉じ込めておくことができる──」

「え──きゃっ！」

　ルクレーシャスに背を押され、開いていた檻の扉から中に放り込まれ、私は中にあったクッションに倒たおれ込んだ。

　ガシャンとすぐに檻の扉は閉じられて、急激に楽しい気分がしぼんでいくのを感じた。

「一体何をするの!?」

「冷静に聞け、リンジー・マキン。おまえは妖精に魔石を与あたえられた。それは間違いないな？」

　ルクレーシャスが檻の外側から私に尋じん問もんする。

　私は突とつ然ぜん檻の中に入れられたことで混乱しながらも、今日の出来事を思い出した。

　トピに預かってと言われて、魔石を渡わたされたのは間違いない。妖精にもらったということは伝えてもいいとトピも言っていた。私が戸と惑まどいながらも頷うなずくと、ルクレーシャスは続けた。

「魔術を扱あつかうには、魔力を周囲から取り込んで体内に溜ため込み、身体中に巡めぐらせる器官である魔石を有する必要がある。魔力を血液に喩たとえるとすると、血液を全身に行きわたらせる心臓のような役割を果たすのが魔石だ。……しかし、人間の身体には本来魔石は存在しない。だが、妖精に魔石を与えられることで魔術を使えるようになる。これが人間が魔術師になる仕組みだ」

「私は、魔石をもらったから……魔術師になったの？」

「そうとも言える」

「それでどうして、檻の中に閉じ込められなくちゃいけないの？」

「……本来、魔石は人間の身体に存在しない器官だと言ったな？　故ゆえにこれは過か剰じように摂せつ取しゆすると人間にとって毒となる」

「つまり……体に悪いの？」

「体質が合わない人間はほんの微び量りようの、爪つめの先ほどの大きさの魔石を与えられただけで死ぬこともある」

「……私の中に入っちゃったのは、こう、結構大きかったわ」

　溶とけてしまったから正確な大きさはわからないけれど、ポケットがパンパンになるぐらいに大きかったのは間違いない。確か、トピの掌てのひらぐらいの大きさはあった。

「魔石の純度によるが……その大きさは危険だ。鉄には魔力を封ふうじる力がある。故におまえを鉄の檻の中に入れている。状じよう況きようは理解できたか？」

「う、うん。だけど、それなら、檻の中に入るんじゃなくて、魔石を身体から出してしまいたいんだけど？」

「……残念ながら、人間には取り込んでしまった魔石を体内から取り出す事はできない」

「え、ええ？　そんなわけないわ！　だって、妖精は預かってって言って魔石を私に渡したんだから」

「魔石は妖精の命。与えた妖精なら取り出すことができる」

「なんだ……え、そうなの？」

　トピは捕つかまった。必ず逃にげ出すと言っていたけれど、それはどれぐらいかかるのだろう。

　それまで檻の中にいなくちゃいけないの？　血の気が引いた私は恐おそる恐る聞いた。

「ほ、他ほかに方法は……？」

「研究しているが、現時点では見つかっていない」

　ルクレーシャスは暗い顔をして言った。たぶん、私の為ために私を檻の中に入れたのだろう。それなのに、私はまた責めるような眼めで見てしまったかもしれない。けれど檻の中に入れてくれてありがとうというのも変な気がする。努めて明るい声で聞いた。

「それじゃ私は、魔石をくれた妖精とまた会わないといけないのね」

「その妖精は生きているのか？」

「縁えん起ぎでもないこと言わないで！　生きてるわよ！」

「……そうか。それはよかった」

　ルクレーシャスは心の底からほっとしたように顔を綻ほころばせた。暗い表情をしていた顔が笑え顔がおになると、少しどきりとする。

　でも、彼はすぐに暗い目つきになった。

「おまえに魔石を与えたのは、トピという妖精か？」

「さ、さあ……どうだったかしら」

　どうしてルクレーシャスがトピの事を知っているのか、すごく気になったけれど、聞くのは我が慢まんした。

　トピは、トピに魔石をもらったと口にしてはいけないと言っていた。

　だけど上手うまい噓うそも見つからなかった。誤ご魔ま化かそうとする私を、ルクレーシャスは鋭するどい目つきで貫つらぬいた。

「マグネス王国の研究機関から連れん絡らくがあった。妖精一いつ匹ぴきが著いちじるしく魔力を損そん耗もうしていると。その責任が誰だれに──どの国のどの組織にあるのか追つい及きゆうし、相応の代だい償しようを払はらわせたいという」

「わ、私に……そんな事言われても……」

　檻の扉を押し開けようとしていた手を逆に引いて、気持ち扉に体重をかけて簡単には開けられないようにする。

　ルクレーシャスは険しかった表情を僅わずかに緩ゆるめた。

「……安心しろ。おまえが手に入れた魔石が本当に妖よう精せいの意志によって譲じよう渡とされたというのなら、俺はおまえがその魔石を保持できるように助けよう。俺たち魔術協会の解かい釈しやくでは、妖精が自ら魔石を譲渡したのであれば盗ぬすんだ内には入らないからな」

　私は余計なことを言わないよう、口をぎゅっと閉じてみた。

「先ほど、妖精に預かるように言われたと口にしたな？　トピという妖精に預かるように言われたのだろう？……だが、預かった魔石がトピのものだとマグネスの研究者どもに知られると、魔石は所有権を主張され奪うばわれるだろう。トピはマグネス王国の所有物となっていたからな。だから、トピのものではないと言っているのだろう？」

「そういうことなんだ──いや、別に、違ちがうわよ！」

　感心しかけて私は慌あわてて首を横に振った。

　ルクレーシャスは聞いていなかったみたいに続けた。

「どちらにせよ妖精逃とう亡ぼうの混乱の最中に所持していた魔石は、見つかれば相手が何者にせよ、奪われる危険がある……と考え、トピはおまえの中に魔石を潜ひそませることを思いついたのか。そうだとすれば、おまえはよほど気に入られた上で、しかし危険に晒さらされている事になる」

　魔石は人間の身体にとってあまりよくないものだという。

　何でトピは私にそんな危ないものを預けたんだろう？

　ただ触さわるだけで溶けて吸収してしまうような、そんなものを──。

「妖精トピは稀け有うな力の持ち主だった……おまえがその妖精と出会った時、あれは成人した人間の姿を取っていただろう？　人間と見み紛まがう形を取れるのは成熟した妖精で、その力はそこらの妖精の何百倍、何千倍にも匹ひつ敵てきする」

「わ、すごい」

「そうだ。だからこそ求める人間が多い。故に彼らは人間を容易に信用はせず、魔石を与えるということはない。前々からの知り合いか？」

「ううん。今日会ったばかり──あっ」

　誘ゆう導どう尋問でしゃべらされた私はぎくりとしたけれど、ルクレーシャスはやっぱり気にする様子もなく話し続けた。

「それは珍めずらしいことだ。前例はあまりないが、通常あれほどの力を持った妖精が、その姿を少年形にまで縮小するほど力を削けずったのであれば──おまえが取り込んだ魔石は致ち死し量を大おお幅はばに超こえているはず」

　致死量？　言われたことがすぐに理解できなかった。心臓が嫌いやな鳴り方をし始めて、じわりと冷や汗あせが滲にじんでから──遅おくればせながら、理解する。

「お、檻おりの中にいれば平気……よね？」

「症しよう例れいが少なくなんとも言えない。それに、いつまでも檻の中にいるわけにもいかないだろう」

「そ、そうね。それに私、わりと健康だもの、大だい丈じよう夫ぶよね」

　大丈夫じゃないわけがない、と乾かわいた口の中で呟つぶやいた。

　けれど、ルクレーシャスは重々しく宣告する。

「だが、異常は出ていた。今は理解できるか？　尋常ではない興奮状態にあった、先ほどの自分の有り様を」

　そう言われて思い返してみる。確かに何かが違ったかもしれない。おかしかったかもしれない。でも、不思議と恐きよう怖ふは感じなかった。

「……幸せだったわ。とても、とてもね」

「副作用が多幸感を得ることとは、まったく羨うらやましい限りだな」

　ルクレーシャスはそう言いながらも痛ましげに顔を顰しかめた。

「……何故なぜおまえはそれほどの魔ま石せきを体内に入れられてしまったのか。今は幸運にも何ら不調は出ていないようだが、何かの拍ひよう子しに暴走する危険があることぐらい、妖精ならば知っているだろうに」

　背筋が冷たくなって、反はん芻すうしていた幸せな気分はいともたやすく霧む散さんした。

　気がついたら、鉄てつ柵さくを握にぎりしめる手が震ふるえていた。

「そんな、それじゃ、間違って魔石に触っちゃった人はどうしたらいいの？」

「触ふれただけでは特に問題はない。稀まれにアレルギーもあるが」

「ええ？　でも、私はもらった魔石を触っちゃって、そしたらそのまま手の中に入っちゃったの。こういう場合はどうしたらいいの？　もしかして、あれは魔石じゃなかったの？」

「──待て、そんな話は聞いたことがない」

　ルクレーシャスが長い睫まつ毛げを驚きよう愕がくに瞬またたかせた。

「妖精自身の許可を得ず、特とく殊しゆな魔術を使ったわけでもなく、おまえは魔石を取り込んだのか？」

「よくわからないけど……魔石が手の中に溶けちゃった時、傍そばにトピはいなかったわ。警察に連れて行かれちゃった後だったの」

「何が起きたのかは詳くわしく調べないとはっきりとはわからないが──ならば、トピはおまえの中に魔石を潜ませるつもりはなかったのかもしれない……おまえを信しん頼らいして魔石を預けたということになる。何故だ？　今日会ったばかりなのだろう？　どうやってそれだけの信頼を得た？」

「えっと、妖精が逃げるのを手伝ってあげたから……？」

「それしきのことで信頼が得られるのなら苦労はしない」

　スッと鋭く細められるルクレーシャスの目。油断なく、警けい戒かい心しんに満ちていて、私を見定めようと探さぐっている。それを見ていると背筋がざわざわして落ち着かなくなった。それに、先ほどまでかけらも感じなかった疲つかれがどっと押し寄せてきていた。

「私……いつまでここにいればいいの？」

　早くここから出たかった。ここは暗いし、鉄柵は冷たいし、静かすぎる。

「一晩ここにいろ。魔石を取り出すことはできないが、対策を講じてやる」

「……そう」

　出してと叫さけびたい気持ちもあったけれど、我慢した。

　本当に、とんでもない一日になってしまった。

　いいことも悪いこともありすぎて、とにかく疲れて身体からだが重くてたまらなかった。

「安静にしていろ。必ず、──必ず」

　ルクレーシャスは最後まで言わずに、痛みを堪こらえるような顔をして黙だまり込んだ。

　まるで私の痛みを肩かた代がわりするような顔をしている。ルクレーシャスだって、好きで私を檻に閉じ込めているわけではないだろう。それなのに、私は被ひ害がい者しやのような顔をして、責めるような目つきで彼を見てしまった。

　暗くさせてしまったルクレーシャスの表情をなんとかしたくて、私は明るく声を張り上げた。

「えーっと、ベッドはない？　今になって疲れが出てきて……ひと眠ねむりしたいの！」

「は？……檻の中に入れられるか」

「それなら毛布が欲しいわ！　あ、喉のどが渇かわいたわ！　お腹なかも減ったわ！」

「……ああ、わかった。望むものはなんでも用意しよう」

「なんでも？　それじゃお菓か子しとか、甘いものも欲しいわ。いい？　ケーキとか……！」

「……おまえは魔石の影えい響きようがなくとも幸せそうだな」

　そう言ってルクレーシャスが浮うかべたのは苦く笑しようだけれど、未いまだに感じたこともない私の痛みを肩代わりしたかのような辛つらい顔よりはマシな顔をしていた。

　それを見てほっとしている内に、ルクレーシャスは火のついた蠟ろう燭そくを一本置き、部屋から出て行った。私は一人檻の中に取り残された。けれど、檻の中にいること自体には、あまり恐怖を感じなかった。立っても頭をぶつけることのない高さの広々とした檻の中は、どこかと似ていてすぐにでも馴な染じめそうだった。

（アパートと同じ。暗いのも、とても静かで──一人なのも）

　どちらにせよ、今夜は孤こ独どくに震えながら眠ることになる。朝からわかっていたことだ。

　絨じゆう毯たんが敷しかれている床ゆかに寝ね転ころがって、転がっていたクッションを抱だき寄せた。

「……あら？　音楽？」
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　耳を澄すましていると、どこかから楽しげな音楽が聞こえてきた。

　ルクレーシャスが私への差し入れを持って戻もどってくると、私はすぐに聞いてみた。

「この音楽は何？　好きな雰ふん囲い気きだわ。とても楽しそう」

「妖よう精せいたちが……」

　ルクレーシャスは苦笑を浮かべ、檻の中でクッションを抱きしめる私を見下ろした。

「おまえの歓かん迎げい会かいの準備をしているらしい。あれは練習だな」

「……私の？」

「おまえには、妖精に好かれる才能があるらしい」

　私の為ために演奏の練習をしているという妖精たちの賑にぎわいに耳を澄ました。

　私が走った事で助かった妖精たちが感謝してくれているのかもしれない。

　そんな妖精たちの歌や演奏を聴ききながら眠れるのだから、今夜は少しはいい夢が見られるに違ちがいないと思い直した。
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　翌朝、檻おりの鍵かぎが開く音で目が覚めた。扉とびらを開けたのはルクレーシャスだった。

「これを身に着ければ出してやる」

　そう言うルクレーシャスに渡わたされたのは黒い鉄のチョーカーだった。

　ルクレーシャスもつけている。このチョーカーは私が魔石から悪あく影えい響きようを受けないようにする為のものだから、大人しくチョーカーをつけ、檻から出て伸のびをした。

「ルビーちゃんたちに会いに行ってもいい？」

「その前に朝食会に出て欲しい。魔ま術じゆつ師したちにおまえの顔を覚えさせたい。それに……妖精たちは昨晩踊おどり明かしてしまったらしい。歓迎会の準備が進まなかったと嘆なげいていたから、行くのは後にしておけ。昼ひる頃ごろには準備も終えるだろう」

　どうして魔術師たちに顔を見せなければならないのかはわからないけれど、朝食をもらえるのならありがたい。その後、歓迎会に参加してから、一度家に戻って頭の中を整理したい。

（トピのこと……それに、私の中にある魔石のこと）

　地下室から階段を上がりつつ、髪かみの毛を整える。廊ろう下かを歩きながら服のしわのチェックをしていると、ルクレーシャスが不意に言った。

「顔見せを済ませたらしばらく自由時間をやる」

「え？　しばらくって──」

「さあ、中へ入れ」

　ルクレーシャスが有う無むを言わさず中へ入るよう促うながす。開いた扉の向こうには、長いテーブルがあり、その左右には四人の黒いローブ姿の男たちが座っていた。大きな眼鏡めがねをかけている細い男、頭を剃そった厳いかつい男、立派な金色の口くち髭ひげを蓄たくわえた壮そう年ねんの男──昨日見た目つきの悪い赤髪の男、アーロンの姿もある。

「妖精に特に気に入られている特別な魔術師のみがここにいる。ここにいる者たちが魔術協会を運営している」

「どうしてみんな真っ黒なの？……ここのドレスコード？」

「魔術師は黒い服を着用することを義務付けられているんだ」

「え!?　私もずっとそんな恰かつ好こうをしなきゃいけないの!?」

「マグネス王国に監かん視しされた魔術師に師事するか、あるいはマグネス王国の魔術関連蔵書の貸し出し手続きでも取らない限り、マグネス王国はおまえの存在を感知はしない。だから気にするな。有事に戦争に駆かり出されたくなければ、魔術が使えるなどと、決して口にするなよ」

「わ、わかったわ」

　何を言われているかよくわからなかったけれど、余計なことを何もしなければいいことはわかった。魔術師は戦争では役に立たないとされたはずなのに、管理されているのが不思議な話だと思った。しかも、管理者はマグネス王国のようだった。

　ルクレーシャスが引いてくれた椅い子すに座る。ルクレーシャスは上座に座った。

　私、魔術師たちにすごく見られてる気がする。

　何か疑われているのかもしれない。それとも、檻の中に一晩閉じ込められていたのを気の毒だと同情しているのだろうか。もしかすると、髪の毛が思い切りはねてる？

　彼らはルクレーシャスの言葉を待っていた。私もそわそわしつつ、言葉を待った。ルクレーシャスはやがて口火を切った。

「報告がある。ここにいるリンジー・マキンを一時我ら魔術協会の保護下に置くことにした」

「え!?　どうして？」

　当の私が叫さけぶと、魔術師たちにじろりと睨にらまれた。給きゆう仕じをしてくれていた妖精がくすくす笑いながら私のお皿に多めにプディングを盛り付けてくれる。

　ルクレーシャスが横目で私を見み据すえながら言った。

「ここを出て異常を起こした時にどうするつもりだ？　対処法など知らないだろう。チョーカーはあくまで応急的な処置にすぎない」

「……そうよね。それで歓迎会なのね」

　妖精たちは、私がこれからこの魔術協会で世話になることを知っていたのだろう。

　ルクレーシャスにぴしゃりと言われて考えなしの自分に落ち込んでいると、果物の皿を持ってきた妖精が私の皿にいろんな種類の果物を盛り付け、慰なぐさめるように私の前まえ髪がみをそっと撫なでた。

　魔術師たちとルクレーシャスは話を再開した。まず、魔術師の一人が懸け念ねんを口にした。

「──機密漏ろう洩えいの危険があるのではありませんか？」

「危険はある。だが現在、彼女が俺にとって機密そのものだ。必ず研究しなければならない」

「き、機密？　研究？」

「……無む理り強じいはしないと約束する。おまえの為の研究でもある。体内から魔石を取り出すための研究なのだから」

　研究と言われてトピの言葉を思い出した。物のように扱あつかわれ、利用されると警けい戒かいしていた。

　けれど、ルビーちゃんはルクレーシャスなら大だい丈じよう夫ぶだと言っていた。嫌いやなら協力要よう請せいを断ることもできるらしい。

　ただ、現時点で、人間では体内にある魔石を取り出すことができないという。

　それを可能にする為の研究だというのなら、それは今私が必要としている研究だった。何か協力できることがあるのならしたいし、研究を進めて欲しい。

「研究、か」

　ルクレーシャスの言葉を聞いて、アーロンは頰ほお杖づえを突つきつつ難しげに顔を歪ゆがめた。

「昨晩彼女を屋や敷しきに泊とめたのは緊きん急きゆう的てきな措そ置ちとして仕方ないと思う。泊めた場所も檻だしな。だけどよ、原則としてこの屋敷ではお客人の滞たい在ざいを拒きよ否ひするって話になってたはずだろう？　魔術協会の発ほつ足そく早々、この原則を破ることになるじゃないか」

「アーロンさんの言う通りだ」

　眼鏡の男がそう言うと、みんな一様に頷うなずいた。

「なあ、ルクレーシャス。何もかもこれから始まるんだ。これが先例になったら、何かと因いん縁ねんを付けられて、厄やつ介かいなやつらに居座られることになるんじゃないか？」

「アーロンは反対というわけか」

　ルクレーシャスに言われると、アーロンは少し動どう揺ようした様子で首を振ふった。

「オレがルクレーシャスに反対するなんてそんなことがあるわけないだろ？　だけどオレはおまえのことを心配していて、おまえの為にどれだけちっぽけな可能性だろうと危険の芽は摘つんでおきたいと思ってるんだよ」

「ああ……わかったわかった」

「本当にわかってるか？」

　おざなりな口調で言うルクレーシャスを、アーロンは目つきの悪い目でぎろりと睨んで立ち上がった。机の上にダンッと手をついて、身を乗り出す。

　横にいた立派な口髭を蓄えている男が「これは長くなるぞ……」とボソッと呟つぶやいた。

「オレは言ったよな？　今回の騒そう動どうにはおまえは一いつ切さい関かかわらないようにって。何か起きたらすぐに屋敷に戻もどって籠こもって出てくるなって。それなのにおまえ出歩いていたよな？　妖よう精せいの買い付けしてたよな？　報告を受けた時オレがどんな気持ちだったかおまえにわかるか？　え？」

　ルクレーシャスが親指で眉み間けんをぐっと押して堪こらえるような顔をしている。

　他ほかの三人も台風が過ぎるのを待つみたいに神しん妙みような顔をしてじっとしている。

　アーロンは、目つきは悪いけれど、まるでルクレーシャスを心配する母親のようだった。その想像がおかしくて、思わず「ぷ」と噴ふき出してしまった。そうしたら私までアーロンに睨まれた。本当に目つきが悪い母親だ。

「オレはルクレーシャスが望むなら、いくらでもその女を研究すればいいと思ってる。だが……やり方を考えろ」

　フンッと鼻を鳴らすと、アーロンは椅子に座った。ややあって、ルクレーシャスは改めて口を開いた。

「……それでは、彼女を魔術師とするなら？　魔術師の称しよう号ごうを受ける条件を、リンジー・マキンは満たしている」

「妖精から魔石をもらうって条件は、確かに満たしてる。だがそれこそ悪あしき先例になるぞ。魔術協会に加入し、魔術師として認められた人間の権利は優先して守られるって条じよう項こうに反することになる。この先、マグネス王国がしゃしゃり出てきて、魔ま術じゆつ協会が干かん渉しようをはねつけられなくなった時、魔術師である女を研究したという先例はオレたちを苦しめることになるぞ。オレたち魔術師から権利を奪うばい、妖精と同じように実験動物扱いするだろう。間ま違ちがいなくマグネス王国の研究者どもはそうする！」

「やつらは確かに、そう考えるだろうな」

「あまりやりたくないが、特例を作るか……あるいは初めからいなかったことにするか」

「よせ、アーロン」

　ルクレーシャスが私を気き遣づかうように見やりながら言うから、初めてアーロンが存在を消すという意味で言っていると気がついた。アーロンという男の過激な言葉に私は啞あ然ぜんとした。

「私が聞いてるって、わかっていて言ってるの？」

「わかっているさ。隠かくれて陰かげで言われるよりはすっきりするだろ？」

　にやりと嫌な笑えみを浮うかべてみせたアーロンが、次の瞬しゆん間かん「いてっ」と言って耳を押さえた。

　小さな掌てのひらサイズの妖精がアーロンの耳を引っ張ったらしい。ピースサインを出してくる妖精に、私も感謝を込めてサインを返した。

　アーロンが耳を押さえながら、妖精を睨みつつ言った。

「妖精と仲がいいんなら、妖精に準じる扱いっていうのはどうだ？」

　耳を押さえながら言うアーロンの言葉に、特に反論はあがらなかった。

「それってどういう扱いなの？」

　私がアーロンに問いかけると、彼はすんなりと教えてくれた。

「……捕ほ獲かくするが拘こう束そくはせず、逃にげられた場合には諦あきらめる、だな」

「それっていいの？　悪いの？」

「危害は加えないさ。逃げたければ逃げるがいい。だが何の発言権もない。権利もない」

「えーと、発言権と権利っていうのは」

「組織の運営には関われないってことだ。人権は尊重するさ。オレたちに余よ裕ゆうがある限りは」

　不安なことを言われたけれど、見えるところにいる妖精はみんな私を安心させるかのように頷いてみせた。妖精である彼らが頷くのなら、大丈夫なのかもしれない。

「──それでは、リンジー・マキンは妖精に準じる扱いとする」

　ルクレーシャスの宣言で、私はこの魔術協会の屋敷に滞在することが決まったらしい。

　その瞬間、食堂にいる妖精たちが私を歓かん迎げいするように飛んできたり、駆け寄ってきたりして、私はもみくちゃにされてしまった。

「じゃ、誘ゆう拐かいされた例の妖精については──午後の昼食会で話すか」

　私は抱だきついてくる子供姿の妖精や、トンボぐらいの大きさの妖精に押し潰つぶされないように必死だった。だから、アーロンの言葉はとても気になったけれど、どういう意味を持つのか、聞き返すことができなかった。




　私はこの屋敷の二階にある寝しん室しつの一つに滞在することになった。階段を上がってすぐ左手にある寝室だ。その奥には左右にいくつかの扉とびらがあり、一番奥の左手の部屋がルクレーシャスの私室で、それ以外の部屋は物置や研究室になっているらしい。

　ルクレーシャスは魔術師たちと場所を移して会議をするということで、私を二階の部屋に案内すると「他の部屋には決して入るな」と言いおいて一階に戻ってしまった。

　二階は基本的に他の魔術師たちは立ち入り禁止だそうだけれど、妖精は好き勝手に廊ろう下かやバルコニーに出入りしていた。けれど、妖精たちもルクレーシャスたちが入るなと言う部屋には入ろうとはしない。私がちょっと奥の廊下を覗のぞこうとしただけで、「あっちは暗くて嫌な雰ふん囲い気き」と嫌そうな顔で止めようとしてきたから、私はすぐに自分の部屋に入った。

　私に与あたえられた部屋は女性が使う為ために整えられていて、明るい雰囲気だった。檻おりはないから、私はもし体調がおかしくなったら地下室にある檻がある部屋に自ら移らなくてはならない。

　ルビーちゃんに「まだ歓迎会の準備ができてないから庭に来ちゃダメ！」と言われた私は、こっそり私の部屋のバルコニーから庭の花か壇だんを見下ろした。妖精たちが忙いそがしそうに動き回っている。ここから眺ながめているのを見られたら、ルビーちゃんに怒おこられてしまうかもしれない。

「……ん？」

　自分がコソコソしていたからか、私と同じようにコソコソしている人たちを見つけた。

　庭の端はしの方から茂しげみに隠れて──ゆっくりとルビーちゃんたちに近づこうとしている。

　二人いる。どちらも黒いローブ姿だけれど、魔術師ならコソコソせず、堂々としたらいい。

「まさか……妖精泥どろ棒ぼう？」

　そういう人たちがいるらしい。私はまさにそれで疑われた。

　どうしたらいいのか、私が考えている内に、向こうも私の存在に気づいた。

　茂みの陰から二人の男が出てきて、近くにいた妖精たちが驚おどろいたように逃げて行った。

　男の内の一人が私を指さしながら声を張り上げた。

「おまえ！　そこで何をしている？　二階はルクレーシャス様の私的な空間だ！　立ち入りは禁じられている！」

「しーっ！　静かに！」

「女、一体何者だ！」

　叫さけんだのは金きん髪ぱつの青年だった。彼の後ろでおどおどしているのは三十代ぐらいの男だった。私がルビーちゃんに見つかるとヒヤヒヤしているのを、男たちは誤解したみたいだった。

「コソコソと、怪あやしい奴やつ！　おまえ、妖精泥棒か！」

「そ、それは私のセリフだわ！　あなたたちだってコソコソしてたじゃない！」

「──あの女を引きずりおろせ、アドニス！」

　金髪の青年が問答無用で命じると、その後ろにいた三十代ぐらいの男が進み出てきて手を振った。すると、バルコニーの欄らん干かんに置いていた手に、風を感じた。

「え──？」

　手が滑すべった。身体からだが勢いよく前のめりにぐらっと傾かたむく。男に言い返す為に身を乗り出していたせいだ。つま先立ちしていた足では踏ふん張れない。

　頭から落ちそうになった私は、どうやら私が手を滑らせる原因を作った三十代ぐらいの男と目が合った。慌あわてた顔で私の落下地点まで走り寄ろうとしている。ひょろりとしていてとても私の身体を受け止められそうにない。

（──もうダメ、ぶつかる！）

　ぎゅっと目を閉じた。けれどその瞬間、先さき程ほどバルコニーで感じたのとは比べものにならないほど強い風を感じた。身体の内側からふわりと温かさが広がり、花弁のように軽くなるような浮ふ遊ゆう感かんもあった。

「……わあ」

　目を開いたら、下から吹ふき上がる風に舞まい上がった、赤や白の滑なめらかな花びらがあった。無数の花びらは一度天に向かってから、柔やわらかく雨のように地面へ降っていく。

　私はその花びらの一つのように、ゼリーになった空気の中を潜もぐるようにゆっくりと降下していった。膨ふくらんだスカートは傘かさのようになっていた。めくりあがらないのはこの現象を起こしている妖精の配はい慮りよかもしれない。

　天地も関係なくなるような夢のような感覚。あまりに現実離ばなれした光景が楽しすぎて目が眩くらんだ。幸福感に包まれながら、私は茂みに目をやった。

　そこにはルビーちゃんが立っていた。ルビーちゃんが私に向けた手を握にぎると、私はゆっくりと着地することができた。

「危なかったわ……ありがとうルビーちゃん」

「──な、何がありがとうだ！　そこの妖精、さっさと逃げるんだ！」

　ルビーちゃんは潜っていた茂みから這はい出して、逃げるよう促うながす男を嫌いやそうに見ると、私の後ろにきてそっと隠れた。

「……あなたこそ、どっかに行っちゃえばいいのに」

「なんだと!?」

「何度ここに来たって、わたしはあなたに魔石はあげない。あなた嫌きらい」

「この間は人間に興味がないと！」

「今、嫌いになったわ。リンジーを傷つけようとした」

　そう言ってルビーちゃんは私を見てにっこりと笑った。

「おはよ、リンジー！……ちょうど準備ができたところなの。一いつ緒しよに歌って踊おどろう！」

　ルビーちゃんが私の手を取ると、金髪の男は青い目を見開き動どう揺ようを見せた。

　落ち着いて見ると、少し窶やつれているけれど整った顔立ちの育ちのよさそうな青年だった。

「何故なぜ妖よう精せいがおまえのような女を──ありえない！　おまえが妖精を誑たぶらかしたと、ルクレーシャス様にお伝えする！」

　そう言うと、金髪の男はローブを翻ひるがえして立ち去った。

　後に残されたのは、私を落としておいて私を受け止めるために駆かけ寄って──勝手に腰こしを抜ぬかした三十代ぐらいの男だった。

　置いていかれた男は、灰色の目を見開いて私たちを見ていた。

「あの……大だい丈じよう夫ぶ？　さっきから尻しり餅もちをついたままだけど、もしかして立てない？」

「さっさとどっか行ってよ！」

　ルビーちゃんが叫ぶと、男は座り込んだまま頭を下げた。

「も、申し訳ありません……妖精泥棒ではなかったのですね」

　すまなそうに見上げられて、私は少し溜りゆう飲いんが下がった。

　ひとまず、私は彼に手を貸して立ち上がらせてあげた。

「妖精泥棒ではないわ。でも、疑われるのに慣れてきたわよ。昨日から二回目だもの」

「……妖精は狙ねらわれる存在なので、いくら警けい戒かいしても足りるということはないのでしょう」

　そう言って、男は私の腰にしがみついているルビーちゃんを見た。

　ルビーちゃんは嫌そうな顔をして身を引いた。

「やめて、そんな暗い目でわたしを見ないで！」

「ああ、それは、申し訳ありません。……ええと、妖精は人間の感情を強きよう烈れつに受け取ってしまうので、暗い感情を向けられるのをひどく嫌うらしいのですよ」

　私がよくわかっていない顔をしていたのかもしれない。私を見て、男が説明してくれた。

「妖精はむき出しの心そのままのような生き物。その心のかけらを借りて魔ま術じゆつを用いるのが私たち魔術師で──あなたも魔術師なのでしょうか？」

「ううん、そういうわけじゃないんだけど。色々あってここにいるのよ」

　魔石をもらったからといって、それだけで魔術師になれるわけではないだろう。

　その資格の一いつ端たんは持っているのかもしれない。けれど、魔術師がどういうものなのかもよくわからない私には、曖あい昧まいに答えることしかできなかった。

「そうですか。……あなたは妖精に慕したわれているようだ。明るい方なんですね」

　男が穏おだやかな顔をしてそんなことを言うから、私は照れてしまった。

「あ、ありがとう……私はリンジー・マキンって言うの。あなたは？」

「私はアドニス・ラブキンと申します。先ほどは申し訳ありません。彼──ナリサス様に命じられては断れなくて」

　叫んでいた金髪の男のことだろう。この男より若いのに、居い丈たけ高だかに命じていた。

「アドニスさんよりずっと年下みたいなのに、とても偉えらそうに命令していたわね」

「出自を隠かくしていらっしゃるのではっきりとお教えできないのですが、あの方は高貴な血筋の方なのです」

　そう言って、アドニスさんは目を伏ふせた。

「本当に、心から申し訳なく思っております。怪け我がはしていませんか？　私は医者でもありますので、痛むところがあれば診みさせていただきます」

　罪悪感に打ち震ふるえているアドニスさんを見て、私は驚いて言った。

「あの、大丈夫よ！　気にしないで。面おも白しろい体験ができたし……ねえ、ルビーちゃん」

　私が助け船を求めてルビーちゃんの名前を呼ぶと、アドニスさんは目を丸くした。

「ルビー？　その妖精には名前はないと聞きましたが……」

「リンジーがつけてくれたの！　いい名前でしょ？」

　嬉うれしそうに宙でくるりと回ってみせるルビーちゃんに、アドニスさんは嘆たん息そくした。

「それは……すごいですね。妖精が名前を付けさせるなんて。ルクレーシャス様ですら成し遂とげたことのないことですよ」

　そういえば、ルビーちゃんは長生きしているという話だった。けれどこれまで名前はなかったという。思わずルビーちゃんを見やると、ルビーちゃんは舌打ちしかねない顔をして言った。

「だってあの男、暗いんだもん。暗い考えがいっぱい詰つまってる頭で名前を考えられたくない」

「それでも、彼はとても妖精に好かれているのですから、すごい方です」

「全然好きじゃないわ」

　アドニスさんの言葉をルビーちゃんはきっぱりと否定した。

　アドニスさんはそんなルビーちゃんの言葉に苦く笑しようした。二人が反対のことを言っているから、私は首を傾かしげて聞いた。

「どっちなの？」

「リンジーさん、昔あの方が好かれていたのは事実だと思いますよ。当時の彼がどんな性格だったのかはわかりませんが──十年前には、妖精たちがこぞって命を擲なげうってでも助けたいと思うほど、彼は愛されていたんですよ」

「命を……？」

　十年前というと、マグネス王国との戦争が起きた時だろう。

　私は当時六歳。ルクレーシャスは見た目の年ねん齢れいからして、当時、十代前半ぐらいだと思う。

　戦争に巻き込まれたのかわからないけれど、命を擲つほど助けたいと思われるだなんて、確かにものすごく好かれていたとしか思えない。

　ルビーちゃんは唇くちびるを尖とがらせて言った。

「そもそも、どうして偉い大だいな妖精たちが彼を好きになったのかがわからないわ。妖精界最大の謎なぞのひとつね！　だけど、妖精たちが命を費ついやすほどの人間なんだもん！　どうして命をかけたのかは知らないけど、わたしだって従わなくちゃって思っちゃうの！　本当は嫌よ！」

「命を費やす？　本当に命をかけたの？　比ひ喩ゆじゃなくて？」

「そうよ。彼のために大勢の妖精が死んじゃった」

　私は息を吞のんだ。ルクレーシャスが妖精を助ける為ために活動している理由の一端を知った気がする。そして、ルビーちゃんがルクレーシャスを嫌ってしまう理由も。

　アドニスさんは穏やかな顔つきのまま、囁ささやくように言った。

「十年前のあの戦争が、彼を変えてしまったのでしょうね」

「どうでもいい。リンジー！　それじゃさっそく、楽しいパーティを始めましょ！」

　ルビーちゃんに腕うでを引かれて、アドニスさんの言葉の意味を聞きたかったけれど、追えなかった。にこにこしているルビーちゃんの手を払はらうことなんてできない。花畑の真ん中に連れて行かれ、小さい妖精たちが四匹ひきがかりで持ってきた白いサンザシの花はな冠かんむりを被かぶせられる。

「ようこそリンジー！　あなたのおかげでこれだけたくさんの妖精が自由になれたの！　しゃべれる妖精は自分でお礼を言うだろうから、まだしゃべれない妖精の代わりにわたしが言うね。本当にありがとう！」

「うん──どういたしまして、ルビーちゃん。それにありがとう、みんな！」

　気になることはたくさんあったけれど、今は私を歓かん迎げいしてくれる妖精たちの気持ちをちゃんと受け止めることにした。

　花畑の真ん中で踊っていた妖精たちが、バグパイプの演奏が一段落したところで私とルビーちゃんに舞ぶ台たいを譲ゆずってくれた。私はサークルの真ん中で、楽しげな音楽に耳を傾かたむけ、ルビーちゃんと一いつ緒しよに踊おどり出した。




　楽しい音楽、一緒にいてくれる妖よう精せいたち。

　夜になると用意された篝かがり火びの周りをくるくるくるくる、スカートの裾すそを翻しながら踊りつつ思う。今夜もきっとよく眠ねむれる。そう思いながら闇やみに落ちた空を見上げた。

　不思議に浮うかぶ灯ひがいくつも庭園を照らし出すから、夜空に輝かがやく星は見えなかった。今この庭園こそ夜空から見下ろした時、満天の星のように温かく輝いているに違ちがいない。

「──ジー・マキン、リンジー！」

　楽しい音楽、一緒に踊るルビーちゃんの七色の光が渦うず巻まく赤い瞳ひとみ。

　遠くから私の名前を呼ぶ声が聞こえる。けれど、そんな声は無視をした。楽しい時間を過ごすので忙いそがしいから。無数の妖精たちの瞳が七色に輝く。幻げん想そう的てきな風景に憧しよう憬けいを感じるのは、オークランド人である私の祖先が妖精たちと仲良く暮らしていたという証しよう拠こなのかもしれない。

　昔は多くの妖精たちが人間と一緒にオークランド王国で暮らしていたと聞いたことがある。

「リンジー！　もう踊るのをやめろ、リンジー！」

「ん、何……邪じや魔ましないで！」

「そうよ、邪魔しないでよ！」

　ルビーちゃんが怒おこってくれる。妖精たちも楽しいお祭りの闖ちん入にゆう者しやを睨にらんだ。

　楽しい音楽、リズムに乗ろうとする私の身体からだ。

　──腕を摑つかまれて、足を止められてしまう。音楽が途と切ぎれ、楽しい時間が終わってしまう。

　私は泣きそうになった。

「どうして邪魔をするの!?」

「──俺を見ろ！　リンジー」

　黒い瞳だけが間近に見えた。妖精のそれとは違って七色の光は発していないけれど、黒くろ水ずい晶しようのように透すき通ったその瞳は十分に美しい。

「ルクレーシャス……？　あなたも踊りたいの？　なら、一緒に踊る……？」

「正気に戻もどれ、リンジー、俺の声は聞こえているか？」

「聞こえてるわ。どうしたの？」

「一体どれだけ長い間踊っていたか、わかっていないのか？　足を見せてみろ」

　何を言っているのか、いまいち意味が摑めなかった。

「足がどうしたの？　確かにちょっと夢中だったけど、大だい丈じよう夫ぶ、まだ全然疲つかれていないから」

「昨日の昼から踊り続けて、既すでに二日目の夜になっているというのに？」

「──え？」

　静かな庭園、宵よい闇やみの中で光る灯と妖精たちの七色の瞳。

　そういえば、随ずい分ぶんと長い間この光景を見ている気がする。

「昨日は多少は休んでいたのかもしれないが、今日、俺たちはおまえを監かん視ししていた。おまえは朝から一いつ切さい休むことも、止まることも、食べることも飲むこともなく踊り続けている」

「きゃっ!?」

　身体が宙に浮いた。けれど、妖精が私の身体を花びらのように軽くしてくれたわけじゃない。ルクレーシャスが私を抱かかえて、その場に座り込んだのだ。

「え、何？　ルクレーシャス、放して！」

　羽は交がい締じめにされ、スカートの上から足を押さえつけられる。

「暴れるな。靴くつを脱ぬがせるぞ」

「ええっ!?」

　もがいたら、後ろから腕を摑まれ動かせないようにされてしまう。その手をどうにか外させようとしたけれど、ルクレーシャスの力が強すぎて難しい。

　人前で靴を脱がせられるなんて、恥はずかしいどころの話じゃない。私はどうにか逃にげだそうとしたけれど、ルクレーシャスに更さらに強く抱だき留められて動けなかった。

　宵闇に妖精たちが浮かべた灯が煌こう々こうと浮かび上がり、満開に咲さき誇ほこる花びらを艶つややかに照らし出す。宵闇に埋うもれるように黒いローブ姿の男たちが遠く、近くに控ひかえていて、静かに成り行きを見守っている。

　異様な雰ふん囲い気きの中、ルクレーシャスの身体に身を預けながら靴を脱がせられる羞しゆう恥ち心しんは──ボロボロに破けた私の布ぬの靴ぐつを見たら消えていった。足を見ようとしたら、目を押さえられた。

「ルクレーシャス？」

「見る必要はない……痛まないのか？」

「全然、痛みなんて……痛そうに見えるの？」

　ルクレーシャスが耳元で囁く。それをくすぐったく感じるし、ルクレーシャスが私の足に触ふれているのもわかるのに、痛みは感じない。

「──妖精たち！　ルビー！　これは一体どういうことだ！」

「だって！　嫌いやがられたらやめるけど、でも、痛くないなんて……リンジー、ごめんね、すぐに治してあげる！」

　ルビーちゃんの言葉に、ルクレーシャスが息を吞んだ。

「治す気があるのか……」

「もちろん！　リンジーだもん」

　ルクレーシャスの手が緩ゆるんで、視界が開ける。ルビーちゃんや妖精たちが目を明るく七色に輝かせている。目を光らせながら私の足に掌てのひらを向けた。ルビーちゃんは悲し気な顔をしている。

「ごめんね、リンジー。楽しくて止やめられなかったの」

「ううん、いいの。私も好きで踊っていたんだから──」

　光の粒つぶが私の足に集まってきて、痛みはないけれど、温かさを感じた。

　その光に照らされて、自分の足の状態がかなりよく見えてしまって──私は顔を背そむけて思わずルクレーシャスにしがみついた。

　ルクレーシャスは私の肩かたを抱き留めてくれた。

「おまえたち妖精にとって、動けなくなった人間など壊こわれた玩具おもちやのようなものではないのか？」

「……だいたいの人間はね。でも、リンジーと……あんたは違うわ。ルクレーシャス・ブルーイット」

　ちらりと横目で見たルビーちゃんは赤い目を七色に輝かせながらルクレーシャスを睨みつけていた。

「あんたの命を救うために死んだ妖精たちのために、わたしたちがあんたを見み極きわめるの」

「えっと、私の怪け我がを治しても、ルビーちゃんは元気なままよね？」

　子供らしい顔を険しく歪ゆがめていたルビーちゃんは、私の言葉にきょとんと目を丸くした。

「何を心配してるのリンジー！　これぐらいならへっちゃらよ！」

「それならよかった……」

　思わず呟つぶやいた私の肩を、ルクレーシャスが撫なでたから飛び上がりそうなほど驚おどろいた。

　その弾はずみか、足の指がずきりと痛んだ。忘れていた痛みを足が思い出しかけているみたいに。

「ルビーちゃん、あとどれぐらいで治りそう!?」

「うーん、もう少し……」

　ルビーちゃんを取り囲むように妖精たちが少しずつ集まってきて、目を光らせながら私の足に手を置いていく。どの子も私を心配そうに見つめてくれる。けれど、すぐに治るというわけではないらしい。

　冷や汗あせが噴ふき出た。まだ痛みはそれほど強くないけれど、だんだんと、じわじわ、感覚が戻ってきているような気がする。

「ルクレーシャス！　お願いなんでもいいから話をして！　気を逸そらしたいの！」

　すがるようにルクレーシャスを見上げたら、彼はぼんやりした顔つきで私の怪我を治す妖精たちの輝きを見ていた。けれど、私の言葉は聞こえていたみたいで、ゆっくりと頷うなずいた。

「……それでは、昔話を。十年前のマグネス王国との戦争に居合わせた魔術師と妖精たちの、つまらない話でよければ」

　痛みから気を逸らせられるならなんでもいい。何度も頷いた私に、ルクレーシャスはゆっくりと口火を切った。

「戦争末期、幼い子供でも、女でも、老ろう婆ばだろうと、魔術師であれば戦場へ連れていかれた」

　本気で足が痛くなってきた。こんな足で踊っていたとか、冷静になって考えてみるとありえない。目から涙なみだが溢あふれる。ルクレーシャスがそれを指で拭ぬぐってくれた。

「妖よう精せいたちはかつて、多少好みの人間であれば無む作さく為いに魔ま石せきを与あたえて魔術師にしていたんだが……戦争という緊きん急きゆう事態において、ある魔術師が死にかけた時、戦場にいた他ほかのすべての魔術師たちを見殺しにして、妖精たちはその魔術師を助けたんだ」

　なんだか、足がむずむずした。痛いようなかゆいような治りかけの感覚だ。

　気になって傷に手を伸のばそうとしたら、その手をルクレーシャスに捉とらえられてしまった。

「見捨てられた魔術師たちは、助かった魔術師を羨うらやみ、憎にくみ、絶望しながら死んでいった」

　痛みに耐たえるためになんとなく聞いていたルクレーシャスの話は、かなり悲ひ惨さんなもののようだった。その後に救いがあるのかとしばらく耳を澄すましていたのに、ルクレーシャスはそれ以上は語らなかった。

　なんとなく今の私の状じよう況きようと似ているようだけれど、私の足の怪我を治してもルビーちゃんたちは平気だと言っているし、私の為にルビーちゃんが誰だれかを見捨てている様子もない。

「……えっと、その魔術師、可か哀わい想そうすぎない？　他の魔術師たちが犠ぎ牲せいになったのは、助けられた魔術師のせいではないでしょう？」

「だが、助けられた魔術師は死にたくない一心で、助けてと願ったんだ。死の淵ふちに追いやられたその瞬しゆん間かん、痛み、苦しみの中で、ここから助かるのなら自分以外の誰が犠牲になっても構わないと思った」

「誰だって死にそうな時はそうなるんじゃないかしら？　私だって今、足の痛みを感じずに済むように、必死で気を逸らしているんだから！」
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「そうか」

　ルクレーシャスは私の答えに苦く笑しようして、ちらりと視線を下に走らせた。

　その視線を追ったら、私がルクレーシャスの腕うでを思い切り摑つかんでいた。というか、爪つめを立てていた。彼の腕に食い込んでいる。

「あ！　ごめんなさい！」

「いいや、構わない」

「え!?　爪に血がついてる……ごめんなさい！　怪我させたかもしれないわ！」

　私が慌あわてている内に、ルビーちゃんが「ふうー」と息をついて汗を拭う素そ振ぶりをした。

「リンジー、完かん璧ぺきに治せたと思う。見て見て！」

　得意げに言うルビーちゃんが言った通り、恐おそる恐る見た自分の足はいつもと変わらない、傷一つない状態だった。

「ありがとうルビーちゃん。ルクレーシャスのこれも治して？」

　私の爪の形の傷がいくつもできているルクレーシャスの腕を引っ張りながら言うと、ルビーちゃんは嫌そうに鼻にしわを寄せた。

「えっ、やだ」

「お願い！　治してあげて！……だめ？」

「はあ……リンジーが気にしそうだから治してあげるけど、これっきりだから」

　ルビーちゃんはまったくやる気なさそうにパッとルクレーシャスに手を向け、一瞬だけ光らせて「はいおしまい」と言ってのけた。

　ルクレーシャスの腕には爪の痕あとはあるけれど、傷は塞ふさがっていた。

「妖精というのは本当に、医者泣かせですね」

　アドニスさんが私の足とルクレーシャスの腕の傷痕を見ながら苦笑して言う。

「ルビー様、私は魔術を医学に転用し、苦しむ患かん者じやのために研究をしているのですが──」

「い・や」

　アドニスさんの言葉を最後まで聞かず、ルビーちゃんはきっぱりと拒きよ絶ぜつした。

「絶対に嫌いや。人間に利用されるなんて。研究は気が向いた時だけ協力する。そういう約束でしょ！」

「ああ、それでいい……治ち療りように感謝する」

「リンジーのためで、あんたのためじゃない」

　ルクレーシャスの感謝に、ルビーちゃんはぶっきらぼうに答えた。

「リンジーみたいな人間ならともかく、ホントにどうしてあんたみたいな人間を助ける為に妖精たちは他の人間を見殺しにしたのかな？　もっと好きになれそうな人間、ゴロゴロいると思うのに」

　ルビーちゃんの言葉にどきりとする。今、ルクレーシャスが語ったのは、ルクレーシャス自身の体験だったのだ。そういえば以前にアドニスさんから話を聞いた。かつてルクレーシャスの為に多くの妖精たちが自らの命を擲なげうったと──。

　憮ぶ然ぜんとした表情のルビーちゃんは、私には心配そうな顔をしてみせた。

「リンジー、全部よくなるように願って魔術を使ってみたけど、わたしたち人間の身体からだの作りをよく知ってるわけじゃないから、明日あしたは一日安静にしていて」

「うん、ありがとうルビーちゃん、みんな」

「いいの。……無理させて、気づけなくてごめん、リンジー」

　私の茶色の毛先を指で軽く弄もてあそぶと、ルビーちゃんは背を向けて暗くら闇やみの空に飛んでいった。

　その後ろ姿を眺ながめていると、忘れていた疲つかれがまとめて襲おそってきた。今はもう何も考えずに部屋に戻もどって休みたい──そう思って立ち上がろうとしたけれど、足が動かない。

「か、身体が……」

「後で一気に反動が来るようだな」

　私の震ふるえている足を見て、ルクレーシャスは冷静に言った。

　そして、私はルクレーシャスに抱だき上げられた。

「お、下ろして……！」

「動けないだろう」

「……そうね。それに寝ねそう」

「悪いが、今夜も檻おりの中で過ごしてもらう」

「毛布とクッションをちゃんと入れてね……」

　動くこともできず、何かを見る気にもなれず、ざわつく周囲の言葉も聞き取れなくなっていく。ルクレーシャスの手から逃のがれることもできないまま、私は地下の檻がある部屋に連れて行かれた。

「おまえの魔力が暴走した為だ。檻の中で過ごすのは辛つらいだろうが、耐えるんだ」

　柔やわらかい絨じゆう毯たんか毛布の上に寝かせられ、頭の下に柔らかいクッションを入れてもらえた。

　ルクレーシャスの口調は労いたわりと憐あわれみに満ちていて、気け怠だるさに身を任せてすぐにでも意識を飛ばしたかったけれど、私のことを心配してくれているらしい彼の為ために、なんとか笑えみを浮うかべてみせた。




　目が覚めたら檻の中にいた。外は殺風景な部屋で暗い。拉ら致ち？　監かん禁きん？　一瞬血の気が引いた。

　けれど、すぐに外から賑にぎやかな妖精たちのざわめきが聞こえて思い出した。

　ここは魔術協会の拠きよ点てんとして利用されている、ルクレーシャス・ブルーイットの屋や敷しきの地下室だ。部屋いっぱいの大きな檻の中に私はいた。

「開いてる……」

　鍵かぎのかかっていなかった檻から這はい出て、ちょっと自分の身体に注意してみる。

（いつもと違ちがう感じは、あまりない……と思う）

　檻から出たり入ったり、二、三回繰くり返した後、私は外へ出た。

　魔ま石せきを取り込んだことで、昨日と一昨日おととい、私の身にはとんでもないことが起きていた。

　いくら踊おどっても疲れなかった。けれどそれは疲れていない気がしているだけで、本当は疲れているのにそれを感じ取れないだけだった。足に怪け我がをしても気づかず踊り続けていて、もしルクレーシャスたちが止めてくれなかったら──。

（死ぬまで踊り続けたんじゃ……）

　背筋に悪お寒かんが走る。太陽の光を浴びたくて、地下から出る為、私は急いで階段を上がった。

　そのまま廊ろう下かを曲がって、二階へ上がり、与あたえられた部屋に入ってカーテンを引いた。バルコニーに続く扉とびらを開け放つ。

　朝の日差しを浴びて力をもらいつつ、私は震えながら独りごちた。

「……早くトピに魔石を返さないと、すごく危ない気がする」

　けれど、どうしたらいい？

　まだ捕つかまっている状態のトピに魔石を返すことはしたくない。それは、トピを利用しようとしている人たちにトピの命そのものである魔石がいいようにされるということのはずだ。

　だけど、トピが自力で脱だつ出しゆつするのを待つこともできそうにない。

「……踊っている間は、すごく楽しかったのに」

　楽しい音楽。賑やかな妖よう精せいたち。

　あんなに素す晴ばらしい夜はなかった。毎日こうだったら寂さびしくないのに──だからずっと続けばいいのにと、願うほど素す敵てきな時間だったのに。

「でも、死ぬまでっていうのは嫌」

　一晩休んだからか、すっかり疲れは取れている。

　チェストから服を引っ張り出して、流行はやりの形のいくつものワンピースを眺めた。一体これは誰だれが用意してくれているのだろうと首を傾かしげつつ着き替がえた。

　身づくろいを終えた頃ころ、扉を叩たたく人があった。二階は基本的にルクレーシャス以外は立ち入り禁止らしいから、恐おそらく妖精かルクレーシャスだ。

「リンジー、そこにいるのか？」

「ええ！　入っても平気よ」

　案の定、ルクレーシャスだった。私の姿を見ると、彼は顔を思い切り顰しかめた。

「……勝手に檻を出るな。またどこぞで踊っているのではないかと思っただろう」

「あ……ごめんなさい」

「もういい。だが、そろそろおまえも自分の置かれた状じよう況きようが理解できているだろう？　慎しん重ちように行動しろと俺が言うのは、おまえ自身の為だ」

「うん、わかってる」

「わかっているのなら行動を慎つつしめ。──朝食会で話がある。すぐに食堂へ来い」

　ルクレーシャスは冷たい口調でそれだけ口にして行ってしまった。

「感じ悪いでしょ？」

　窓から入ってきたのか、いつの間にか私の後ろに浮いていたルビーちゃんが言う。

「だから嫌きらいなの。リンジーだってそうでしょ？」

　私が答える間もなく、ルビーちゃんは言葉を続けた。

「自分の命だけでも助けてって願っておいて、今いま更さら罪悪感に苛さいなまれて、毎日毎日暗い顔してる。……あれじゃ、願いに応こたえた妖精たちが報むくわれない」

　ルビーちゃんは唇くちびるを嚙かんだけれど、私の視線に気づくとすぐに笑顔に変わった。

「リンジー、お腹なか減ったでしょ？　厨ちゆう房ぼうの妖精たちの計らいで、今日は一日ぶりの食事でもお腹にやさしいメニューばかりなの。安心してたくさん食べてね」

「ありがとう……すっごくお腹減ってるわ！」

「あはは！　たくさんたくさん踊ったもんね！　またパーティしようね、リンジー！」

　無む邪じや気きなルビーちゃんの笑顔にはなんの陰かげりもない。

　それが逆に少し不安で、私は苦く笑しようをしながら念を押した。

「……ルビーちゃんは止めてくれなさそうだから、誰かが見張りをしてくれる時にね」

「それでもいい！　リンジーとダンスできなかった他ほかの妖精たちが寂さみしがってるから、今度のパーティでは相手してあげて！」

「うん……わかったわ」

　そう言ってもらえて、嬉うれしくないわけではないのだ。

　それどころか、ルビーちゃんを始めとする妖精たちの存在が日々大切に思えてくる。抱っこをねだって子供のように手を伸のばしてくるルビーちゃんを抱き上げると、やはり人間ではないせいか、羽のように軽い。

　そのまま食堂まで降りていくと──食堂にいた男たちの視線が私たちに集まりとてつもなく居い心ごこ地ちが悪かった。

　すでに上座についていたルクレーシャスが「当人が来た為、魔力の測定を行う」と声を張り上げた。

「魔力の測定？」

「そうだ、リンジー、このレバーに手を添そえろ」

　私の席の前に、機械仕じ掛かけの天てん秤びんのようなものが置かれていた。天秤の片方にはうっすらと紫むらさき色いろをしている光る溶よう液えきが入ったレバーがついている。

「このレバーを握にぎれば測ることができる。壊こわしたら、おまえが三回生まれ変わっても弁べん償しようすることはできないだろう」

「恐ろしい忠告をありがとう……そんな高価なものだけど、触さわらないといけないのね？」

　ルクレーシャスは頷うなずくと、天秤について説明した。

「こちらのつまみを回し、こちらの天秤に空気を注入する。機械部の仕組みは俺にはよくわからないが……空気圧をエネルギーとして、おまえが体内の魔石から発する魔力のエネルギーと比ひ較かくすることで、魔石の量を測ることができる。様々な理由により大おお幅はばな誤差は見られるが、大体の指標を知ることができるだけで魔術の解明という観点においては進歩と言えるだろう」

「機械ってことは、マグネス王国製よね？」

「ああ……マグネス王国に捕ほ虜りよとして連れていかれた時、魔術に興きよう味み津しん々しんの研究者と会ってな。そいつが俺の所持する魔石とその魔力容量を測ろうとして作製した機械の、改良版だ」

「捕虜……」

「昔の話だ。俺は権利を勝ち取り、この国に戻もどってきた」

　ルクレーシャスはきっぱりと言った。それ以上この話はしたくないというニュアンスが感じられた。アーロンたちを見ると、険しい顔つきで何かを思い出すような顔をしていた。ここにいる人たちにとって辛つらい記き憶おくなのかもしれない。

　私は雰ふん囲い気きを変える為にも、レバーに手を伸ばしてそっと触ふれた。指先が容器の一部に触れただけで中の溶液は動き出した。──ルクレーシャスが横からもう片方の空のレバーについたつまみを捻ひねって調節する。たぶん、レバーの容器中の空気圧をあげているのだと思う。その空気圧に負ける事なく、私が触れるレバーの中の溶液は反対側の天秤へと管を通って流れていった。最後には、反対側の天秤の中まで溶液で満たされた。

　それを見て、アーロンを始めとした魔術師たちが呻うめいた。

「ど、どうしたの？」

「……普ふ通つうは管のどこかの目盛りで溶液が止まる。だが最大空気圧もおまえの魔力に押しのけられた。これでは測定不能だ。俺に続き二人目のエラーだ」

「はあ」

「緊きん張ちよう感かんのない声出しやがって」

　アーロンが呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。むっとしたけれど、言い返すのはやめた。私以外の人はみんな深刻な顔つきをしていたからだ。青ざめた顔に一番深刻な表情を浮かべているルクレーシャスが口を開く。

「……これがどういうことだか、おまえにもわかるように説明してやろう」

　彼の顔色が悪すぎて、私もただならぬ状況なのだとは理解できた。

「通常、数値が10を超こえると死者が出始める。才能がなければ大たい抵ていの人間が値10の魔力を容いれた魔石を埋うめ込まれると死ぬ」

　管に描えがかれた目盛りの最小値が10だった。ルクレーシャスの目くばせを受けて、アーロンが続けた。

「この会に出席するにはいくつかの条件があるが、妖精に愛される以外にも、数値50を超えている必要がある。ちなみにオレの数値は89。これは相当高い数値なんだぜ？　この魔ま術じゆつ協会で、数値を出せる中では一番だな」

「俺の持つ計測機器で測れるのが[image: 100]までとなる。これ以上の魔力量の内包が可能となる魔石は測定しても数値を出すことはできない」

　そこでルクレーシャスは言葉を切って、私を見た。

　他の魔術師たちも私を見ている……。

「わ、私は[image: 100]以上？」

「残念ながら」

「……残念なことなの？」

「おまえが大魔術師を目指していないのであれば、これはリスクでしかない。過去を改変したいと思ったことはあるか？　未来を見通す目を欲しいと思ったことは？　偉い大だいなる魔術師は過去と現在と未来を繫つなげて操あやつるという。今この場所といつかのどこでもない場所のすべてを支配する王になりたいと願っているか？」

「いいえ、まったく」

　ルクレーシャスが何を言っているのか、ほぼわからなかった。けれど、私が彼の言うようなことをこれっぽっちも願っていないことは間ま違ちがいなかった。

「計測機器はマグネス王国で作られたものだが、人間の限界値を[image: 100]と見ているからそれ以上の量は測定できないようになっている」

「限界ってつまり、死んじゃうってこと？」

「普通はな。だが、俺もおまえも生きている。限界値を超える弊へい害がいがどのように現れるかは未知数だ。昨日は踊おどり狂くるうだけで済んだが、突とつ如じよ爆ばく発はつしてもおかしくない」

「もう一度測り直しましょうよ！　何か、間違いがあるんじゃ──」

「慌あわてたところでどうにもならないから座れ、リンジー」

「ルクレーシャス！　落ち着いていられないわよ、そんなこと聞いて！」

「リンジーさん、あんたはトピって妖よう精せいに頼たのめばいつでも魔石をどうにでもできるんだから、喚わめく前にトピを見つける努力をしたらいいんじゃないか？」

　吞のん気きに頰ほお杖づえをついて言うアーロンを思わず睨にらんだ。

「捕つかまってるトピに魔石を返すなんてできないわ！」

「あー…そういえば、あんたは知らなかったか」

　アーロンはわざとらしく額を押さえた。

「うちがマグネス王国に妖精の売買交こう渉しようを持ちかけたところ、トピって妖精はどっかの誰だれかに盗ぬすまれたみたいで、目下捜そう索さく中って返事がきていたんだよ」

「え……えーっ!?」

　私が叫さけんだら、アーロンはおかしそうに大口を開けて笑った。

　私がむっとしていると、ルクレーシャスがアーロンを見やった。

「アーロン……からかうのはよせ」

「っ……すまない、ルクレーシャス」

　ルクレーシャスにぴしゃりと言われると、アーロンはしゅんと大人しくなった。

　それを見て、私も興奮して立ち上がっていたことに気づいて、椅い子すに座り直した。

「……トピを捜さがさなきゃ」

「逃にげ出されたわけではなく、あくまで盗まれたとマグネスの研究者たちは主張している。であれば理り不ふ尽じんな目に遭あわされている可能性が高い──だからリンジー、協力してもらいたい」

「私にできることがあるなら、するわ！」

「妖精たちに協力を要よう請せいしてもらいたい」

　私への協力の要請というのが、私から妖精に協力を要請すること？

　ちょっとこんがらがってきて、私は首を傾かしげつつ改めて聞いた。

「……えーと、私が妖精に、協力を頼むの？」

「俺が頼もうと妖精は動かない。元々、妖精は人間に利用されるのを嫌いやがる生き物だ。だが、妖精は愛した人間には過か剰じようなまでに力を貸そうとする。だからおまえの言葉なら聞く可能性が非常に高い」

「そうかしら？」

　私は首を傾げたけれど、居並ぶ魔術師たちはルクレーシャスの言葉に頷いていた。

「リンジー、おまえは自覚していないようだが、おまえはとてつもなく妖精たちに気に入られている。妖精たちは本来人間にほとんど興味がないはずだ。かつて戦争においても、妖精たちは魔術師たちに協力を迫せまられると、なんとなく嫌だという理由で多くの魔術師を見捨て、魔石を抜ぬいて、彼らの許もとを去っていった。戦争に召しよう集しゆうされた魔術師たちの半分は、これで使い物にならなくなった」

「戦争に力を利用されるのが嫌だとか、そういうこと？」

「そうではない。妖精は気に入らない人間を殺すことなんぞ、どうとも思ってはいない。単純に、いいように利用されるのを嫌きらったんだ。気が向かなかったか、どうでもよかったんだろう」

　ルクレーシャスは責めるような目つきで私の傍そばに浮ういていたルビーちゃんを見た。

　けれど、ルビーちゃんはどうとも思っていないようだった。

　私の視線に気づくと子供のように無む垢くな笑えみで応こたえてくれた。

　ルクレーシャスの言葉を否定しないということは、事実なのかもしれない。けれど私は、ルビーちゃんを責めようとは思えなかった。

　港町で追い回されていた妖精たちみたいな目に、昔も遭っていたかもしれない。

　ルクレーシャスは妖精は平気で酷ひどいことをすると考えているみたいだけれど、ルビーちゃんが私に酷いことをするだなんて、想像することもできない。

「……ルビーちゃん、トピを捜すの、手伝ってくれる？」

「そうね。リンジーの身体からだのこともあるし、いいよ！」

　ルビーちゃんは私の願いにあっさりと応こたえてくれた。

「だって、ルクレーシャス」

「──妖精との交渉がこれほど簡単に済んだ例ためしがこれまであったか？」

　天を仰あおぐルクレーシャスに、アーロンたち魔術師が揃そろって首を横に振ふったり、溜ため息いきを吐ついたりした。
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　マグネス王国の機関やグルタフ州警察等との調整の為ため、私たちがトピの捜索情報を得られたのはそれから三日が経たってからのことだった。

　グルタフの町を地区ごとに区切って分担で捜索活動をしているらしい。捜索を終えた場所には妖精避よけの魔ま術じゆつがかけられ、そこへは逃げ込むことができないらしい。力があれば魔術を破ることはできるらしいけれど、破られれば気づけるようになっているそうだ。私たちは未捜索地区の一部を教えられ、警察の監かん視し付きで魔術を使用した捜索を許された。

「勝手に魔術を使ったらいけないの？」

「それが見つかれば逮たい捕ほされる」

「えっ!?」

　私はルクレーシャスと箱馬車に乗り、未捜索で妖精避けの魔術がかけられていない地区へ向かっていた。

　私の膝ひざの上にはルビーちゃんが座っている。

　私はルビーちゃんを撫なでながら考えてみた。魔術らしい魔術を使おうと思って使うことはできない。けれど、いくら踊っても疲つかれなかったある晩の出来事なんて、自分で自分の身体に魔術をかけていたとしか思えない。

「自分で知らない内に使っちゃったら？　それでも捕まる？」

「魔術に関してそういうことはない。……人間の使う魔術と妖精の魔術はまったく別物だ。俺たちは理論に基もとづいて、式を構築し、式に基づいた魔ま法ほう陣じんを描かき、その陣に魔力を流すことで魔術を使うが、妖精は感覚で魔術を使う。妖精の使う魔術に近い感覚の暴走は、禁止されていない。禁止も何も、自力でどうにかできるものでもないだろう」

「そう……よかった、のかしら？」

「少なくとも警察署の檻おりの中に入らずに済む」

「でも最近、檻の中に入るのも慣れてきたわよ、私」

　いつもと気分が違ちがうかもしれない、と少しでも感じたら、すぐに檻の中に入るようにしている。最近新しいクッションや水差しなんかを持ち込んで、檻の中にも生活感が出てきている。

　ルクレーシャスは苦く笑しようした。彼は苦みを帯びない笑みを浮かべることがほとんどない。暗い顔をされるよりはいいけれど、いつかこの人のちゃんとした笑顔が見てみたい。

「慣れるようなことではないだろうに……着いたぞ」

　中ちゆう継けい基地にされていた路地裏の空き地には、すでに何人かの黒いローブ姿の魔術師たちと、マグネス王国の白衣の研究者たち、それにオークランド王国の警察が数人いて、それぞれ指揮をとっていた。ルクレーシャスは馬車から降りると、すぐにそちらへ合流する。

「チーム分けするぞー」

　アーロンが気け怠だるい声で号令を取るから、私はそちらに近づいていった。

　けれど、私を見てアーロンは「ああ」と呟つぶやくと袋ふくろを投げてきた。

「えっ、何これ？」

「リンジーさんにはお小こ遣づかいだ。これからしばらくはうちにいてもらうしな、必要なものを買いに行けよ。──ああ、ナリサスさん、あんたが彼女についてやってくれ」

「何故なぜ私が！」

　憤ふん慨がいの声をあげたのは、この間、私を妖よう精せい泥どろ棒ぼうだと勘かん違ちがいしてバルコニーから落とそうとした男だった。ナリサスと言う、金きん髪ぱつのオカッパ頭の青年で、憤慨して白い頰ほおを真っ赤に染めている。そんな彼を一いつ緒しよにいたアドニスさんが宥なだめていた。

「あんた、勘違いでリンジーさんを殺しかけといてまだ謝罪も済んでないんだろ？　いいのかなー？　この人を好きな妖精が、果たしてどう思うかな？」

　宙に浮いていたルビーちゃんがちらりとナリサスを見やった。話を聞いていたらしい。

　ルビーちゃんの視線を受けて、ナリサスは呻うめいた。

「私を……今回の捜そう索さくから外すつもりだな」

「この捜索に加わったからって、見つけられた妖精があんたに恩を感じるわけでもないだろう。魔術を使えない方々はすっこんでいてくれた方が足手まといにならなくていい」

「貴様……！」

　魔術を使えない？

　私はナリサスを見た。彼は黒いローブ姿で、他ほかの魔術師たちと同じような恰かつ好こうをしている。

　けれど彼は魔術を使うことができないらしい。そういえば、庭にいた時も、私をバルコニーから落とす魔法を使ったのは、ナリサスに命じられたアドニスさんだった。

　ルビーちゃんの視線を受けて引き下がったナリサスとアドニスさんと一緒に、私はお金の入った巾きん着ちやくを手に市場へ行くことになった。

「私も一緒に捜さがしたらいけないのかしら……」

「魔術の知識のない人間にいられるのは邪じや魔まだろう」

「ナリサス……にも知識がないの？」

「知識はある程度ある。だが、本当の知識は実じつ践せんでしか培つちかわれない……そうだ、私は魔術師ではない！　だからその探さぐるような目で見るのはやめろ！」

　じろりと睨にらまれたけれど、それは呼び捨てにしたせいではないらしい。

　年はルクレーシャスより私と近そうだし、この間はバルコニーから落とされかけてもいる。

　なんとなく癪しやくだから、呼び捨てにしたけど、問題はなさそうだった。

　それにしても、命令をされると、一いつ瞬しゆんわかりましたと頷うなずいてしまいそうになる。命じ慣れた響ひびきを持つ声に、どんな素す性じようの人なのだろうと不思議になる。

「どうして魔術協会にいるの？」

「……魔術師を目指しているからだ。私はいわゆる、見習いの状態だ」

「へえ、そういう人もいるのね」

「買い物へ行くのだろう？　マキン。さっさと終わらせろ」

　ナリサスは早口で言う。

「この間は……その。……私が付き合ってやるのだから、ありがたく思え！」

　それだけ言うと、ナリサスは私に背を向けて歩いていった。

　続く謝罪の言葉はない。もしかして──。

「今のがごめんなさいの代わりなの!?　噓うそでしょ！」

「無む駄だ口ぐちを叩たたかず足を動かせ！　必要物資の目録はないのか？」

「そんなものないわよ。買い物だなんてさっき言われたばかりなんだから！」

　堂々たる足取りで袋ふくろ小こう路じへと向かっていくナリサスを大通りに誘ゆう導どうしつつ、私は抗こう議ぎの声をあげたけれど、ほとんど黙もく殺さつされてしまった。




　ナリサスは意外と不満を言わず、私の買い物に付き合ってくれていた。

　今後、あの屋や敷しきでの滞たい在ざいがさらに長くなるようなら、一度家に帰った方がいいかもしれないと思いつつ、それまでに必要になりそうなものを選んでいく。

「そういえば、アドニスさんは魔術師よね？」

　私を風の魔術か何かで落としたのだから、彼は魔術師に違いない。

「捜索に参加しなくていいの？」

「え、ええと……私は」

「マキン、この男はまだ仮登録の身分だから、基本的に魔術を使ってはいけないのだ」

「仮？」

「私が推すい薦せんし、後見している……が、あの男が登録書類を差し止めていたのだ！」

　突とつ然ぜん怒おこり出したナリサスを、アドニスさんが宥めた。

「ナリサス様、私は時間がかかっても構いませんので」

「この私の推薦だぞ？　それが、推薦理由が不確かだと、書類を中々通さない！　あのアーロンという成り上がりの男が」

　ナリサスとアーロンは仲が悪いらしい。二人の育ちをはっきりと聞いたわけではないけれど、ナリサスは身体からだにぴったりと合った仕立てのいい服や振ふる舞まいからして貴族っぽいし、アーロンは乱暴な口調からして貴族には見えないから、仲良くするのは難しいだろう。

「ナリサスは魔術師見習いで、アドニスさんは仮登録の魔術師で……二人とも、魔術師になって何かやりたいことがあるの？　えーと、過去や、未来を変えたりしたいの？」

「変えられるものなら変えたい過去なら、ある」

　ナリサスは強い口調で言った。

　その口調があまりに鋭するどくて、私は手にしていた商品を戻もどして彼に向き直った。

「オークランド王国に生きる多くの者が、過去を変えたいと思っているはずだ。もしできるのであれば……その時代は十年前に集中するだろう。あの戦争で起きた出来事の多くを、みながどうにかしたいと思っているに違いない。私も、もしできるのであれば、兄君を──」

　ぎゅっと目を強く瞑つぶってから、ナリサスは目を開いて「無む為いな空想だ」と呟いた。

「過去や未来に干かん渉しようするなどというのは、あくまで神話や伝承においての話だ。実際にそういう魔術があるわけではない、と聞いている」

「聞いている？」

「つまり、発見されていないということだ。もしそんな魔術について書かれた書があれば、それは大魔術師の書として奪うばい合われることになるだろう。それか、どこかの組織で秘ひ匿とくされているかだ」

　大魔術師というのは具体的に目指せるような目標ではないらしい。

　だとしたらやっぱり、大量の魔石を得るのは人間にとってリスクでしかないということだ。

「そんな魔術があれば、妖精が知らないはずがない。妖精の想像力こそ、あらゆる魔術の源なのだから──だが、聞いたことがないし、そのような大魔術は使えなくとも、魔術には様々な可能性がある。私は、ルクレーシャス様を見てそう感じた。あの方は素す晴ばらしい魔術師だ。魔術師という存在が、もっとこのオークランド王国で尊敬されるべきだと考えている。その為ためにも私自身が魔術を会え得とくしなければならない」

　アドニスさんは同意するように頷いてみせた。

　二人とも、何か強い目的を持って、魔術を求めているらしい。魔術師はみんなそうなのかもしれない。

「マキン──妖精との関係をとりなしてはくれないか？　私はこの国での魔術師の地位の向上の為、延ひいてはルクレーシャス様の為に、力を尽つくしたいのだ」

　魔石を得ることにはリスクがあるけれど、目的の為に彼はそれを欲ほつしている。

　ナリサスのような貴族が魔術師になり、妖精の為に活動してくれたら、この国はルビーちゃんたちにとってもっと安全になるかもしれない。

「あの、よかったら今度ルビーちゃんとお話ししてみる？　私の膝ひざの上に一度乗ったらてこでも動こうとしないのよ。そこを狙ねらえば……動こうとしたらくすぐっておくから」

「無理やりはやめろ。これ以上嫌きらわれたら困る」

「ですが、ある程度無理を通してでも、一度話をしませんと……」

「アドニス、おまえがそう言うから先日は無む茶ちやをしたが、なんの収しゆう穫かくもなかっただろう」

　ナリサスがちらりと私を見たから、それは私と初めて出会った時の事かもしれない。彼は頭痛をこらえるような顔をして、首を振った。

「私が魔術師になりたいと願うのはルクレーシャス様の更さらなる飛ひ躍やくのため、魔術師の未来のためだというのに──あのアーロンという男は一体、何を考えているのやら」

　アーロン。魔術師で、ルクレーシャスと共に魔術協会の運営に関かかわっている。ルクレーシャスに小言を言う姿は母親のようにも見え、心から彼を慕したっているようだった。

　ナリサスの話を聞いていると、アーロンのこともそうだけれど、まったくタイプの違ちがう二人の人間に尊敬されるルクレーシャスという人間のことがよくわからなくなってきた。

「ルクレーシャス様の蔵書には、様々な魔術書があるという。アドニスが登録できたらすぐにでも調べさせたい」

「魔術書なんてものまで持っているのね。売ってるところを見たことがないわ」

「貴重なものだから一いつ般ぱんの人間は見ることはあまりないだろう。妖よう精せい女王の召しよう喚かん魔ま法ほう陣じんやら、死者蘇そ生せい術やら──その中でも私は、妖精に頼たよる事なく魔術師になった古いにしえの大魔術師たちの魔術書を、どうしても見たい」

　アドニスさんが驚おどろいたように息を吞のんだ。

　私にはよくわからないけれど、何やらすごい魔術書なのかもしれない。

「色々あるのね、魔術の世界って」

「とても不思議で魅み力りよくに満ちた世界だ、マキン。一説には妖精は神々の零れい落らくした姿だとも言われている。力を無くした神なのだ。妖精たち自身すらそのことを忘れ今を生きているが、いつか力を取り戻した時、彼らは過去、未来、現在すべての時間を統すべる事になる──彼らの統べる時間をフェアリータイムと呼び、フェアリータイムに干渉できる魔術師は大魔術師と呼ばれ、その力を極きわめれば神に至ることさえできると言われている──」

　目を輝かがやかせるナリサスが子供のように魔術について教えてくれる。

　本当に魔術が好きで、魔術師であるルクレーシャスに憧あこがれて、魔術師になりたいんだろう。

　それに比べ、アーロンはルクレーシャス思いだとしても、行き過ぎている気がした。

（ルクレーシャスだって、他ほかにも自分を慕ってくれる人がいるって知ったら、嬉うれしいんじゃないかしら……？）

　ナリサスには酷ひどいことをされたけれど誤解だったし、一いつ生しよう懸けん命めいな姿を見ると応おう援えんしたくなってしまった。




　丁度正午ぐらい。屋台の食事に興きよう味み津しん々しんのナリサスとお腹なかが空いてきた私の意見が一いつ致ちしたから、アドニスさんに列に並んでもらって私たちは近くの広場で休んでいた。

　特にナリサスが疲つかれた様子で、ぐったりと広場のベンチに腰こしかけていた。

「人が多い場所をこれほど歩き回ったことなどない……」

「大だい丈じよう夫ぶ？　何か温かい飲み物を買ってくるわ」

「熱い茶がいい。身体が冷え切っている」

　頷うなずいて、私は寒さにも拘かかわらず賑にぎやかに道を行き交かう人々を見み渡わたした。

　広場の反対側に並ぶ飲み物の屋台に向かうと、くいと肘ひじを引っ張られる感覚があった。そちらを見ると、誰だれもいない。

「え？」

　今度は肩かたを叩かれて、また見たけれどやっぱりいない。

　そういう事が何度か続いて、広場に面した細い路地に誘導していることがわかったから、私は恐おそる恐るそちらへ近づいた。

　──そして、路地の中に見知った顔を見つけて心から驚いた。

「トピ！　今、あなたのことを捜さがしてたのよ！」

　十代前半ほどの少年ぐらいの姿にまで縮んでしまった妖精、トピ。

　彼は薄うす暗ぐらい路地の中でその銀色の瞳ひとみを妖あやしく輝かせながらぼそりと言った。

「……みんなで楽しくリンジーのマグカップを選んでいたように見えたけど」

「それはそれとしてよ。やっぱり逃にげられたのね」

　よかった、と呟つぶやくと、トピは頷いた。

「……きみに魔石を返して欲しくて来たんだよ」

「ホントに？　ああよかった！　私も魔石を返したくて仕方がなかったの！」

「じゃあ、返して」

　と言って、トピが小さな掌てのひらを差し出す。

　そういえば、トピは私が魔石を取り込んでしまった事を知らないのだ。

「それが、溶とけちゃったのよ。あなたがやったんじゃないの？」

「……なんのこと？」

「手に持ったら、溶けて私の中に入っちゃったの。だけど、こんな風になっても魔石の持ち主のトピなら引っ張り出すことができるって聞いたわ。お願いだから取って！」

　トピは銀色の目を丸くした。

「まさか。あの量の魔石を受け入れたら人間は死ぬよ」

「死んでないけど危ないかもしれないから、すぐに取って欲しいの！」

「意味がよくわからないけど、わかったよ。ぼくらの利害が一致しているってことはね」

　そう言って、トピは白く細い指で私の手を取った。

「それじゃ、ぼくの命を返してもらうよ」

　トピの手が光り、私の掌に熱が伝わる。蕩とろけるような熱さが手から入り込み肘に辿たどりつき、そこから這はい上がって身体からだの中央に向かおうとしていた。けれど、なんとなく探さぐられるような感覚が気持ち悪くて身をよじったら、熱は霧む散さんしてしまった。

「え!?　何？　リンジー、今何をしたの？」

「な、なにもしてないわよ？」

「したよ！　ぼくの干かん渉しようが弾はじかれた！　返す気あるの？」

　トピに睨にらまれて驚きながら「あるに決まってるじゃない！」と答えたけれど、トピは疑わしげな表情を浮うかべたままだった。

「それじゃ、邪じや魔まをしないで！」

　ぴしゃりと叱しかられて、私は黙だまり込んだ。

　大したことはしていない。気持ち悪いなあと思って首の筋を伸のばそうとしたぐらいだ。なんとなく居い心ごこ地ちが悪くてモゾモゾしてしまっただけ。

　だけど、それさえダメだというのなら、今度は頑がん張ばって堪こらえよう。

　そう思って私はぎゅっと身体を硬かたくして耐たえていたのに、掌の表面にしか熱が感じられないまま時間が過ぎて、やがてトピが叫さけんだ。

「どうして!?　ぼくの魔力が届かない！　リンジー、ぼくの魔石を返して！」

「か、返したいわ。私だって、ずっと渡わたしたいと思ってたのよ！」

「取り出せない。取り戻もどせない！　ぼくのなのに。なんで？　ぼくの魔石なのに!!」

　トピが声を荒あららげると触ふれた場所が火傷やけどしそうに熱くなって、思わずトピの手を振ふり払はらった。

　トピは驚きよう愕がくに満ちた目で私を見上げた。

「どうして……返して……」

「わ、私は一体どうしたらいいの？　何がいけないの？」

「まさか、ぼくよりリンジーの方が、ぼくの魔石と相あい性しようがいいってこと？」

　トピは乾かわいた笑いをこぼした。

「そんなバカなことが……意味がわからないよ……」

「それじゃ、どうしたらいいの？」

　トピは鈍にぶい光を灯ともした目で私を見上げた。

「……ぼくにとれる手段はそれほど多くない」

「手段？　どういうこと？」

「──ああ、でも、時間切れみたいだ」

　トピは遠い目で私を見た。そして私の後ろから近づいてくる人たちを。

「マキン！　と、そこにいるのは妖精トピ!?　おまえたち、何をしている！」

　ナリサスとアドニスさんが走り寄ってくる。

　彼らを見ながら、トピは言った。

「……逃げるわけにはいかないよ。リンジーに魔石を返してもらわなくちゃ」

「返す方法はまだあるのね？　よかった」

　ほっとして胸を撫なで下ろすと、トピはその銀色の瞳を複雑な色にきらめかせ、掌を上に向けた。次の瞬しゆん間かん、トピの掌が眩まばゆく光り、そこには細い銀色の剣けんが出現していた。トピはその切っ先を私に突つきつけた。

　ナリサスが叫ぶ。

「マキン！」

「お願いだから近づかないで！──これは誤解なんだ！」

　トピが私を人ひと質じちに取って叫んだ。ナリサスが立ち止まり、後に続いていたアドニスさんを押し止とどめる。

「何が誤解だ！　彼女から剣を離はなせ！──マキン、不用意に動くな」

「う、うん」

「マキンを放せ！　人質に取るのであれば、私にしろ！」

　まさかナリサスがそんなことを言ってくれるとは思わなくて、私は目を見開いた。

　ナリサスは私の視線を受けてばつが悪そうな顔をした。

　トピはナリサスの言葉に答えず、私の首筋に剣を突きつけながら叫んだ。

「頼たのむよ、信じて。逃げるわけじゃない」

　私から魔石を取り戻すために、だろう。

　ルクレーシャスによると尋じん常じような量ではないらしい。それだけの命を私に預けたトピには、すぐに返してあげられずに申し訳ないと思う。

「ぼくは帰るよ。追っ手をまいたら、必ず帰るから」

　それなら、私はそれまで魔石を大事に預かっていよう。

　自分では取り出せないけれど、トピにもこの場ではできないけれど、あてはあるみたいだ。

「……またね、リンジー」

　私の耳元で囁ささやくと、私の背後にいたトピの気配は次の瞬間消え失うせた。

　突きつけられた剣も消えた。その瞬間、身体から力が抜ぬけて立てなくなった。

「大丈夫か、マキン」

　ナリサスが支えてくれたから、その場にへたりこまずに済んだ。

「だ、大丈夫だけど……腰こしが抜けたわ」

「無理もない。……私が運ぼう。ぐぅ、重い」

「重いとか言わないで！」

　降りたかったけれど、腰が抜けてたぶん動けない。仕方なく大人しくしている私を背負うナリサスに、私が「ありがとう」と言うと、彼は「……悪かった」と小さく呟いた。

　それは、遅おくればせながら私を妖よう精せい泥どろ棒ぼうと勘かん違ちがいした時の分の謝罪だったみたいで、タイミングがおかしすぎて私は笑ってしまった。




　魔術師たちや警察がトピを引き続き追つい跡せきしている。私たちは基地として警察が封ふう鎖さしている中ちゆう継けい地点の路地に戻り、休んでいた。そこへルクレーシャスが戻ってきて「トピを逃がした」と言った。捜さがしていた人たちには申し訳ないけれど、トピが見つからなくてよかったと、私は胸を撫で下ろした。

「リンジー、トピはお前になんと言っていた？」

「……さあ、なんだったかしら」

　色々言ってはいたけれど、ルクレーシャスの後ろからやってきた人たちを見たら、何一つ言う気がなくなってしまった。

　白衣の男たち。──捕つかまれば実験材料にされるとトピが恐おそれていた、マグネス王国の研究者がそこにいたのだ。そして、彼らの言いなりになって妖精を追い回していた警官たちも。警官のダークブルーの制服と魔術師たちの黒いローブの中で、研究者たちの白衣は特に目立った。

「──追っ手をまいたら帰ってくると言っていた。追っ手から逃げられたらという意味だろう」

　ナリサスの言葉に、アドニスさんも頷うなずいた。

「確かに、そのようなことを言っていました」

「だが、その前にマキンと何やら話しているようだったが」

　ナリサスが余計なことを言うから、私は適当に誤ご魔ま化かした。

「剣を突きつけられて怖こわくて、とてもじゃないけど覚えていないわ」

「怖がっている顔には見えないぞ」

　研究者たちがヒソヒソと囁く。彼らがいるからトピはさっさと逃にげたに違いない。

「そもそも、その女はなんなんだ？　魔術師か？」

「……妖精に好かれる性質を持った女で、俺の研究対象者だ」

　ルクレーシャスが言葉を濁にごして研究者に答えた。魔力が測定不能になるくらいに大きな魔石を取り込んでしまったのだとは、言わない方がいいことぐらい私にもわかる。

　だって、私が取り込んだのは彼らが捜しているトピの魔石なのだ。

「今回妖精ルビーが協力者となったのも彼女の助力のおかげだ」

「だけど、もうリンジーに頼まれてもわたし、捜さない」

「なんだと？」

　ルビーちゃんの言葉に、ルクレーシャスだけでなく研究者の男たちも眉まゆを顰ひそめた。

「だって、トピは人間に誘ゆう拐かいされて酷ひどい目に遭あわされているわけじゃなくて、自分の意志で逃げているみたいだし。それなら、わたしはその邪魔はしないわ」

　研究者たちがざわつくのを横目に、ルクレーシャスが指し摘てきする。

「……洗脳されているかもしれないぞ」

「それでも、それはトピが選んだ道」

　ルクレーシャスたちの手の届かない上空に浮うかんでいたルビーちゃんは静かに言うと、私のところまでやってきて、そっと頰ほおに触れた。

「リンジー、大だい丈じよう夫ぶ？　恐こわい思いをしたって聞いたわ」

　トピに剣を突きつけられたのは驚おどろいたけれど、逃げるために仕方なくだろうと思ったから、それほど恐くはなかった。……はずだけれど、手を見ると震ふるえている。

　ルビーちゃんは私の鉄のチョーカーに触れないように慎しん重ちように首筋をなぞった。

「首のところ、ちょっと切れてる」

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせると、ルビーちゃんがその怪け我がを指先で撫でた。少し染しみた後、その場所が温かくなる。

「はい、治ったわ」

　ルビーちゃんがにっこりする。見ていたマグネスの研究者たちが目の色を変えて私たちに視線を向けてくるけれど、ルビーちゃんは気にする様子がない。

「ええと、ありがと、ルビーちゃん」

「うん。もう帰りましょうよリンジー。トピを捜す必要はなくなったんだから！」

　トピは追っ手をまいた後、私のところに戻ってきて、私から魔ま石せきを取り出してくれるはずだ。

　だから確かに、私が捜す必要はないのかもしれない。

　ルビーちゃんの言葉に頷いて、力の戻ってきた足で椅い子すからどうにか立ち上がった時、魔術師の制止を振り切って近づいてきた白衣の男が聞いてきた。

「──すみません、貴女あなた、どうやって妖精を操あやつっているんですか？」

　若い男で、興きよう味み津しん々しんといった様子だった。操るなんていう言い方にルビーちゃんは思い切り顔を歪ゆがめたし、私も嫌いやな気分になった。

　私たちは黙だまってルクレーシャスが用意した馬車へと乗り込んだ。




　ルクレーシャスは調整があると言って中継基地に残っていたけれど、きっと帰ってきたら色々聞かれるに違いない。私は買い物の荷物を部屋に置くと、一階へ降りていった。

「リンジー、どこに行くの？」

　ずっと私についていてくれたルビーちゃんが不思議そうに言う。

「疲つかれたから、気晴らしに庭を散歩してくるわ。ルビーちゃんも行く？」

「行く！」

　一階のサロンから外に出て、季節関係なく花が咲さき乱れる不思議な庭を歩いていると、ホールの方から騒さわぎが聞こえてきた。外からホールを覗のぞき込むとアーロンとナリサスが口論していた。

「どうしたの？」

「魔術書泥棒が出たんだよ。落ちたもんだな、ナリサスさん？」

「な、ナリサス様ではありません！　書庫へ入ったのは私です！」

　横にいたアドニスさんが声をあげたけれど、アーロンは首を横に振ふった。

「同じことだ。あんたを後見しているのはナリサスなんだからな。そして、まだ正式にうちの協会員でもないのに無断で入った以上は、盗ぬすつ人とと思われても仕方ない」

「も、申し訳ございません、ナリサス様……！」

　アドニスさんが頭を下げているのをナリサスは苦い顔をして見下ろした。

　私は震えているアドニスさんに尋たずねた。

「一体どうしてそんなことをしたの？」

「そ、その」

　言いよどむアドニスさんの言葉を、ナリサスが手で制した。

「言うな。私の為ためなのだろう？──もちろん、私は命じた覚えはないが」

「どうだか」

　アーロンが小バカにする口調で言うとナリサスは彼を睨にらんだけれど、すぐに首を振って項うな垂だれた。ナリサスがアドニスさんに向ける視線には、憐れん憫びんさえ滲にじんでいた。

「私は魔術師になることを熱望している。私の願いに応こたえたのだろう？」

「ち、違います、私が──」

「ルクレーシャス様の蔵書には、様々な魔術書があるとおまえに話したばかりだ。妖精女王の召しよう喚かん魔ま法ほう陣じんについてや、死者蘇そ生せい術、そして妖精に頼たよる事なく魔術師になった古いにしえの大魔術師たちの魔術書──私はどうしてもそれを見たいと言った。その矢先に、これなのだから」

「このことはルクレーシャスに報告させてもらうとするか」

　アーロンは鬼おにの首をとったように嬉うれしげに言う。ナリサスは口を引き結び、アドニスさんの肩かたに手を置いた。

「行くぞ、アドニス」

「申し訳ございません……ナリサス様、私の後見をおやめください」

「ああ、それについては今後話し合う必要がありそうだな」

　溜ため息いきのような口調で言うと、ナリサスはアドニスさんを連れて庭へ出た。二人の後ろ姿を玄げん関かんに立ち嬉しげに見送り、アーロンは呟つぶやいた。

「やっぱり、あいつから権限を取り上げるべきだ」

「あいつって、ナリサスのこと？」

「ああ……リンジーさん、一応、あんたにも教えておこうか、あのナリサスって男のことを」

　アーロンは庭園の方から近づいてきたリンジーを一いち瞥べつすると、冷ややかな視線を庭の隅すみにいるナリサスたちへ向けて言った。

「あのナリサスってやつは、ルクレーシャスの魔術に関心を持つ貴族だ。オークランド王国に魔術協会を作る時には役に立ったんだが、ルクレーシャスが感謝を示した途と端たん、自分も魔術師になりたいと言い出した。魔石も持ってないくせに」

　アーロンはにやりと笑ってみせた。

「あいつは妖よう精せいに選ばれていない。それなのに、魔術師になりたいと願っている。分不相応にな」

　バカにしきった顔をしてアーロンは言った。

「金や権力さえ持っているなら、そいつを差し出せば魔術協会には入れてやるんだけれどな？　あくまで魔術師に仕える下僕としての地位だと気づけっていうんだよ。──実際、魔石を得るには妖精と交こう渉しようして、気に入られる必要があるからな。生まれが貴族だろうと金持ちだろうと関係ないんだ」

　アーロンは優ゆう越えつ感かんに満ちた笑えみを浮かべていた。

「何度も妖精に粉をかけては追い払はらわれているのにな。それなのに、いつまでもいつまでも未練たらしく魔術師見習いなんて名乗っているんだ。笑えるだろ？」

「……あんまり笑えないと思うけど」

「そうか？　だけど、オレもあんたも妖精に選ばれていて、やつとは違うということははっきりしている。そうだろ？」

　アーロンは、項垂れて屋や敷しきから出て行くアドニスさんと、彼を見送るナリサスを見下した目で見ると、屋敷の中へ入って行った。私は思わずルビーちゃんを見つめた。

「魔術師って、アーロンが言うみたいにそんなに偉えらいの？……それほどなりたいものなの？」

「さあ、わたしにはわかんない。関係ないし、興味ない」

　淡たん々たんと言いながら、ルビーちゃんは庭の端はしで項垂れるナリサスを見つめた。

「あの男は貴族だから……十年前、わたしたち妖精を、磔はりつけにしてでも無理やり従わせて、魔力を使わせて、物みたいに扱あつかって、戦争に勝とうとした貴族の仲間だから……妖精はみんな彼に魔石をあげる気持ちになれないの」

　さっき、ナリサスを応おう援えんしたいと思った。けれど、彼が妖精に魔石をもらえない原因に、まさかそんな理由があるとは思わなくて、言葉が出て来なかった。

「だって、魔石ってわたしたちの命の一部なんだよ？　心をわかちあうっていうことなの。ひとつになるってことなんだよ？　好きじゃないと、あげられない」

「ルビーちゃん……そうよね。だけど私、ナリサスの様子を見に行くわ」

　こんなルビーちゃんを、無理やりナリサスに向き合わせるだなんてできない。

　けれど、ナリサスの行動の理由を知ってしまったから、気にかけずにはいられなかった。

「リンジーが行くなら、一いつ緒しよに行く」

　顰しかめ面つらをしつつも、ルビーちゃんは私についてきた。

　ナリサスは木に手をついて項垂れていたけれど、私が草を踏ふむ音を立てると顔をあげた。

　私を振り返るナリサスの顔は平静そのものに見えた。

「何か用か、マキン？」

「えっと……どうしてそんなに魔術師になりたいのか、よければ教えてもらえればと思って」

　先ほど聞いたばかりだけれど、その時、傍そばにルビーちゃんはいなかった。

　ルビーちゃんも、ナリサスの言葉を聞けば気持ちが変わるかもしれない。けれど変わらないかもしれない。私にできることはこれぐらいしかなかった。

　ナリサスは私の意図に気づいたみたいで、一いつ瞬しゆん、私の横でつまらなそうな顔をしているルビーちゃんを見やると、口を開いた。

「……オークランド王国における魔ま術じゆつ師しと妖精の立場の向上を目指したいと思っている」

　ルビーちゃんはそっぽを向いているけれど、すぐ近くにいるから、聞いていないわけがない。

「アドニス・ラブキン、あの男も、本当に素す晴ばらしい志を持っているのだ。魔術を医術へと転用することができれば、多くの人々が救われるに違ちがいない」

　ルビーちゃんがナリサスの言葉に心を動かされた様子はなかった。

　ナリサスが言葉に詰つまってしまう。場を繫つなぐ為に私はふと湧わいた疑問を口にした。

「アドニスさんは、本当にあなたの為に書庫に入ったの？」

「私が欲しいと言えば、私の立場を知る者にとっては要求されているのと同じことだ。私が浅はかだった──あのような真ま似ねなどせずとも、私が手段を選ばなければいつでも手に入るのだ」

　そう言って目を細めるナリサスはまぎれもなく特権を持った権力者に見えた。

「……そんなに偉い人なのに、魔術師になりたいのね」

「不可能を可能にする。それが魔術だ。古代の魔術師の力は今と比べることもできないくらい強力で、妖精の存在は神と同義だったという。──私は確かに、力を欲ほつしている」

　視界の端でルビーちゃんが小さな拳こぶしを握にぎるのが見えた。

　その肩に手を置くと、ルビーちゃんは私の腰こしに抱だきついてきた。

「私は、魔術師を、そして妖精を軽かろんじている今が間違っていると思う。そして、その力はマグネス王国でも研究されているが、やり方は歪ゆがんでいると感じる。妖精と人間の古くからのあり方、関かかわり方を見直すべきだと思う。そのために私自身がまず魔術師になるべきだと思うのだ。貴族内では未いまだに魔術師を軽んじる声がある。だからこそ、それを払ふつ拭しよくする為に──」

「それだけが理由？」

　ルビーちゃんにじろりと睨みつけられながら問われたナリサスは、目を見開いてルビーちゃんを見やった。そして、すぐに頷うなずいて答えた。

「ああ、そうだ。──いや、しかし、ルクレーシャス様に対する憧あこがれがないとは言わない」

　ナリサスがそう言った時、後ろから声がした。

「憧れるようなものではない」

　そこにいたのはルクレーシャスだった。いつの間にか戻もどってきていたらしい。

　驚おどろくナリサスを見て、彼は苦く笑しようした。

「魔術師としてしか生きられない者だけがそうであればいい。ナリサス殿どのは別の道も選べるだろう」

「ルクレーシャス様、ですが──」

　何かを言い募つのろうとしたナリサスの言葉を、ルクレーシャスは手を振ふって制した。

「リンジー、トピとの会話を聞かせて欲しい」

　宙に浮ういたナリサスの言葉を気の毒には思ったけれど、私の用件の方が、たぶん重要だ。

「えっと……それがね、トピは私から魔石を取り戻すことができなかったのよ」

　私は起きたことをすべてルクレーシャスに説明した。

　それを聞いて、ルクレーシャスはたじろぎ愕がく然ぜんと顎あごを落とした。

「まさか──妖精トピの魔石であるはずなのに、そのトピよりおまえの方がその魔石との相あい性しようがいいだと？」

「トピは、そう言っていたわ」

「そんなバカなことがあるものか」

「トピも同じことを言っていたわ」

「──しかし、それでは一体、トピはどうしようと言うのだ？」

「何か他ほかに方法があるみたいだったわ。追っ手をまいたら戻ってくるって」

「……それは俺にも使える方法だろうか」

　それはとても小さな言葉だったけれど、やけに耳に残る響ひびきがあった。

「今度トピに会った時、ちゃんと聞いておくわ」

「ああ……そうしてくれ」

　ルクレーシャスの様子が少し変だ。どうしたのだろうと彼の顔を覗のぞき込もうとした時──ルビーちゃんが叫さけんだ。

「ナリサス！」

　ルビーちゃんに名前を呼ばれたナリサスは、びくりと肩かたを震ふるわせてルビーちゃんを見た。

　青い瞳ひとみを見開き、緊きん張ちようをみなぎらせてルビーちゃんの言葉を待つ。

「そういえば、リンジーを助けてくれたのはあなただってね、そうでしょ？」

　ナリサスがルビーちゃんに話しかけられた驚きのあまり固まったまま動かない。だから、私が代わりに頷いた。

　人ひと質じちに取られた私を心配して、人質を代わるとまで言ってくれた。

　腰が抜ぬけて立てない私を背負ってくれた──重いとか言っていたけれど。

　私が頷くのを見ると、ルビーちゃんが重々しく頷き返し、改めてナリサスを見た。

「リンジーを助けてくれてありがとう」

　静かに言うルビーちゃんの手が淡あわく光る。次の瞬間、彼女の指先には小指の爪つめの先程ほどの小さなルビーのような赤い石が載のっていた。

「妖よう精せいの大事なものを守れる人は、いい人だと思うわ」

　ナリサスが食い入るようにルビーちゃんが摘つまみ上げる赤い魔石を見つめる。

「もし覚かく悟ごがあるのなら、これをあなたの中に埋うめ込んであげる」

「頼たのむ！」

　泡あわを食うような勢いでナリサスが叫んだ。ルビーちゃんはゆっくりと私から離はなれ宙に浮く。

「魔術師と妖精の立場の向上、ね。人間がどう思われても構わないしどうでもいい。それより、リンジーを守ってよ。その為ための力……魔石をあげる」

　光り輝かがやく小さな紅の石をナリサスの高い鼻先へ近づけた。

「相性は悪くないみたい。これぐらいなら大だい丈じよう夫ぶでしょ」

　そう呟つぶやくと、ルビーちゃんは赤い小さな魔石をナリサスの口の中に押し込んだ。

「んぐ!?」

「吐はき出しちゃだめ」

　そう言って、ルビーちゃんはナリサスの頭を抱きしめるようにへばりついた。ナリサスはどちらかというと呼吸を求めるようにもがいたけれど、やがてぐっと両手の拳を握って耐たえる姿勢に入った。

「んぐぐぐぐ……！」

「魔石を取り込むのって、辛つらいらしいわね。わたしは妖精だからよくわからないけど。リンジーがおかしいのよ？　普ふ通つうは妖精の介かい助じよもなしに魔石を飲み込んでも、ただたんに下から排はい出しゆつされるか、元の妖精のところに戻るだけなんだから」

　結局、窒ちつ息そくするほどの時間は必要がなかった。

　ルビーちゃんがパッと体を離すと、ナリサスが思い切り咳せき込んでえずく。けれど、彼が魔石を吐き出すことはなかった。

「はあっ、はあ、はあっ」

「喉のどから魔石が下りていく時に、魔石に触ふれた臓器がすべて焼けるように熱くなるって聞いたけど。どのあたりまで熱く感じた？」

「……胃の、さらにその下までといったところ、はあ」

「ふう～ん、魔石があるのはこのあたりかしら」

　ルビーちゃんがナリサスのお腹なかをドスドスと叩たたいた。ナリサスが顔を顰しかめているけれど、構う様子はない。

「これであなたも魔石持ち。頑がん張ばれば魔術が使えるようになるけれど、頑張りすぎたら死んじゃうから気をつけてね」

「ああ、ありがとう。心から感謝する、妖精ルビー」

　そう言ってナリサスはルビーちゃんに向かって頭を下げた。

　彼の声は涙なみだでくぐもっているように聞こえた。

「言っとくけど、リンジーのおかげだからね。わかってる？　わかってたら言うべきことがあるんじゃない？」

「うぐぐぐ……感謝、する。マキン」

　後頭部をルビーちゃんに押さえつけられて唸うなりながら頭を下げるナリサスを前にして、私は慌あわててルビーちゃんを制した。

「ルビーちゃん、無理やり頭を下げさせるのはやめましょう」

「はーい」

　ナリサスの頭の上にのしかかっていたルビーちゃんは、いい子の返事をするとふわりと浮いてナリサスから離れた。そして、茫ぼう然ぜんと事の成り行きを見ていたルクレーシャスを見やった。

「そんな目で見ても、あなたには魔ま石せきはあげないわよ」

「いるものか」

　ルクレーシャスは即そく答とうした。

　彼はナリサスを見ながら、何故なぜか痛みをこらえるような顔をしていた。

　そして不意に視線を切ると、早足で屋や敷しきの中へと入っていく。私はその後を追った。

「別に、危険な量ではないって言っていたわよ、ルクレーシャス」

　後をついて歩く私をちらっと振り返った後、ルクレーシャスは低い声で答えた。

「……ナリサス殿が魔石を得るのはナリサス殿の自己責任。俺の関知するところではない」

「そうよね。でも、あなたが辛そうな顔をしていたから」

　私の言葉に、ルクレーシャスは苦笑を浮かべた。

　無理に答えて欲しいわけではなかったけれど、ルクレーシャスは口を開いた。

「……あれが本来の姿なのだと思い知っただけだ。妖精に認められ、ゆえに魔石を与あたえられるという構造が、魔術師と妖精のあり方なのだ」

　その構造をマグネス王国の研究者たちが変えようとしている。妖精を研究・実験し、その力だけを利用しようとしている。先ほどの、研究者の言い草を思い出すと腹が立ってきた。妖精を操あやつるだなんて、まるで妖精を道具のように言っていた。

　ナリサスは妖精を尊重しつつも、喉から手が出るほど魔石を欲しがっていた。

「普通の人は、あんなに魔石を欲しがるものなのね」

「……そのようだな」

「だけど私たちは、早く魔石をどうにかして体の外に出してしまいたい。……もしかして私たちって変わってるの？」

「過ぎたる力は身を滅ほろぼす──そのことを理解できない者があまりにも多い。おまえは間ま違ちがえるなよ」

　そう言ってルクレーシャスがポンと私の頭を撫なでたから、すごく驚おどろいた。けれど顔をあげた時にはルクレーシャスはもう私に背を向けてしまっていた。




　今、私は屋敷から出ることを基本的に禁止されている。

　魔石の魔力が暴走する危険があるからと、家にさえ帰ることが許されない。

「でも……一度帰らないと家がなくなるわ」

　とはいえ、心配してくれているのはわかるし、本当に危険なのもわかっている。

　どうしたらいいのかわからないまま、屋敷での滞たい在ざいは既すでに二か月を優に超こえていた。

　最近、魔術協会に滞在している人たちの生活リズムがわかってきた。

　ルクレーシャスは基本的に二階にいる。私のいる部屋の隣となりが研究室で、その更さらに隣がルクレーシャスの私室になっているようだった。廊ろう下かの反対側にも部屋はあるけれど、使われているのかもわからない。

　一階に暮らしている魔術師もいるけれど、朝食会への出席権を持っている魔術師たちの内、運営に携たずさわる魔術師だけらしい。彼らは部屋を持ち、そこでそれぞれの研究を進めている。それ以下の魔術師は宿しゆく泊はくを許されていないらしい。宿泊できない人たちは、部屋を持つ魔術師の研究に参加したりしている。アーロンは夜になると実家へ帰る事が多いけれど、事務処理が滞とどこおっていると寝ね泊とまりすることがあるらしい。

　ナリサスは毎日馬車で屋敷へやってくる。紋もん章しようを隠かくした実家の持ち馬車のようだった。

　屋敷は妖精と人間の使用人が手入れをしている。人間の使用人は一階にのみ出入りしていて、魔術師たちのお世話をしている。妖精はルクレーシャスと取り決めをしているらしくて、二階や厨ちゆう房ぼう、水回りの仕事を喜んで取り仕切っている。

　アドニスさんはあれから仮登録期間が延長されることになり、未いまだに正式な魔術協会の会員とは言えない状態だった。ナリサスに迷めい惑わくをかけたことを申し訳なく思っているみたいで、ナリサスから受けていた後見を辞退したから魔術協会による調査項こう目もくが増え、仮登録期間は長くなるらしい。ナリサスも魔石をもらったけれど、後見人としてアドニスさんがしたことに責任を取る為、未だに見習い魔術師だった時と同じ立場だそうだ。

　ホールを見て回っていた私がちょうど扉とびらの近くにいる時、ドアがノックされた。そこにいたのは屋敷の門の警備員だった。郵便配達があったらしい。私が何通かの封ふう筒とうを受け取ると、警備員は門に戻もどって行った。私は宛あて名を確かめた。

「ルクレーシャスと、ルクレーシャスと、アーロンと……ルクレーシャスね」

　最後のルクレーシャス宛ての封筒は他ほかの封筒とは雰ふん囲い気きが違った。

「なんだか……キラキラしてるわ」

　封筒の紙自体がどことなく高級そうだった。封ふう蠟ろうにしてもどこかで見覚えのある紋章だ。

「なんだったかしら……？」

　私が知っているということは、相当有名な家の紋章だということだ。

「鷲わしの描えがかれた盾たてに王おう冠かん……うーん」

　首をひねりつつ、玄げん関かんから奥のホールに戻った。そこにあるソファに座って帳面と睨にらみあっているアーロンの肩かた越ごしに彼宛ての封筒を渡わたすと、私は残りをルクレーシャスに届ける為に二階へ上がった。

「ルクレーシャスー、手紙が来たわ」

「そこへ置いておいてくれ」

「わかったわ」

　部屋の扉の前に置くと、私は扉の前から離はなれた。少し離れた場所で見ていると、すぐにルクレーシャスが出てきた。彼は部屋の中を私に見られたくないらしく、時間差で扉を開く。

　彼は部屋の前に落ちている封筒に手を伸のばそうとして──その恰かつ好こうのまま固まった。

　手紙が妖よう精せいに悪戯いたずらされる前に彼の手に届くのを、ただ見届けるために自分の部屋の前にいた私は、部屋に入ろうとした恰好のまま同じように固まってしまった。

　ルクレーシャスは、食い入るように床ゆかに置かれた三通の封筒を見た姿勢のまま硬こう直ちよくしている。

　声をかけた方がいいのだろうか──と私が口を開きかけた時、やっと彼は動き出した。けれど様子がおかしかった。封筒を拾い上げる手が、震ふるえているように見えた。

　彼は、封筒を手に扉を勢いよく閉めた。

　──そしてその日、ルクレーシャスは部屋から一いつ切さい出て来なかった。




　夕食も、部屋の外に置いたと伝えておいたのに、ルクレーシャスは一切手を付けた様子がない。寝る準備を整えた私は、ルビーちゃんと一いつ緒しよに放置された食器を見て肩を竦すくめた。

「片付けていいと思う？」

「夜中に食べたいと思うかもしれないわ。放ほっとけば？」

　ルビーちゃんはどうでもよさそうに言う。

「もう、なんでそんなにルクレーシャスに冷たいの？」

「性格が嫌きらいなの」

　ルビーちゃんはきっぱりと言った。私はじろりと彼女を睨んだ。

「あのね、そんなことで人を邪じや険けんにするのはよくないわよ」

「……それだけじゃないわ。妖精の命をたくさん犠ぎ牲せいにして生き残ったところも嫌い」

「でも、それでもルクレーシャスに生きて欲しいって、妖精たちが願ったんじゃないかしら」

「そうだと思う。妖精たちの意志は尊重する……だけど、どうしても胸がざわざわしちゃうの！」

　キイイ、とルビーちゃんが髪かみの毛を振ふり乱してみせる。

　子供のようにしか見えないルビーちゃん、五十歳超ちよう。見た目は少女な妖精の癇かん癪しやくを宥なだめようとした時、ルクレーシャスの部屋からくぐもった叫さけび声が聞こえてきた。

「嫌いやだ！」

「る、ルビーちゃん……？　何か聞こえなかった？」

「なんにも」

　噓うそだと思った。ルビーちゃんもルクレーシャスの部屋を見ていたからだ。

「わたし、もう寝るねー」

　ルビーちゃんはにっこり笑って、廊下の窓から外へ飛んでいった。今夜は晴れているから、薔薇ばらの茂しげみの下で眠ねむるつもりかもしれない。

　私は縫ぬい留められたみたいにルクレーシャスの部屋の前から動けなかった。

　しばらくして、また声が聞こえてきた。

「嫌だ、助けてくれ！　死にたくない！」

「る、ルクレーシャス？　どうしたの？　ルクレーシャス！」

　叫んだ内容が尋じん常じようじゃなかったから、私は慌あわてて扉をどんどんと叩たたいた。けれどルクレーシャスから応こたえはない。

「誰だれかに襲おそわれてるの？」

　返事がない。絶対に部屋に入るなと言われているから、何か、私の勘かん違ちがいだったらルクレーシャスはひどく怒おこるだろう。迷ったけれど、ドアノブを回したら鍵かぎはかかっていなかったから、私は意を決して中に入った。

「嫌だ！　やめろ、やめろ、やめろ！」

「ルクレーシャス！　どうしたの!?」

　駆かけ寄ろうとしたけれど、ルクレーシャスのいる寝しん台だいを囲うように蠟ろう燭そくが棚たなにも床にも置かれていてできなかった。スカートの裾すそに火が点つかないように注意しながら、寝台に近づく。

「寝てるの……？」

　柔やわらかなクッションに埋うもれているルクレーシャスを見て、彼が悪夢を見ているのかと思った。けれど、蠟燭の明かりが揺ゆらめいて、ルクレーシャスの怯おびえたような黒い瞳ひとみを照らした。彼は起きているらしい。ただ目が虚うつろな光を湛たたえていた。

「誰、だ？　俺を殺しに来たのか？」

「まさか！　私が誰だかわからないの？」

　ルクレーシャスが私を見て恐おそれたかのように寝台の上で後ずさりするから、驚おどろいて私は近くの燭しよく台だいを拾い上げた。自分の顔を照らして、よく見えるようにしてから彼のいる寝台に近づいた。

「リン、ジー？」

「そうよ……悪夢を見たの？　顔色が悪いわ」

　よく顔を確かく認にんしようとしたら、彼は震える声で嫌がった。

「近、づくな。今、俺の魔ま力りよくは暴走している──巻き込まれるぞ」

「魔力が暴走しているのなら、檻おりに入らないと」

「嫌だ！」

「なんで嫌なの？」

「あんなに暗くて、冷たいところ──」

「そこに私を入れたのはあなたじゃない！　いいところよ。住めば都よ。今じゃ私の別べつ荘そうよ！」

　あの狭せまさが秘密基地めいていて気に入っている。絨じゆう毯たんを敷しいて、クッションを敷き詰つめて、最近は内側から紗しやを張ったり、水差しも完備して、読みもしない本に、絵に、いつでもつまめる果物やお菓か子しを揃そろえてある。暗くて冷たい場所だとしても、寂さびしくないようにしてあるのだ。

　連れていこうと腕うでを摑つかんだら、ルクレーシャスが悲鳴じみた声をあげた。

「やめろ！　頼たのむから、やめてくれ、放せ！」

　一いつ瞬しゆん、ルクレーシャスがどれほど恐きよう怖ふしているかが、はっきりとわかった。まるで彼の恐怖心が私の心に流れ込んできたかのように。

「出て行け……！　ここへ入るなと言ったはずだ！」

　振り払はらわれて手を離してしまったけれど、彼を置いていく気にはなれなかった。

「明日、おまえには罰ばつを与あたえる。規則に則のつとって──今出て行けば、見み逃のがしてやる」

　恐こわい顔で脅おどされても、動けなかった。

　荒あらい息を吐はいて、手の甲こうに青い血管が浮うくほど強くシーツを握にぎりしめている。暗くてよく見えないけれど、彼の顔はきっと真っ青だろう。

　私はベッドの脇わきに膝ひざをつくと、燭台を離して、ルクレーシャスの震える手に手を乗せた。

　震えから彼の恐怖の大きさがわかる。何に恐怖しているのかはわからないけれど、その手に触ふれていると私の心にも彼の心のかけらが入り込んで、一緒に何かを恐れてしまいそうだった。

　でも、こんなに恐怖している人を暗くら闇やみに一人で置いておく方が恐ろしい。

　私は手に力を込めてその手を握った。彼は手を振り払いはしなかった。

「私にできることはない？」

「……恐ろしくないのか」

「今のあなたを一人にしておくことの方が、明日私に待ち受けている罰より恐ろしいわ。アーロンを呼んできた方がいい？」

「やめろ……アーロンにも何もできない。あいつを苦しめるだけだ」

　ルクレーシャスを気にかけているアーロンが、これほど苦しげなルクレーシャスを見て何もできないとなれば、確かに辛つらい思いをするだろう。

「今……俺は魔力を抑おさえられずに……近くにいる者の心に、悪あく影えい響きようを与えてしまう」

「それで、出て行けと言ったのね。でも、どんな悪影響なの？」

　憔しよう悴すいするルクレーシャスの顔を見ながら自分自身の体調を気にしてみるけど、具合が悪いところはどこにもない。きょろきょろしている私を見て、ルクレーシャスが息を吞のんだ。

「恐ろしく、ならないのか。俺の傍そばにいても……辛くないのか？」

「る、ルクレーシャス？」

　彼の手の上に乗せていた私の手を、彼も摑んだ。身を引こうとしたけれど、手を強く握りしめられ引き寄せられた。

「過去の、辛い記き憶おくを思い出さないか？　苦しく暗い思い出や嫌いな人間、憎にくんでいる何か、身の毛のよだつような出来事──何も心に浮かばないのか？」

「うん、そういうことは、全然ないわ」

「そう、か」

　彼は顔を歪ゆがめた。今にも泣き出しそうな顔をしていた。

「きっとおまえも大量の魔石を取り込んでいるから……俺が取り込んだ魔石の魔力量と拮きつ抗こうしているか、あるいはおまえの方が多量なのか、もしくは相あい性しようの問題か──」

「あなたの魔力が暴走すると、傍にいる人は嫌なことを思い出すの？」

　痛いぐらいの強さで握りしめられた手を見下ろしながら、理論について考えているルクレーシャスに声をかけた。私の言葉に気づくと顔をあげて、私の手を握っていることにも気づいた様子だったけれど、離はなしてはくれなかった。

「ああ……俺は魔力が暴走すると、まず俺自身がかつて味わった恐怖を思い出す。俺の恐怖心に触しよく発はつされるかのように、俺の傍にいる人間も強い恐怖心に心を支配されることになる」

　淡たん々たんと話してはいるけれど、彼の声は僅わずかに震ふるえている。

　手も、小刻みに震えている。手を離してと言ったら彼を傷つけそうで、言えなかった。

「本当に、こうしていても……おまえの恐怖も、憎ぞう悪おも感じない」

「だって、その、恐くはないもの」

　憎んでいるわけもない。ルクレーシャスには妖よう精せい泥どろ棒ぼうに間違われたこともあったけれど、誤解がとけた後は、とても親切にしてもらっている。

　ルクレーシャスは私の手を握ったまま口を閉とざした。

　暗い部屋はとても静かで、蠟燭がじりじりと燃えていく微かすかな音とルクレーシャスが息を整えようと深呼吸をする音しか聞こえない。こんな日に限って庭の妖精たちも大人しい。

　ルクレーシャスの冷たい指先に私の体温が移っていくのが居い心ごこ地ち悪くて、黙だまっていられず口を開いた。

「その、どうして私と暴走の仕方が違うのか……聞いてもいい？　もし、話すことであなたが辛くなければ。私は話を聞くことぐらいしかできないし」

「……違う理由か。魔石を手に入れた時の状じよう況きようの違いかもしれないな」

「確かあなたは、戦場で魔石を？」

「そうだ。俺は戦場で、死にかけて、恐怖して。助けてくれと妖精に命いのち乞ごいをしたら、妖精たちは何の気まぐれか、命をかけて俺に魔石を与えることで、怪け我がを治してくれた──感情に敏びん感かんな力の塊かたまりである魔石をもらった瞬間、死んでいった妖精たちの感情や、周りにいた兵士たちや、殺されかけた敵兵や、重傷を負って恐怖に震える死にかけた者たちの感情が俺の中に流れ込んできた」

　それは私の想像を絶する状況で、言葉が出て来なかった。彼は静かに続けた。

「あれ以来、魔力が暴走するたびにあの時のことを思い出す」

「……そんなの、辛いわ」

「俺を助けた妖精たちでさえ、何故なぜ俺を助ける為ために命をかけてしまったのだろうかと、死に際ぎわには恨うらんでいた。誰だれもが一人だけ助かった俺を羨うらやみ、憎悪している。この苦しみは俺の義務なのではないか？」

「よくわからないけど、私は、そんな風には思わないわ」

　ルクレーシャスは喉のどの奥で小さく笑った。苦い笑えみだった。

「そうだな、おまえにわかるはずもない。おまえはまだ絶望していないのだから」

「魔石は与えた妖精にしか取り出せない、という話？」

「おまえにはトピがいる。俺に魔石を与えた妖精はみな死んだ」

　だからルクレーシャスは人の手で魔石を身体からだから取り出す研究をしているのだろう。彼には身体から魔石を取り出してくれる妖精がいないから──。

「でも、トピが何か方法を知っているかもしれないわ。私も、普ふ通つうの方法では魔石を返すことができなかったみたいだし、きっと人間にはわからないやり方があるのよ」

　ルクレーシャスの表情はとても沈しずんでいて、話させたことが彼にとって良い事だったのか、わからなくなる。私は彼の手を握り返しながら、明るい声を出した。

「どんなやり方なのかしら。昔、吟ぎん遊ゆう詩人が歌うと動物たちが踊おどり出すっていう絵本を読んだことがあるの。もし魔ま石せきを返す為には妖精と楽しくダンスをしなきゃいけないとしたら、あなたどうする？　歌えと言われたら？　あなたがそんなことをするなんて、全然想像がつかないわ」

「……かつて魔術師は吟遊詩人でもあった。古い魔術には発動の手順に歌が入るものもある。おまえの言うことはあながち的外れでもないな」

「ホントに？　あなたも歌える？」

「歌わなくとも魔石さえ得て力の使い方を学べば魔術師にはなれる……だが、俺は師に教わった」

「素す敵てき、歌ってみて！　聞いてみたい！」

「嫌いやに決まっているだろう」

　顔を顰しかめて見せてから、ルクレーシャスはふっと表情を和やわらげた。

　私の手を握りしめて、額に押し当てる。

「るっ、ルクレーシャス？」

「……過去の記憶と恐怖が薄うすれる気がする。おまえの力は俺の影響を受けないほどに強いようだが……俺がおまえの感情に触れるのを阻はばむほどではないらしい」

「感情に、触れる？」

「俺はおまえの心に触れているのかもしれない。拒こばまないで欲しい。こうしていると少しは気分が楽になる」
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　そう言われたら何も言えない。指に触れるルクレーシャスの額は少し汗あせばんでいるようだった。指先はとても冷たいのに額は熱い。熱が出ているのかもしれない。

（心に触れるって、何!?）

　そう言われてみると、手を握にぎり合っているだけなのに、ルクレーシャスをとても近くに感じた。触れたところから心臓の鼓こ動どうが伝わってくるような気がした。まるで胸に耳を押し当てて、彼の心音を聞いているような気分だった。彼にとってもそうなのだとしたら──考えると叫さけび出しそうだったから考えるのはやめた。

「少しは、よくなった？」

　しばらくしてから聞いてみた。

　けれど、ルクレーシャスは瞼まぶたを閉じたまま答えないし、動かない。

「あ、あのう……」

　声をかけても反応がない。眠ねむってしまったのならそっとしておいた方がいいだろうと思って、彼の手の間から私の手を引き抜ぬこうとしたけれど、強く握りしめられて離してもらえなかった。

　起きているのかもしれないし、眠れないのかもしれない。

（私がいて邪じや魔まにはなっていないのかな……）

　魔力が暴走すると正常に疲ひ労ろうを感じなくなり、楽しくなるだけの私とは違ちがって、ルクレーシャスの暴走は酷ひどいものだ。

　それが少しでも楽になるのなら、傍そばにいてあげたい。

（……ありがとう、ルクレーシャス）

　きっとこの人は、自分がこれほど苦しんでいるから私に優やさしくしてくれるのだろう。そのことがようやくわかった気がする。

　私がトピに魔石を預けられてから……環かん境きようが変わって大変だったけれど、辛つらかった事なんてほとんどないのだ。

　ルクレーシャスがしてくれたことのお返しになるのであれば、手ぐらいいくらでも握っていよう。そう思って、私は彼の手を握る力を少しだけ強めた。




　ルクレーシャスの夢を見た。とても悲しい夢だった。

　朝日の暖かさを感じて目を開くと同時に、目じりに溜たまっていた涙なみだが零こぼれた。それを誰かが拭ふいてくれたから、寝ね起おきでぼんやりとしながらそちらを見たら、ルクレーシャスがいた。

「すまない」

　彼は思いつめたような顔をして謝罪の言葉を口にした。私は驚おどろいてぽかんと口を開けてしまった。彼が何故謝っているのかわからなかったし、何故彼が目の前にいるのかもわからなかった。

「ど……どうしたの？」

「やはり俺の傍にいたからだろう。不ふ愉ゆ快かいな記き憶おくを思い出したはずだ」

　初めなんのことかわからず混乱したけれど、すぐに昨晩のことを思い出して、どうして寝起きに彼の顔を見ることになったのかも思い出した。

「何も思い出していないと思うけど」

　私はベッドにもたれていた身体を起こしながら答えた。

　けれど、ルクレーシャスは首を横に振ふった。

「涙が……泣き叫ばなかっただけ、おまえの反応はまだマシな方だ」

「えっ、涙って……これは違うわ！」

「何が違う？　すまないことをした。早く部屋を出ろ。ここにいても嫌な気分になるだけだろう」

「これはただ、夢を見て……」

　あまり話したい内容ではなかった。けれど、ルクレーシャスのせいで嫌な気分になっていると思われるよりは話した方がいい。

　傷ついたような表情をしている寝しん台だいの上のルクレーシャスに向き直り、姿勢を正した。

「……夢で、あなたが羨ましいと言っていたの。私もたくさんの魔石を取り込んでいるのに、全然辛くなさそうだから、ずるいって」

「ああ、確かに俺は、心の隅すみでおまえに対してそう考えている」

「そう、なの？」

「魔石の魔力が暴走することでおまえは肉体的に危険な目に遭あってはいるが、暴走している間は幸せそうだった……妖よう精せいたちの協力を得て普ふ段だんと変わらない生活を送れている。そんなおまえのことが、羨うらやましくてならない」

「ごめんなさい」

「どうして謝る？　それがおまえのせいでないことはわかっている」

「それでも申し訳なくて、悲しい気持ちになるわ」

「──リンジー、その気持ちは俺もわかる」

　ハッとして顔をあげた。ルクレーシャスは苦く笑しようを浮うかべている。

　彼は妖精たちの犠ぎ牲せいを糧かてに死の淵ふちから蘇よみがえったことを言っているのだろう。周りにいた人々はそれを羨ましく思い、彼だけが助かったことを憎にくみさえしたと──少なくともルクレーシャスはそう思っている。

「ルクレーシャスのせいじゃないのに……気にしなくていいのに」

「気にしなくていいのはおまえだけだ。やはり、俺とおまえは違う」

　自じ嘲ちようを浮かべてルクレーシャスは言う。

「おまえは魔石が欲しかったか？　魔石を得られるのであれば、誰だれかが苦しんでもいいと思ったか？」

「そんなことは」

「そうだろう？　だが、俺は考えた。自分さえ助かるのであれば、他ほかの奴やつらのことなんてどうでもいいと思った。痛くて、苦しくて……他の魔術師たちを助けている妖精を見て、そいつらを見捨てて俺を助けてくれと、そう願った」

　ルクレーシャスの言葉の内容に一いつ瞬しゆん絶句した。

　けれど、十年前の戦争当時、ルクレーシャスはほんの子供のはずだ。

「誰も、あなたを責められないわ」

「そうか？　あの戦場にいた人間は、誰もそうは思わなかったようだが……」

　ルクレーシャスは思い出すように目を細めた。魔石から魔力が溢あふれる度たび、彼は嫌いやな記憶を思い出す。魔石を取り込んだ際、戦場にいた周囲の人間や妖精たちから流れこんだ感情を思い出しているのだ。

　私が何を言ってもルクレーシャスには伝わらないのかもしれない。

　そう思ったら、また涙が出てきた。彼はそれを見て苦笑した。

「付き合わせて悪かったな。だが、勝手に入ってきたおまえも悪いんだ。次にまた勝手に部屋に入るようなことがあれば、その時は罰ばつするぞ」

　部屋を出て行くようにと手で示された。燃え尽つきた燭しよく台だいを避よけて扉とびらのところまで歩いていって、扉のノブに手をかけた時、私は意を決して言った。

「……あなたが辛そうだったら、私、罰を受けるとしてもまた来るわ」

「なら、鍵かぎをかけておくことにしよう」

「その時はルビーちゃんに開けてもらうから！」

　言いたいことだけ叫さけんで、私はルクレーシャスの部屋から出た。

　研究室になっている部屋を通り過ぎ、庭に面したバルコニーに続く廊ろう下かの向こうにある私の部屋へと飛び込んだ。

　扉を閉めると、気が抜ぬけて、その場に座り込んでしまった。

「早く……身体からだから魔石を取り出す方法を教えてもらわなきゃ」

　トピが逃にげ果おおせたら私のところへきてくれるに違いない。

　その時、魔石を取り出す方法がわかるだろう。

　──早く教えてもらわなくちゃ。

　そうしないと、ルクレーシャスの感情を抑おさえ込んだような苦笑や、諦てい念ねんに満ちた瞳ひとみが忘れられない気がした。

「どうしよう……胸が苦しい」

　私自身のことよりも、ルクレーシャスが苦しむ姿を、もう見たくなかった。










　トピはどこへ逃げているのか、そろそろ一月も終わろうというのに姿を見せない。

　私に何かできることはないのだろうか。何も思いつかないけれど──。

「そろそろ麦むぎ冠かんむりの季節ですね」

　人の多いホールを避さけて、開放されている応接間でいつもと同じ無力感に浸ひたっていると、灰色の目をした男、アドニスさんが近づいてきた。

「アドニスさん」

「未いまだに仮登録です。自分でしたことの報むくいとはいえ、きついですね」

　ナリサスの為ためにしたこととはいえ、魔ま術じゆつ書は貴重なものらしく、たとえ参照する為だけとはいえ書庫へ無断で入ったアドニスさんへの罰は重い。けれど、魔術協会設立の際に便べん宜ぎを図はかったナリサスの為だということもあり、屋や敷しきへの出入り自体は禁じられていなかった。

「リンジー、麦冠って何？」

　私を見上げて聞いてくるルビーちゃんに、私は一いつ般ぱん的てきな麦冠の祭りを思い浮かべた。

「長い冬をねぎらうお祭りよ。秋の収しゆう穫かく物の残りをかき集めて、残りの冬を乗り越こえるための算段を立てるの。余った分で小さなお祝いをするの……って、なんで五十年生きてるルビーちゃんが知らないのよ」

「興味なかったから、かな？」

「最近めっきり寒くなりましたからね。真冬の少ない楽しみの一つですよ」

　アドニスさんが言うと、ルビーちゃんが「ふーん」と気のない返事をしてみせる。換かん気きのために少しだけ開けた窓から冷たい風に乗って、あたりの家のどこかで作られた砂糖菓が子しの香かおりが漂ただよってくる。

　冬を乗り越える為に、栄養価の高い砂糖やバターを煮に詰つめて作る甘ったるいお菓子や揚あげパンを食べることが多い。

　家族や友人と家でひっそり執とり行うのが一般的だ。

「リンジーさんは一度ご実家に帰られるのですか？」

「そういう予定はないわ」

　どうせ家には誰もいない。というかそもそも、アパートは家賃未み払ばらいのせいで人手に渡わたってしまっている気さえする。心配事が多くて、ついに家に戻もどることができなかったのだ。

「願い出れば、いくらルクレーシャス様でも、年中行事の家族の団だん欒らんを阻はばもうとまではしませんでしょう。ルクレーシャス様が恐おそろしければ、私がルクレーシャス様に言ってさしあげます」

「ルクレーシャスが恐こわいなんてことはないけれど、いいの」

　アドニスさんは彼のことを恐いと思っているらしい。確かに、たまに暗い目つきが恐いことはある。でも、それは私が帰らないこととは何の関係もないことだった。

「──リンジーさん、家族や友人は大事にしなくてはなりませんよ」

　適当に誤ご魔ま化かそうとしたら、アドニスさんがいつになく厳しい口調で言う。

　真しん剣けんに言っているのだと、目を見ればわかった。私は居い心ごこ地ち悪さに身じろぎしながらも、渋しぶ々しぶ言った。

「……家族なんていないもの。だから、家賃も払はらってないし……もういい気がして」

「それは、リンジーさん……本当に申し訳ありません」

　アドニスさんが深く頭を下げてきて、私は慌あわててしまった。

「そんな、いいのよ、アドニスさん」

「いえ、本当に申し訳ない……それでは、こんな息の詰つまる屋敷ではなくて、よろしければ、麦冠の祭りの間、どこかへ行かれませんか？　よければ、私の家に来てください」

「アドニスさんの家？」

「ええ、息むす子こが一人いるんですよ。妻はおりませんので、二人で生きていくのです。私が精いっぱいもてなさせていただきます。……リンジーさんが来てくれれば息子は喜ぶでしょう」

　そう言ってアドニスさんは優やさしげに目じりにしわを作った。

　こんなお父さんがいる息子は幸せ者だとしみじみ思う。両親が十年前に失しつ踪そうして以来、私は助けを借りながらも一人でいることがほとんどだ。

　──だけど今は、ひょんなことからこの屋敷に身を寄せることで、たくさんの人と、妖精と暮らしている。

　毎日が賑にぎやかで、保護されているだけだけれど、今の状じよう況きようがとても嬉うれしい。

「麦冠のお祭り、開いちゃおうか？」

「リンジーさん？」

「ごめんなさいアドニスさん。誘さそってくれて嬉しいけど、私もパーティを開きたくなっちゃったわ！　この屋敷にいる人だけでなく、妖よう精せいも参加できるお祭りがいいわ」

「リンジー、それって素す敵てき！」

「ルビーちゃんもそう思う？　この屋敷で開けばルビーちゃんたち妖精だって楽しめるわよね？　ちょっと、ルクレーシャスに聞いてみるわ！」

　屋敷中ルクレーシャスを探し回ることになった。二階の廊下から窓の外を眺ながめていたら、屋敷の門もん扉ぴの外側にいるのを見つけた。

　降りて近づくと、ルクレーシャスは白衣の男──マグネス王国の研究者を連れた警察官と話していた。

　妖精を物のように扱あつかう研究者に好こう奇きの目で見られるのが嫌で、私はなんとなく近くの茂しげみに隠かくれた。

「──捜そう索さくは難航していると」

「妖精を操縦しそこねたのは痛かったですな。あれらは同種の居場所を見つけるのが非常に上手うまいですから」

　また、研究者の男が妖精を物のように話している。

　嫌いやな人だと茂みから睨にらみつけていると、ルクレーシャスがすまなそうに頭を下げているのが見えた。

「……俺の力不足ではあるが、彼らの協力を取り付けることが困難なのはあなたたちもご存じの通りのはず」

「あいつらは、嫌なことはたとえどんなちっぽけなことだって、命いのち懸がけで抵てい抗こうしようとしますからねえ」

　研究者の男が深い溜ため息いきを吐ついた。

　横で頷うなずいていた警察官が、ルクレーシャスに礼をする。

「それではブルーイット卿きよう、妖精トピの捜索に引き続きご協力をお願い致いたします」

「ああ、そちらも続報があれば教えて欲しい」

　ルクレーシャスがそう言うと、彼らは屋敷の門扉の外側で解散した。

　ルクレーシャス以外いなくなると、私は茂みから出ていった。

「……ルクレーシャス？　どうしてまだトピを捜さがしているの？」

　待っていれば、逃げ果おおせたタイミングでトピは戻ってくると言っていたのに。

「ええと、そういうふりをしなくちゃいけないってこと？　そういうことよね？」

　ルクレーシャスは隠れていた私に驚おどろくこともなく冷静に見下ろしながら、淡たん々たんと言った。

「……いいや、俺たちはまだトピ捜索を続けている。見つけ次し第だい、彼らマグネス王国の研究機関に身み柄がらを移すことになるだろう。その前に、おまえの魔石をどうにかする時間は取るが──」

「どうして!?　捕つかまったら、トピがひどい目に遭あうって知っているでしょう？」

「わかっている。だから、一度引き渡した上で身柄を預かれるよう交こう渉しようする。おまえの話だと、魔石の返へん却きやくに手こずりそうでもあるからな」

「でも、そのちょっとの間にひどい目に遭うかも。今、せっかく逃にげられているんだから、そのままにしておけばいいじゃない。そもそもマグネスの人たち、妖精の自由意志で研究に協力してもらおうって感じでもなかったのよ！」

「そうだな……自由に生きているところを理り不ふ尽じんに捕ほ獲かくされ、一方的に研究されようとしているんだろう」

「だったら！　なんで身柄を引き渡すの!?」

「妖精を守る為だ、リンジー・マキン！」

　ルクレーシャスが大声を出したから、私は思わず身を引いた。

　そんな私を見て、ルクレーシャスは一度深呼吸をしてから改めて口を開いた。

「……妖精を取り巻く状況は、おまえが考えるよりはるかに過か酷こくだ。何故なぜルビーが大人しく俺の勢力下に収まっていると思う？　それが一番安全だと知っているからだ」

　私が何も言えずにいると、ルクレーシャスは言葉を続けた。

「関係者どもを完かん璧ぺきに黙だまらせるには、手順を踏ふむ必要がある。逆に言うと、手順さえ間ま違ちがえなければ妖精に安全を保障してやれる！　その為ために俺は魔術協会を設立した。魔術師の、そして妖精たちの権利と安全を守る為にだ」

「でも、ルクレーシャス──」

「……理解する必要はないが、邪じや魔まはするな、リンジー」

　ぴしゃりと言われて、私もそれ以上は何も言えなかった。

　ただ、トピが捕まらないようにと祈いのることしかできそうにない。

「……リンジー、麦むぎ冠かんむりのお祭りのことはどうなったの？」

　何も言えずに立ちすくんでいた私の後ろから、ルビーちゃんがやってきて、そっと言った。

　ルクレーシャスは宙に浮ういて私の髪かみの毛に指を絡からめるルビーちゃんをちらりと見やると、内容を聞きもしないで「好きにしろ」と吐き捨てて、屋や敷しきの中へと戻って行った。




　ルクレーシャスは好きにしろと言った。言げん質ちをとった以上、私は何をしてもいい。

　そう言ったことを後こう悔かいさせてやりたいような、心から嬉しがらせたいような、複雑な気持ちで私は祭りの準備に取り掛かかった。

「さあみんな！　準備しましょう。楽しいお祭りの始まりだわ！」

「リンジー、張り切ってるわね」

「ルクレーシャスが驚くぐらい楽しいお祭りにしてやるのよ。あの暗い顔をにっこり笑え顔がおにしてやるのよ」

「そうなったらすごく面おも白しろいと思うわ、リンジー」

　ルビーちゃんの後押しと、意外にもアーロンの賛成により麦冠の祭りは滞とどこおりなく準備が進められている。

「なんの気まぐれか知らないが、あいつが許可を出したならいい。少しでも明るい雰ふん囲い気きに触ふれさせてやりたい」

　アーロンは真剣な顔をして言った。

　ルクレーシャスの為だと言い、アーロンは帳面を手た繰ぐって祭りの予算を割さいてくれた。

「うぐぐ……麦冠の祭りか。私も当日の予定を調整する！」

　ナリサスが呻うめきながらスケジュール帳らしきものを猛もう然ぜんと手繰っていた。

「別に、あんたは出なくても支障はないと思うが？」

「ルクレーシャス様の為の祭りなのだろう!?　私も出なくてどうする！」

「どうもしねーよ」

　アーロンはボソッと言ったけれど、ナリサスは聞いていない。

　ルクレーシャスの為ってわけでもなかったけれど、楽しい祭りにしたい気持ちはみんな一いつ緒しよみたいだ。

　そう思ったら嬉しくなってきた。ルクレーシャスの思いを考える余よ裕ゆうも生まれる。

　ルクレーシャスがしていることは多分正しいに違いない。けれど、辛つらくて苦しくて仕方がないって顔でされると、正しいことでも止めたくなってしまう。

「言ってることが正しくても、暗い顔をするのは絶対に間違っていると思うの。上に立つ人がそんな顔をしていたら、身を寄せている私たちが不安になっちゃう。だから、彼を笑顔にしてあげるの！　笑顔で堂々と言われたら、私だってそうなのね、と納なつ得とくできる気がするの！」

「おおむねその言葉には賛成するよ、リンジーさん。是ぜ非ひルクレーシャスを笑顔にしてやって欲しい」

　アーロンが頷いてくれたから、私は自信を持てた。

「それじゃ……私にできることはあるかしら？」

「リンジーさん、君の仕事は妖精たちの監かん督とくだ。主に料理の味見を担当するんだ。麦冠らしい料理を、できれば家庭料理とか、懐なつかしい味のレシピを妖精たちに教え……なくてもいい。そこまではするな。とりあえずひたすら味見をして、他ほかの事は何もしないでくれ」

「……私のことを何だと思っているのよ」

「あんたに不用意に動かれると妖精たちが大移動する。彼らに引っ搔かき回されるととんでもないことになる」

「うーん、ルビーちゃんがたまに悪戯いたずらを煽あおり立てるけど、それぐらいよ」

「あんたは悪質な悪戯を食くらわないから気楽なものだな」

　私の見ていないところで一体何をしているんだろう。

　横目でルビーちゃんを見てみたら、てへっとばかりに舌を出していた。とても可か愛わいらしい顔をしているけれど、私の倍以上の年ねん齢れいなのに……。




　二月二日、麦冠の祭りの日。

　前日にはホールの机や椅い子すを片付けただけで特に何の準備もされていなかったのに、翌日の朝には壁かべ際ぎわにテーブルが並べられ、その上には色とりどりの花や装そう飾しよく燭しよく台だいが飾かざられていた。

「中央の空いているスペースで踊おどるのね！」

　ルビーちゃんが嬉うれしそうに手を叩たたいた。

「ああ。麦冠の祭りだから踊るだろうし、踊る祭りじゃなくても妖よう精せいは踊るからな」

　準備を取り仕切っていたアーロンは赤い髪を搔きつつ、若じやつ干かん疲つかれた顔をして言った。

　私がそれを聞いて嬉しくなったのと同じように、妖精たちも嬉しくなったらしい。

「やるじゃない、赤毛さん！」

「これあげる！」

　普ふ段だんは寡か黙もくな妖精たちが嬉し気に叫さけぶと、アーロンに小さなビーズぐらいの魔石をどんどん押し付けて、ダンスフロアを早さつ速そく使い出した。

　アーロンはぽかんとして掌てのひらに載のせられた魔石を見ていた。たぶん、嬉しいのだろう。魔術師たちはより強い力を欲ほつし、魔石を求めている。けれど、妖精は滅めつ多たに魔石を渡わたさない。

　魔石のやり取りを見て、麦冠の祭り開かい催さいに迷めい惑わくげな態度をしていた魔術師たちがざわついた。

　彼らを見て、ルビーちゃんが企たくらむような表情で叫んだ。

「一番素す敵てきなダンスを踊った人には、わたしも魔石をあげちゃう！」

　次の瞬しゆん間かん、黒いローブ姿の魔術師たちが踊り出して私は腹筋がおかしくなるかと思った。髭ひげのおじさんも無表情な男の人もくるくるくるくる回っている。

「る、ルビーちゃん、絶対にあげなきゃだめよ、これは」

「うふふ、そうね。一番素敵な人にね」

　ルビーちゃんもフロアに出て踊り出した。

　朝っぱらから踊り出した妖精たちを見て、魔術師たちも目立とうと我先にと踊り出す。

　いつもは静せい寂じやくに包まれている屋敷なのに、にわかにお祭りムードに染まっていった。




　毎日喜んで料理を作ってくれる妖精たちが、その料理をホールに運んでくると耐たえられずにダンスに参加してしまう。だから、私は麦冠の祭りの開催者の一人として、責任を持って料理を運んだり、ひとしきりダンスを楽しんだ妖精をホールからつまみ出して料理をしている妖精と交代させたりした。人間の使用人はずっと忙いそがしそうにしている。

「リンジーも踊らない？」

　ルビーちゃんに誘さそわれて、踊りたいという気持ちがないわけではなかったけれど、ぐっとこらえた。

「私を止めてくれる魔術師たちがもっと増えたら、考えるわ」

「それじゃ、夜ね。夜は一緒に踊ろう、ね！」

　疲れを知らないルビーちゃんを始めとする妖精たちは、楽し気に笑顔を振ふりまき踊り続けている。

　合間に、私はルクレーシャスの部屋に行って、ドアの外から呼びかけた。

「来ないと絶対に後悔するわよ……後悔させるからね！」

　参加しておけばよかったと、明日思ってからでは遅おそいのだ。

　後悔させるほど楽しい祭りになっていると思う。だから、後悔なんてして欲しくない。

　それから、朝から踊り続けて体力を使い果たした魔術師たちをホールの端はしに移動させ、ぐったりとしている彼らに芳かんばしい麦の香かおりのするビスケットとミルクのカップを握にぎらせて後は休ませておく。

　日が暮れる頃ころ、私も一番ドレスっぽい華はなやかなワンピースに着き替がえてホールに降りた。

　ホールにはいつの間にか妖精の楽団が出来ていて、アーロンが手配していたはずの人間の楽団が隅すみに追いやられている。

「申し訳ない、皆みなさん、妖精っていうのは出しゃばりで」

　アーロンがしきりに謝っていたけれど、楽団長らしき太たい鼓こ腹ばらの男の人はにこにこしていた。

「妖精の楽団と共に演奏できるだなんて、私たちは幸せ者ですよ。なあ、おまえたち？」

　楽団の人たちは楽がく譜ふをしまい、にこにこしながら妖精の演奏に合わせていた。

「リンジー！　はい、麦むぎ冠かんむり！」

　アーロンが発注して、ホールの隅に山のように積んでいた麦で編まれた冠。

　朝見た時は、妖精ばかりが身に着けていたけれど、今は大半の魔ま術じゆつ師したちが身に着けているせいか、麦冠はもうなくなっていた。麦冠があった方が妖精たちの受けが良かったに違いない。

「ルビーちゃん、とっておいてくれたの？　ありがとう！」

「いいのよ。ほら……リンジーも飲んで、踊るの！」

　ルビーちゃんが私にジョッキを渡した。蜂はち蜜みつ酒みたいだけれど、酒精はほとんど感じられない。蜂蜜の味がしっかりしているのに、水みたいにサラサラだった。

「甘いけど、あっさりしてて……すごく美味おいしい」

「でしょう？　妖精が作った蜂蜜酒は天上のお酒って言われているのよ！」

　傍そばにいた何人かの魔術師が勢いよく首をひねって私たちを見てきた。私の手にしたジョッキに視線が集まる。彼らが手にした杯さかずきの中の蜂蜜酒とは色や輝かがやきが違うようだった。

「美味しいけど、いつまでも飲んではいられないわね」

　そわそわしているルビーちゃんに言うと、彼女はパッと笑えみを浮うかべた。

「うん、踊ろう、リンジー！」

　ルビーちゃんが言うと私の手からジョッキが消えて、その行方ゆくえを見守っていた魔術師たちから押し殺した悲鳴があがった。珍めずらしいお酒だったのかもしれない。

「さあ、新しい曲が始まるわ」

　ルビーちゃんに手を引かれて中央に進み出る。ここにはたくさんの魔術師がいるし、私がおかしくなっていたら誰だれかが止めてくれるだろう。

　音楽が始まると、宙に浮いたルビーちゃんがリードしてくれた。

「さすがリンジー！　軽かろやかだわ！」

「楽しいわね、幸せだわ！」

　別に何の決まりもない。決まった型のダンスを踊りたければ踊ればいいし、ただ跳はねまわりたければそうすればいい。

　私とルビーちゃんはフロアを縦じゆう横おう無む尽じんにくるくる跳ねまわった。

「どうしようルビーちゃん、全然疲れないわ！」

「それっていけないんだっけ？　でもどうしよう、止まれないの！」

　曲が変わって、更さらにもう一度変わっても私たちは踊り続けた。

（ああ楽しい……だけど、これはいけないのよね……）

　これほど楽しく賑にぎやかな時を過ごしたのは何年ぶりだろう？　歓かん迎げい会かいの日を除けば、覚えがない。私は今とても幸せで、これが体内の魔石から溢あふれた魔力の暴走だなんてとても思えない。

「ほら、リンジー。もっと踊れるでしょ？」

「うん！　踊れるわ。でも……」

「本当に素敵。リンジー、あなたが一番だわ」

　ルビーちゃんがうっとりと言う。

　赤い瞳ひとみを七色に光らせながら──特に蜂蜜色の光を濃こく輝かせながら、ルビーちゃんが私に差し出す手を光らせた。

　その手の中に飴あめ玉だまのような赤いルビーのような玉が現れた。

　ルビーちゃんの髪かみの毛が短くなる──。

「トピだけなんてずるい。わたしの魔石も受け取って？」

　幸せが脳天まで突つき抜ぬけていたはずなのに、背筋のどこか一筋に悪お寒かんが走った。咄とつ嗟さに口を閉じたけれど、私の唇くちびるに押し付けられた魔石は私に触ふれたところから溶とけて染しみ込んでいく。

「大好き、リンジー」

　ルビーちゃんの腕うでを摑つかんで押しのけようとしたけれど、動かない。その細腕のどこにそんな力があるのだろう。振り払はらおうともがいたら、足がもつれて床ゆかに倒たおれてしまった。ルビーちゃんは目を潤うるませて抱だきついてくる──そんなルビーちゃんからは濃のう厚こうな蜂蜜の匂においがした。

　ルビーちゃんがやっと離はなれた時には、魔石はすっかり私の唇に溶けてしまった。

　唇から喉のどの奥、その先の心臓へ向かって温かいものがすべり落ちていった。

　ルビーちゃんは嬉うれしそうに笑っている。

「……まさか、ルビーちゃん、酔よってるの？」

　困こん惑わくしながらも、蜂蜜酒の匂いをさせているルビーちゃんに問いただそうとしたその時、楽団のシンバルが床に落ちて酷ひどい音を立て、音楽が中断した。

　そちらを見たら、ルクレーシャスが愕がく然ぜんとして立ち尽つくしていた。

「なんて軽はずみなことを……！」

　魔術師たちはすぐに脇わきへ避よけてルクレーシャスに道を譲ゆずった。

　まだ踊おどり足りない様子で身体からだを動かしていた妖よう精せいたちも、怒いかりに満ちた顔をしたルクレーシャスが近づくと道を空けた。

「ルビー！　おまえはリンジーを愛していたのではないのか!?　それなのに、リンジーに魔石をやったのか!?　その危険を、俺の姿を見ておまえはよく知っていたはずだろう！」

　ルクレーシャスに怒ど鳴なりつけられて、ルビーちゃんは楽しげだった様子から一転、私に抱きつくのをやめて身体を起こし、唇を尖とがらせる。

　けれど茫ぼう然ぜんとしている私を見て、怒りに満ちたルクレーシャスを見て、やがて肩かたを落とした。

「だって……」

「好きだから？　魔石を与あたえたかったと言うのか？　その代だい償しようが死以上の苦しみでもか！」

「大だい丈じよう夫ぶな気がしたんだもん！　リンジーなら、平気だと思ったんだもん!!」

　ルビーちゃんが叫さけんだ。その瞬しゆん間かん、ホール中に衝しよう撃げきが走り、硝子ガラスのグラスがいくつか割れた。

　小さく笛を吹ふき続けていた妖精がぼとりと笛を取り落とした。

　ルクレーシャスは衝撃に動どう揺ようする様子もなく、苦々しげにルビーちゃんをねめつけた。

「俺に魔石を与えた妖精たちもそう考えただろうよ！　命を賭として魔石を与えた人間が、まさか死ぬほど苦しむことになろうとは思わなかったはずだ。違ちがうか!?　それともおまえたち妖精には、魔石を与えた人間が苦しむ姿を楽しむ趣しゆ味みでもあるのか？」

「そんなことない！　大好きだからあげるんだもん！」

「ならば……さっさとリンジーから魔石を取り戻もどせ！」

　ルビーちゃんはぐすぐすと泣きながらルクレーシャスを睨にらんだ。

　ルクレーシャスは無言で睨み返す。

　ルビーちゃんは、すんすんと鼻をすすりながら私のところへ戻ってきた。

「ごめんね、リンジー。リンジーなら大丈夫だと思ったの。もらってほしかったの」

「うん、わかってる。ひどいことをしようと思っていたわけじゃないのよね？」

　大きく頷うなずいたルビーちゃんは、私の唇と顎あごのあたりにそっと触れた。

　魔石が吸い込まれてしまった下唇のあたりから、顎と、喉を辿たどって、ルビーちゃんの小さな手はお腹なかの辺りまで下がって行った。

　やがて、顔をあげたルビーちゃんは困惑した面おも持もちで首を傾かしげた。

「あれ？　リンジー、わたしの魔石をどこにやったの？」

「……さ、さあ？」

　ルビーちゃんは引き続き私の体を小さな手でポンポン叩たたいた。色んなところを叩いて、私の体の内側から魔石の反応を探さぐり出そうとしているみたいだった。

「み、見つからない……」

　しばらく時間をかけた後、ルビーちゃんは呟つぶやいた。

　すっかり静まり返ってしまったホールの中で、その言葉はよく響ひびいた。

　ルクレーシャスは嚙かみつくように叫んだ。

「見つからないだと？　どういうことだ!!」

「ど、怒鳴る人間は嫌きらい！　見つからないんだもん！　仕方ないじゃない！」

　ルクレーシャスが近づいてくると、ルビーちゃんは逃にげようとした。

　でも、ルビーちゃんが私の腕を引いても、私は動こうとしなかったから、ルビーちゃんはルクレーシャスに捕つかまった。ルクレーシャスはルビーちゃんの腕を摑んで乱暴に揺ゆさぶった。

「さっさとリンジーから魔石を引っ張り出せ！」

「できない！　わからない！　どこかにいっちゃった！　わたしの魔石、なくなっちゃった！」

　ルビーちゃんがそこで、ハッと慌あわてた様子で叫んだ。

「人間にあげるとなくなっちゃうの？　そんなこと聞いたことない！　ナリサス、わたしの魔ま石せき返して！」

　ルビーちゃんが叫ぶと、ナリサスの体から淡あわい桃もも色いろの光があふれて、次の瞬間その光の粒りゆう子しが固まった紅の小さな石が宙に生まれた。

「あれ……ナリサスのはすぐに戻ってきた？」

「そ、そんな、ルビー様……！」

　手に入れた念願の魔石を没ぼつ収しゆうされ愕然とするナリサスに、ルビーちゃんは寛かん大だいに言った。

「すぐに取り戻せるみたいだから、まだ持っていていいよ、ナリサス」

　魔石をナリサスの口の中に放ほうり込むと、ルビーちゃんはまたナリサスの口を鼻ごと塞ふさいだ。もがくナリサスを押さえ込んでいるルビーちゃんの背を見み据すえた後、ルクレーシャスは険しい顔をして私の腕を摑んだ。静まり返ったホールから私を連れ出し、二階へと連れて行った。

「ルクレーシャス、どこに行くの？」

　彼は答えずに、私を二階の廊ろう下かの奥へと連れて行った。

「──消失したのであればそれに越こしたことはない。リンジー、調べるぞ」

「調べるって？」

「魔力の総量をだ」

「でもあれって、測定不能になって数値が出ないんでしょう？」

「……測定に使っている溶よう液えきは特とく殊しゆな薬草を煎せんじて俺が作ったもので、魔力の質や量に応じて反応を示す。その反応を調べれば詳しよう細さいな情報がある程度わかる。まだ実験段階だから、どの程度正確に測れるかは俺にもわからないがな。まさか俺より前に、この測定を必要とする人間が現れるとは──」

　ルクレーシャスは皮肉な笑えみを浮うかべて私を見た。

「──ある程度のことは、覚かく悟ごしておけ」

　何を、どんなふうに覚悟すればいいんだろう……。

　嫌いやな予感に心臓が音を立てる。

　二階の、私とルクレーシャスの寝しん室しつの間にある研究室についた時、あまりに自分の心臓の鼓こ動どうがうるさすぎて、部屋に響いているような気さえした。

　部屋は薄うす暗ぐらい。彼の自室と違って、蠟ろう燭そくは一本も置かれていなかった。蠟燭の代わりに、いたるところにある不思議な溶液が淡い光を発して、柔やわらかく室内を照らしている。

　その中の、光る溶液が入った容器が片側についている機械仕じ掛かけの天てん秤びんには見覚えがあった。

　ルクレーシャスが壁かべ際ぎわの棚たなに置かれていたそれを机の上に移動させた。

　私は口を噤つぐみ、震ふるえる手をレバーに伸のばした。そのレバーの中に入れられた溶液は管を通り反対側の空気を押しのけた。

　その薄うす紫むらさきの溶液の色が、以前見た時よりも濃こくなっているような気がする。

「……調べなくとも目視でわかる。溶液が以前のものと比べてより強く魔力に反応している」

　ルクレーシャスは溜ため息いきを吐ついて言った。

「今後、ルビーには近づくな。妖精は時折人間の常識では理解できないほど愚おろかな行動に出る。できれば、おまえは妖精全ぜん般ぱんとの接せつ触しよくを絶つべきだ」

「……そんな、それは」

　妖精は賑にぎやかで明るくて、愛いとおしい存在だ。

　この屋や敷しきにきて出会ったすべての人間もそうだけれど、妖精は特に、私にとって新しくできた家族のような存在だった。ルビーちゃんは特にそう。

「近づかないなんて、そんなのは嫌よ」

「何故なぜだ？　魔石に触ふれさせられただけでそれを取り込んでしまい、容易に取り出すことが叶かなわないおまえの体質に、妖精は配はい慮りよなどしない。そうしたいと思えば先ほどのように簡単に、おまえの命を脅おびやかす。好かれているほど危険だ」

「でも、ルビーちゃんは友達なのよ」

「己おのれの快楽のためにおまえの命を危険に晒さらすような、愚かな妖精などという生物が友人？　おまえのその考え方は妖精にとって心ここ地ち好よいものらしい。確かに、妖精との友情を結ぶには都合がいいようだ。しかし、そろそろ目を覚ませ」

「そんな風に言うことないじゃない、ルクレーシャス。今、私、大丈夫だもの」

　今のところ、特に異常な症しよう状じようは現れていない。

　──私の言葉はルクレーシャスに歪ゆがんで届いたようだった。

「大丈夫、だと？」

　失言はすぐに悟さとった。

　ルクレーシャスの瞳ひとみが私の言葉のせいで濁にごったから。

「何が、大丈夫なものか。これほど恐おそろしいことなどないのに！　おまえはそれを知りもせずにへらへらと、何をバカなことを言っているんだ!?」

　呼吸をする暇ひますら惜おしいとばかりにルクレーシャスは大声を出した。

　彼に言ってはいけない言葉を口にしてしまった。私は思わず自分の肩かたを抱だきしめた。

　傷つけたかったわけじゃない。ただ、ルビーちゃんと引き離はなされるのが嫌だった。

　ルビーちゃんと一いつ緒しよにいたいと思うこと自体が、彼の苦しみをわかっていないということになるとしたら、どうしたらいいのだろう？

　私が弁解の言葉を見つけられないでいる内に、ルクレーシャスは吐はき捨てるように言った。

「そうだったな、おまえは魔力を暴走させても苦しまずに済むんだ。事の重大さが分からずとも無理はない。俺と似た状じよう況きようにあるからと、おまえが物事を俺と同じように理解し、感じるだろうと考えたのが間違いだった」

　彼は歪いびつな笑いを浮かべ、部屋から出て行く。私は慌ててその後を追った。

　ルクレーシャスは自室に入ると、まだ火の灯ともされていない蠟燭が立てられた燭しよく台だいを蹴け倒たおしながら文ふ机づくえに向かった。そして机の上に置かれていた一通の封ふう筒とうを手に取った。

　キラキラした銀色の封筒だ。

　その封筒を持つ手が、震えている。そういえば、ルクレーシャスの魔力が暴走したのは、あの封筒が届いた日のことだった。

　ルクレーシャスは、青ざめた頰ほおに暗い笑みを浮かべて言った。

「おまえに現実というものを教えてやろう」

　そう言って、ルクレーシャスは私を部屋から追い出した。私はのろのろと研究室へと戻もどった。机の上に置かれたままの機械仕掛けの天秤を見つめる。何度見ても、確かにルクレーシャスが言った通り、以前より溶液の色が濃い紫色になっているのが見てとれた。

「私の中の魔石……どうなってるのかしら」

　ルビーちゃんとはこれからも一緒にいたいと思っている。けれど、不安を感じないわけじゃない。はあ、と息を吐いた。

　次の瞬しゆん間かん、レバーの容器がピシリと嫌な音を立てた。

「は？」

　そして、私が見ている前で、ピシピシという音と共に容器の罅ひびが広がっていった。

「え？　わ、私が壊こわしたことになる？……噓うそどうしよう」

　高価な機械だと聞いている。私の生しよう涯がい賃金をどれぐらいだと見積もっているのかは知らないけれど、私が三回ぐらい生まれ変わらないと支し払はらえないような金額らしい。

　今のルクレーシャスに機械の弁べん償しようについての言い訳なんてしたくない。けれど放置していいかもわからなくて、一階のホールにいたアーロンを呼び出して、二階との間の階段の半ばで打ち明けた。

　ルクレーシャスとの会話も、傷つけてしまったことも──。

「リンジーさん、あまり気にしなくていい」

　相談した私に、アーロンは意外にもそう言った。

「で、でも、あなたの大切な大切なルクレーシャスを傷つけてしまったのに……！」

「いや、大切ではあるが……あんたはオレをルクレーシャスのなんだと思っているんだ？」

　心配性しようのお母さんだと思っているけれど、それを言うと話が進まなそうだから黙だまっていた。

　アーロンは何かを察したように私を睨にらんできたけれど、やがて言った。

「あいつに言った言葉も、機械のことも気にしなくていい。リンジーさんの話を聞いた限り、あんたは悪くなさそうだ」

「でも」

「まず機械のことだが……魔力を込めると特殊な溶液が反応し膨ぼう張ちようするようになっている。膨張する溶液と空気圧が小さな容器の中で押し合っているような状態なんだ。耐たい久きゆう力の限界を超こえればそりゃ壊れる。あんたの魔力が大きすぎるのは、あんたの罪じゃない」

　そう言われると、そうなのかもしれない。けれど、私が本当に機械を壊すようなことをしていないかは自分でもよくわからなかった。

「あとルクレーシャスのことだが……リンジーさんはあいつを傷つけようとしたわけじゃないだろ？」

　もちろんだった。頷うなずくと、アーロンも同じように首しゆ肯こうして「ルクレーシャスにもそれはわかっているはずだ」と言った。

「だけど耐たえられなかったんだろう。あんたが悪いわけじゃない」

「悪気はなかったけど、傷つけたのは私だわ」

「あんたが気にするとルクレーシャスはますます気にするんだ。あいつはそういう難しいやつだから、そっとしておいてやって欲しい。できたらけろっとした顔でいつも通り接してやってくれ」

　ルクレーシャスが大好きなアーロンのことだから、きっと私を責めると思ったのに。

　拍ひよう子し抜ぬけして、私は部屋に戻った。ホールに戻ろうとしたらアーロンに阻はばまれた。私がいると妖よう精せいたちが大おお騒さわぎするからって。

　──麦むぎ冠かんむりの祭りは消化不良で終わってしまった。庭の方からブーイングを発する妖精たちの声が聞こえる。アーロンが解散を告げたのかもしれない。

（私はどうしたらよかったのかしら……）

　しばらくして、部屋の扉とびらを控ひかえめにノックする音がした。そこにいたのは気まずそうな顔をしたルビーちゃんだった。きっと、ルクレーシャスならルビーちゃんを追い返せと言うだろう。けれどそんなことはできない。私の表情を窺うかがっているルビーちゃんを笑え顔がおで招き入れると、彼女は破顔して私に抱きついてきた。

　ルビーちゃんと二人でベッドに横になったけれど、私は彼女を抱きしめたまま眠ねむれない夜を過ごすことになった。




　翌朝、早くに扉を叩たたく音があった。眠っていなかった私はすぐに応じた。

　ルクレーシャスが例の封筒を手に立っていて、暗い顔つきのまま無言で私についてくるようにと促うながした。眠っているルビーちゃんを起こさないように部屋を出た。アーロンから言われた通り、いつも通り接しようとしたけれど、いつもどんな風にしていたかわからなくて、私も無言のままでいた。

　一階に降りると、すぐにアーロンの姿が見えた。アーロンは目の下にクマを作りながら、ホールの片付けをしていた。

「ルクレーシャス！　おまえに話があったんだ」

「……どうした？」

「昨晩の騒ぎのどさくさで、書庫に泥どろ棒ぼうが入った。──一冊魔ま術じゆつ書が盗ぬすまれてる」

　そう言って、アーロンはちらりと奥の部屋を見やった。なんとなくナリサスのことを暗示しているのだと私にはわかった。ルクレーシャスは眉まゆを顰ひそめて質問を重ねた。

「題名は？」

「死者蘇そ生せい術」

「……誰だれもが死者を蘇よみがえらせたいと願っている」

「だから誰が犯人だかわからないって？　あーそうだよな。調べるさ、こっちで」

　アーロンは舌打ちしながら言う。

　片付けをしている使用人たちに忌いま々いましそうに指示を飛ばしてから、ルクレーシャスの許もとに参じた。

「それで、どうしたんだ？　リンジーさんを連れてきて」

「ローデリヒ王からの手紙が来た」

　ローデリヒというと、十年前にここオークランド王国と戦争して勝った国、マグネス王国の王の名前だ。

　とても気になったけれど、今のルクレーシャスに何かを問うのは恐こわくてできなかった。

　アーロンはルクレーシャスがこの手紙を前に暗い顔をしている理由を知っているみたいで、ルクレーシャスのいつになく張り詰つめた表情を前にすると、憐れん憫びんの表情を浮うかべた。

「この町のローデリヒ・ハウスで上演している演目、『英えい雄ゆう魔術師』がどんな調子か、観みて感想を書いて送れとのことだ」

　ルクレーシャスは軽い口調で言ったけれど、その顔色はどんどん悪くなっていく。

「週末、観に行く。この女も連れていくからおまえが準備をさせておけ」

「……リンジーさんを連れていく？」

「ああ」

　アーロンがぽかんとしている内に、ルクレーシャスは私を置いてホールから立ち去った。

　ルクレーシャスが見えなくなったのを見計らって、私はアーロンに相談した。

「あの、一体何の話なの？　オペラを観に行くの？　ローデリヒ王って……？」

　しばらく、アーロンは言葉を無くして私をまじまじと見ていた。

　やがて、気を取り直すとアーロンは説明をしてくれた。

「英雄魔術師っていうのは、ルクレーシャスの異名なんだ。この演目は、ルクレーシャスが十二歳の時にあった出来事を元に作られた話なんだよ。オークランド王国が戦争に負けたのをきっかけに、ローデリヒ・ハウスというオペラハウスをローデリヒ王がこの国の各地に作ったのは有名だろう？　そして、この演目はローデリヒ王が作家に書かせたもので、ローデリヒ・ハウスでは頻ひん繁ぱんに上演される人気演目なんだ」

　アーロンは丁てい寧ねいな口調で、優やさしく教えてくれた。

「え？　そうなの？──って、そういう意味じゃなくって！」

　私はこの展開に混乱していた。

「私、ルクレーシャスの気持ちを知ってるのに、ひどいことを言ってしまった話はしたわよね……それで、彼に現実を教えてやると言われたの。オペラハウスに何があるの？──何か、ルクレーシャスの魔力が暴走する時に思い出す出来事と、関係があるの？」

　あの晩のルクレーシャスの様子を思い出しながら言うと、アーロンは嘆たん息そくした。

「あいつ、そんなことまでリンジーさんに話しているのか」

「夜に、うなされている声が聞こえて……説明してくれたの。とても辛つらい記き憶おくを思い出すって」

　とても恐おそろしい目に遭あって、妖精たちに助けを求めたこと。妖精たちの命を犠ぎ牲せいにして生きながらえたこと。その瞬しゆん間かん、魔石に吸い寄せられた周囲の人々の感情を知ってしまったこと。

「──英雄魔術師っていう演目は、まさにその辛い記憶を元に作られてる」

　アーロンは重い溜ため息いきを吐ついた。

「ルクレーシャスは、当時のことをできれば忘れて生きていきたいと思っているのにな。……場所を移そう。リンジーさんには詳くわしく話しておいた方がよさそうだ」

　どこへ行けば人がいないだろうと周りを見回したら、ルビーちゃんが窓の外を飛んでいくのが見えた。起きて早さつ速そく他の妖精たちと遊んでいるらしい。落ち込んでいる様子はなくて、ほっとした。

「それじゃ、私の部屋に来る？」

「二階か……そこなら他ほかの魔術師は入らないな」

「あなたは二階に入っちゃいけないんだっけ？」

「オレは大だい丈じよう夫ぶだよ。大体、あんたの部屋は誰が整えたと思ってるんだ？」

「あなたが……？　ありがとう」

「ああ。オレの実家は手広く商売をやっているからな。入り用なものがあればオレに言ってくれれば大たい抵ていのものは手に入る。さて、どこから話したもんかな」

　部屋に入ってきたアーロンに、私は椅い子すを勧すすめた。

　彼は小さく礼を言うと、椅子に腰こしかけた。

　私は少し離はなれた長椅子に座った。──やがて、アーロンは口火を切った。

「オレとあいつ……ルクレーシャスはマグネス王国で会ったんだ。その頃ころ、オレは親おや父じについて商売でマグネス王国を訪おとずれていた。ルクレーシャスはマグネス王国の捕ほ虜りよってやつをやっていたが、中々うまく立ち回ったらしくて、王立マグネス学園に入学していた。色々制限はあったみたいだけどな……当時あいつは十五歳で、オレは噂うわさに聞いていた英雄魔術師があんなにやせっぽちのガキだとは思っていなくて、驚おどろいた」

「英雄魔術師……」

「唯ゆい一いつ期待通りの成果を出した魔術師って意味だったり、力が強いって意味だったり、大量殺人者って意味が込められていたりする。まあ、ろくな呼び名じゃない。だけど当時のオレはカッコイイと思ってた。その時のオレは今のルクレーシャスと同じ、二十二歳で、もうそれなりの年ねん齢れいだったんだけどな……残ざん酷こくな真実ってやつが見えていなかった」

　魔術師に、ルクレーシャスに憧あこがれているというナリサスの顔が私の脳のう裏りをよぎった。

　アーロンは遠くを見つめたまま、自じ嘲ちようした。

「あいつは力のある魔術師だ。オレがあいつに出会った時、あいつは自分の力を熱心に磨みがいていた。できたらその力を二度と使いたくないと思っていただろうに、強くならなければ生きられない状じよう況きようだったんだ。ルクレーシャスはその力を利用して、マグネス王国の研究者や権力者に取り入り、交こう渉しようし、己おのれの身を削けずり、身を守っていた。故国や家族の助力もなく、異国の地で一人で生きていた。力を使えと命じられればそうするしかなく、あいつはマグネス王国の兵器の一つとして他国との戦場に駆かり出されさえしていた。──当時のあいつの不安定な立場を思うと今でも冷や汗あせが出る。いつ殺されてもおかしくなかった」

「今は、大丈夫なの？」

「今もどうかな？　故国へ戻もどってきたはいいが、オークランドの国王様に逆さか恨うらみされてるしな」

　アーロンは水差しから水を呷あおった。

「あいつを危あやうい立場から抜ぬけ出させる為ために、オレは尽じん力りよくした。憧れはまだある──だがそれ以上に憐あわれに思う。妖よう精せいたちの命を犠牲に奇き跡せきの復活を遂とげ、膨ぼう大だいな魔力を持つ魔術師として、英雄魔術師と呼ばれる程ほどの大量殺さつ戮りくを繰くり広げたのは、あいつがたった十二歳の時だったんだ」

　私が聞いたのは、ルクレーシャスが魔石を取り込んでしまったところまで。その時に多くの人々の様々な感情を味わうことになったということだけだ。まさかその後に彼が戦わされたとは思わなくて、私は一瞬言葉を失った。

「……その時の話が、オペラになっているのね」

「あいつが思い出すのも嫌いやがっているまさにその時を切り取った劇だ。マグネス王国のローデリヒ王はあいつのファンを自じ称しようしていて、その劇を作らせ上演させている。ルクレーシャスは立場上、自分を題材にした劇を作っていただいてありがとうございますって言わなきゃいけない。観てこいと言われたら、観ざるを得ない」

「ローデリヒ王はルクレーシャスが嫌がっているのを知らないの？」

「もちろん、知ってるさ」

　私の言葉に驚いたように目を見開きながらアーロンは言った。

「わかってるに決まってるだろ。わかっていて、ルクレーシャスを甚いた振ぶっているのさ。おちょくってるんだよ。それでもルクレーシャスは逆らえない。ローデリヒ王に許されてオークランドに魔ま術じゆつ協会を開いているって立場だ。だから魔術師を嫌きらうオークランド王も口出しして来ない。オレたちにはまだマグネス王国の後ろ盾だてが必要なんだ」

　一気に言われて、頭が中々ついてこない。

　つまり、ルクレーシャスは観たくもない劇を観て、とても楽しかったですと手紙を出さないといけないということだ。

「……私、観ていられるかしら」

「まあ、あの話を観ると、人によっては震ふるえあがるほど興奮するし、腹の底から恐ろしさを感じたりもするらしい」

「わくわくしたりヒヤヒヤしたりするってことは、面おも白しろいの？」

「完全に他人ひと事ごとと思えれば面白いんだろう。だけど、過去を思い出すことさえ嫌けん悪おしているルクレーシャスに、自分の過去を題材にした話を観て感想を聞かせろというのは、悪あく趣しゆ味みだってことはあんたにもわかるだろう」

　いつかの夜のルクレーシャスの悲鳴が脳裏によみがえり、背筋に悪お寒かんが走った。

「オレも初めは手に汗あせ握にぎりながら楽しんだような気がするが……。ルクレーシャスを実際に知ってしまうとな。今は観るのが辛いよ」

　アーロンは目を伏ふせて言った。

「けれど、あいつはローデリヒ王の指令に逆らうことはできない」

「オークランド王国で、オークランドの国民が協会を運営するのに、マグネス王国の王の機き嫌げんを窺うかがう必要があるだなんて、なんだか変ね」

「それが敗戦したってことだろう。戦争から十年経たつが、まだまだオレたちは負け続けているんだよ」

　漫まん然ぜんとオークランド王国の片かた隅すみに暮らしている私はそんなこと、知りもしなかった。

　けれどまだ戦い続けている人たちが、ここにいるだなんて。

「リンジーさん、あんたがいてよかった。いつもなら人を連れて行くだなんて絶対に言わないからな。ルクレーシャスが自分のトラウマを突つきつけてでも思い知らせてやりたいだなんて思うほど、怒いかり狂くるわせてくれて逆にありがとうだ。あいつを一人で劇場に向かわせるより百倍いい」

　安あん堵どを滲にじませるアーロンを見ていると、彼がナリサスを嫌う理由が少しだけわかった。

　ナリサスのルクレーシャスへの憧れは、ルクレーシャスを苦しめているのかもしれない。

　どうしても魔術師になりたいと願っていたナリサスは、ルクレーシャスが魔術師であることで苦しんでいるのを知っているのだろうか。

「……アーロン、あなたって本当に、ルクレーシャスのお母さんみたいね」

「ハハ、女によう房ぼう役と言われた方がマシだよ。だが、母親みたいにあんたに頼たのんでおこう、リンジーさん──どうかルクレーシャスを、頼んだ」

　アーロンの真しん剣けんな顔には鬼き気き迫せまるものさえ感じた。

　私はただ、頷うなずくことしかできなかった。




　劇場を訪れたルクレーシャスそれ自体が、見み世せ物もののように注目を浴びた。

　エスコートをしてくれているルクレーシャスの腕うでが震えていた。

　寒いのもあるかもしれない──と思ってみたけれど、やはりそれ以外にも理由はあるだろう。

　私たちに気づくと、係員ではなく支配人らしき男が近づいてきて、私たちを席へと案内した。

　舞ぶ台たいからは少し離れた、けれど舞台の真正面に位置する席だった。

「観みやすそうね」

「一等席だ──リンジー、座れるか？」

「大丈夫そう」

　初めてこういうドレスを着るけれど、思っていたより自由に動けた。

「……どこかで礼れい儀ぎ作法を習っていたのか？」

「これでも一応貴族なのよ、私……ありがとう」

　ルクレーシャスが手を貸してくれたから、その手を借りて座ったら──そのまま手を握にぎりしめられた。どきりとしたけれど、ルクレーシャスの横顔は青ざめていて、手は見た目ではわからないぐらい小刻みに震えている。指先は魔力が暴走した夜のように冷たい。

　緊きん張ちようしているせいかお腹なかが空いてきた。できれば一度ロビーに戻りたかったけれど、私の手を強く握ってくるルクレーシャスに、離はなしてとはとても言えなかった。

　ややあって、ルクレーシャスは囁ささやくような声こわ音ねで聞いてきた。

「リンジー、この演目がどんな話かは聞いているか？」

「アーロンに少し。あなたが昔戦争に出た時の話なのよね？」

「……ああ、その通りだ」

　ルクレーシャスは苦く笑しようしつつ頷いた。

「舞台になっている以上は演出上の綾あやはあるが、悲ひ惨さんな出来事ほど現実に起きたことだということを、念頭に置いて観ておけ」

　溜ため息いきのように言うと、ルクレーシャスは背もたれに身体からだを預けて目を閉じた。

　幕が上がってゆく──演目が始まるのに。

「……ルクレーシャス、観なくていいの？」

「目を開けていては耐たえられない」

　平へい淡たんな声だったから、一いつ瞬しゆん、彼が何を言っているのかわからなかった。

　開幕後、私は拍ひよう子し抜ぬけした。どれほど恐おそろしい演出がされるのだろうと怯おびえていたのに、それは普ふ通つうの劇だった。主演の、ルクレーシャスに扮ふんしている少年のソプラノの歌声はとても美しい。

　かなり前に、天てん井じよう桟さ敷じきで安いオペラを観たことしかない私は、ともすれば見入ってしまいそうだった。けれど、指先から伝わってくる震えがひどくなり、私は現実を思い出した。

「ルクレーシャス……大だい丈じよう夫ぶ？」

　ソプラノの少年は魔術師であることを誇ほこっているようだった。力のある魔術師である自分に妖精が跪ひざまずくのを傲ごう慢まんに見下ろしていた──似ているのかもしれないけれど、きっとルクレーシャスそのものを描えがいているわけじゃない。

　けれどきっと周りの人たちはそうは思ってくれない。

　勇ゆう壮そうな音楽が奏かなでられる。ルクレーシャスを演じる子供が手を振る度たびに次々と敵兵が倒たおれて行くのを、観客たちは熱の籠こもった目で見つめている。

　まるで魔術師に憧あこがれるナリサスのように──実際はそんなんじゃないのに。憧れられたくなんかないのに。

「おい……あそこに座っているの、本物の英えい雄ゆう魔術師じゃないか」

「すごい、本人だ。握あく手しゆしてもらえないかな」

　こちらを見ないで欲しい。今、上演されている内容はルクレーシャスにとって誇れるようなことじゃない。それどころか、苦しみの象しよう徴ちようなのだ。それを観て嬉うれしそうにしている人に近づいて欲しくない。
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　──今、ナリサスをルクレーシャスから遠ざけようとするアーロンの気持ちが痛いぐらいわかった。彼らにどこかへ行って欲しい。それができないなら、ルクレーシャスをこの場から遠ざけたい。だけど、彼はローデリヒ王の命令に逆らえない。

　私にできるのは、彼の手を握りしめ続けることだけだった。




　この演目だけ観た人なら、勝利した国はオークランド王国に違ちがいないと思うはずだ。

　終始勇壮な音楽に彩いろどられたこの話の間中、英雄魔術師ことルクレーシャスを演じる子供は一いつ騎き当とう千せんの働きをしていた。終わる間ま際ぎわにマグネス王国の凶きよう弾だんに倒れた──けれど、妖よう精せいたちの忠誠心から、死の淵ふちより蘇よみがえりを果たした。

　彼が勝利の雄お叫たけびをあげるところでこの演目は終わっていた。

　英雄魔術師。確かに、演じられたことがそのまま過去に起きていたのだとしたら、ルクレーシャスが英雄と呼ばれるのも理解できる。

　とはいえ、実際には──オークランド王国は敗北している。

「あの後、第一王子が討うち死にして、なし崩くずしにオークランド王国が撤てつ退たいさえしなければ、勝てたかもしれないのになあ……」

　悔くやしがる声がする。たぶんこの人は、手に汗握って劇を楽しんだ側の人だろう。

「まさか……こんなことが本当に起きたとは……」

「私も、何度観ても信じられなくて……」

「これほどの奇き跡せきが起こせるとは、魔ま術じゆつ師しとは、妖精とは一体──？」

　多くの妖精の力を得た魔術師の力に恐れおののく声も聞こえる。

「どうして妖精たちはあの魔術師に力を貸したんだろうな……？　あの戦争では多くの魔術師が動員されていたのに、どうして心を通わせた熟練の魔術師ではなく、あんな子供に？」

　少し、魔術に詳くわしそうな人の声も聞こえる。それを聞いていたのか、ルクレーシャスはぼそりと呟つぶやいた。

「俺にも……何故なぜ妖精たちが俺を贔ひい屓きしたのかはわからない……何故あれほど多くの妖精たちが俺などのために命を落としたのか……」

　ルクレーシャスが、自分を責めているのがなんとなくわかる。

　その時、私たちの前の前の席に座っていた男が、ガタンと立ち上がって私たちを振ふり返り、指さして叫さけんだ。

「ルクレーシャス・ブルーイット！　おまえの存在そのものが、死者への、神への冒ぼう瀆とくだ！」

　叫んだ男はすぐに劇場の係員に取り押さえられ、連れ出された。

　しんと静まり返った劇場。じろじろと無ぶ遠えん慮りよに視線を向けてくる人たち。

　好こう奇きの視線。胡う乱ろんな眼まな差ざし──どちらもルクレーシャスを傷つけるだろう。

「もう、義務は果たせたんでしょう？　行きましょう！」

　ルクレーシャスの腕うでを引いて外へ出た。待たせていた馬車に乗り込んだけれど、ルクレーシャスは「屋や敷しきへは向かうな」と御ぎよ者しやに命じた。

「どうしたの？　すぐに帰って休んだ方がいいわ。顔色がすごく悪い……」

「だからだ。こんな顔でアーロンに会えば、またうるさくなる。面めん倒どうだ」

「あの人は、本当にあなたを心配しているのよ」

「そうなんだろうが、心配しすぎて、あいつはあいつで苦しんでいる」

　だからこれまでは、ルクレーシャスはどんなに辛つらくても一人で耐えていたのかもしれない。

　アーロンが苦しむ姿を見て、またルクレーシャスも苦しむのだろう。二人の間の繫つながりが強いあまりお互たがいを傷つけているのかもしれない。

　それはとても悲しいことだと思った。

「それなら、うちの家に招待するわ。……もしまだあればね」

　ルクレーシャスが私の言い草に目を丸くしている内に、私は御者に目的地を伝えた。馬車から降りた時にはとても目立った。私が暮らしていたのはアパートの二階だ。ドレスを着ている男女が出入りするような界かい隈わいじゃない。

　階段を上がる最中、ルクレーシャスは物もの珍めずらしげにアパートの廊ろう下かを見まわしていた。普ふ段だん屋敷に暮らしているような人間には、その屋敷のホールにすっぽりと入りそうな建物の中に何十人も暮らしている光景は珍しいだろう。

　扉とびらを開けようとして鍵かぎがないことに気づいて戸と惑まどっていると、私たちを見み咎とがめる人がいた。

「あんたたち何してるんだい！──おや、リンジーじゃないか！」

「あら……おばさん、こんにちは」

「きれいな恰かつ好こうをしちゃって！　帰ってこないからどうしたのかと思ってたけど、結けつ婚こんしたのかい！」

　と言って、このアパートの大家はルクレーシャスを見やった。

　私は慌あわてて否定した。

「違うわ。結婚なんてしてないわ」

「それじゃ、付き合ってる身で男の家にあがりこんでるってことかい？　なんてふしだらな！」

「違うってば。おばさん、誤解してるわ！」

「住み込みの使用人が着る服じゃないよ、それは！」

　おばさんがさらに叫ぼうと息を吸い込むと、ルクレーシャスが進み出て丁てい寧ねいに頭を下げた。優ゆう雅がな物もの腰ごしで──異国風のお辞じ儀ぎをされたおばさんは驚おどろいて小さな目を丸くしている。

　今のはマグネス王国式のお辞儀だ。オークランド人なのに、オークランド王国の礼よりもそちらに慣れている様子のルクレーシャスに、私は痺しびれるような衝しよう撃げきを受けた。

「彼女には俺の屋敷で働いてもらっています。今日はたまたま、パートナー役を任せていただけで──あなたはリンジーの？」

「このアパートの大家だよ。まったく前もって知らせもしないで家を出るから、もう少しで他ほかのやつに貸すところだったよ！」

「ごめんなさい。ゴタゴタしていたから」

「あんたは能天気な顔をしてるくせに、それなりに苦労しているみたいだからねえ」

　おばさんは溜ため息いきを吐ついた。

「家賃は払はらってもらってるから、文句はないけどね」

「えっ？　誰だれが？　もしかして──」

「アーロン・プライスって名前の人から手紙と小切手が届いてたよ。知り合いかい？」

　──アーロンが支し払はらってくれていたらしい。それはとてもありがたいことなのに、両親を勘かん当どうした親しん戚せきとか、大きくなるまで育ててくれた頼たよりにしていた人とか、そういう人たちが手を差し伸のべてくれたのではないかと勝手に期待して、勝手に落ち込んでしまった。

「どうした、リンジー？」

　項うな垂だれていた私は、ルクレーシャスに声をかけられて顔をあげた。

　今、一番傷ついているのはルクレーシャスなのだから、自分の感傷に浸ひたっている場合じゃない。私はルクレーシャスを見上げてお礼を言った。

「……ありがとう、ルクレーシャス。でも美味おいしいご飯が食べられる住み込みの上、魔石を取り出す研究のためにできることなんてほとんどなくて、具合が悪ければ診みてもらって、その上家賃まで払ってもらうだなんて、なんだか悪いわ」

「そのうち色々と協力してもらうことになるだろう。その給金なのだから、気にするな」

　ルクレーシャスが穏おだやかに言う。唇くちびるには微かすかに笑えみが浮うかんでいた。けれど、その顔は未いまだに青ざめている。

「おばさん、鍵を開けてくれる？　持ってくるのを忘れちゃったの」

「いいよ、ここはあんたの部屋だしね。出る時に言っとくれよ」

　大家のおばさんに鍵を開けてもらい、私とルクレーシャスは中へ入った。

「汚きたなくてごめんなさい。物を置く場所がなくて」

　入ってすぐにテーブルと椅い子すが二脚きやくある。左手は厨ちゆう房ぼうだ。その奥には寝しん室しつがあり、狭せまい部屋に二つのベッドが置いてある。壁かべ際ぎわには所せましと荷物が置いてあって、ルクレーシャスの屋敷を見慣れていると狭苦しいことこの上ない。

「今お茶を淹いれるから、座っていて。はー、寒いわね」

　部屋の前に置いてもらっている水みず瓶がめから薬や缶かんに水を汲くんで、暖だん炉ろの中の自じ在ざい鉤かぎにかけていると、ルクレーシャスが横に立って言った。

「火を起こすのを手伝おうか？」

「まさか、魔術で？　使っちゃいけないんでしょう？」

「これぐらい、目くじら立てられるようなことではない」

　ルクレーシャスが指先でそっと触ふれると、厨房横の暖炉の湿しめった薪まきに火がついた。

「すごい！　火打ち石いらずね」

「練習すればおまえもできるようになるぞ。魔術師になりたいか？　リンジー」

「魔術師に……」

　子供が夢想するみたいに、魔術を使う自分を想像してみた。

　しばらくして、薬缶のお湯が沸ふつ騰とうしたのを見て、厚手のミトンを手に嵌はめた。魔術を使うなら、やっぱり空を飛んでみたいと想像をめぐらしながら、ハーブの茶葉を入れたポットに薬缶のお湯を入れた。少し待ってからお茶をカップに注いでルクレーシャスに出すと、彼は一口飲んでから、言葉を継ついだ。

「ただし、魔術師になれば従軍義務が発生する」

　ルクレーシャスの言葉で思い出した。

　彼はその義務のせいで、十二歳にして戦場で前線に立ったのだ。

「オークランド王国に召しよう集しゆうされなくとも、マグネス王国は必ず俺たちを戦場に引っ張り出すだろう。それでも、魔術師になりたいか？　戦う為ための力が欲しいか？」

「いいえ……欲しくない」

「だが、魔ま石せきを持っているということは、魔術師になる為の門の前にいるようなもの……いや、もうほとんど門はくぐってしまっているかもしれない。引き返すには、早急に魔石を手放すしかない。そして二度と魔石に触れないように妖よう精せいと距きよ離りをとる必要がある。魔術師の才能があると厄やつ介かいな連中に知られる前に──俺の言葉の意味がわかるか？」

「あなたの目には、私は考えなしに見えたんでしょう？　でも……やっぱりルビーちゃんと距離を置くなんてこと、できないわ」

「リンジー！」

「この部屋を見てよ、ルクレーシャス！　私は一人で暮らしていたの。以前は面めん倒どうを見てくれていた人がいたけれど、しばらく姿を見てないわ。友達はいるけど、みんな自分の生活で忙いそがしいの。親戚からは親の代から勘当されてるし、私を好きって言ってくれて、一いつ緒しよにいたいって言ってくれるルビーちゃんがいて、私は本当に、心から嬉うれしいの！」

　妖精という存在が私にとって『大だい丈じよう夫ぶ』ではないかもしれないと、ルクレーシャスのおかげでよくわかった。

　だからルクレーシャスを傷つけず、納なつ得とくさせるためには、軽はずみな気持ちでルビーちゃんを受け入れているわけじゃないと伝えなくてはならない。

「危険なこと、少しは理解できたと思う。それでも私は、一人になってしまうことの方が恐こわい」

「死ぬかもしれないぞ」

「今のところは、大丈夫みたい……あっ」

　この間も大丈夫だと言って怒おこらせたのに、また言ってしまった。

　慌てて口を押さえたら、ルクレーシャスは溜息を吐いた。

　思ったよりも悪い反応ではない気がした。ものすごく呆あきれられている気がするけど。

「もういい。──屋や敷しきに戻もどる前に、持っていきたい荷物があればまとめるといい」

「そう、ね。ありがとう、少し時間をもらうわ」

　簡単に荷物をまとめて鞄かばんに詰つめていくと、ルクレーシャスが鞄を持ってくれた。

「申し訳ないわ、重いわよ」

「……恐おそろしくはないのか？」

「え？」

「俺のことが恐いはずだ。オペラを観みただろう？　俺は大量殺人者だ」

「そんなことを言ったら……この国の為に戦ったすべての人が殺人犯になってしまうわ」

「数が違ちがう。俺は特に魔術を用いて多くを殺したから英えい雄ゆうなどと呼ばれているんだ」

　ルクレーシャスの手がまた冷たくなっていそうだと思った。鞄を持っていない方の手に、そっと手を伸ばした。避よけられなかった。思った通り、彼の指先は氷のように冷たかった。

「あなたは人殺しをしたいから魔術を学んだの？」

「まさか！」

「だったら、あなたを恐がる理由はないと思うわ」

　ルクレーシャスの手を握にぎりしめて、彼の目を見てはっきりと言った。

　明らかに納得のいっていない顔をしつつも、彼は口を噤つぐんだ。手がゆっくり離はなれて行く。

　部屋を出た時に、また彼は私を振ふり返った。

「俺には人を殺す力がある。その力は魔術で、魔術の源たる魔力は暴走することがある──傍そばにいるのは不安だろう？」

「あなたは私を恐がらせたいの？」

　どうにかして私に恐いとか不安だとか言わせたいらしい。

　食い下がるルクレーシャスを困り果てて見上げると、彼は渋しぶい顔をした。

「おまえが現状を理解していないのではないかと思えて仕方がない」

「それじゃ、屋敷に戻ったらまた改めて話しましょう。あなたが納得できるようになるまでたくさん話せばいいわ。──私、おばさんに挨あい拶さつしてくる」

　大家のおばさんに鍵かぎを開けてもらったお礼を言い、またしばらく留守にする旨むねを伝えた。

「リンジー、いい男じゃないか。逃のがすんじゃないよ」

「ルクレーシャスのことを言ってるのなら、そんな関係じゃないのよ、本当に」

「うかうかしてたら逃しちゃうよ！」

　人の話を聞かないおばさんから逃にげるようにしてアパートから出た。アパートの前に馬車はなく、ルクレーシャスの姿も見えない。たぶん、道が狭いから、他ほかの馬車の邪じや魔まにならないように移動したのだろう。

　ルクレーシャスが来てくれるだろうから、すれ違いにならないように私はアパートの前に立ち待つことにした。

（……不安なのはきっとルクレーシャスの方なんだわ）

　私の言葉は彼を不安にさせてしまうらしい。とはいえ、恐くはないのに恐いと伝えて、彼を別の意味で苦しめたくもない。

　ルクレーシャスの震ふるえる指の冷たさを思いながら、私は自分の手を胸に抱だいた。

「恐いと答えた後にあなたがどんな表情を浮うかべるかと思うと……それが一番不安で恐ろしいのよ、ルクレーシャス」

　言ってもきっと彼には伝わらないだろう。ルクレーシャスも私に対して、こんな風にもどかしい思いでいるのかもしれない。

　その時、ちょんと肩かたを可か愛わいらしく突つつかれて、驚おどろきながら振り返ると──そこにいたのはルクレーシャスではなかった。

「トピ！　あなた、今までどこに──」

　背後から現れた誰だれかが私の口を布で覆おおう。薬品の匂においがした。

「悪く思わないで、というのは虫が良すぎるでしょうね」

　聞き覚えのある声だった。それは──アドニス・ラブキンの声。

「んんん!?」

「すみません、リンジーさん。もうこれしか方法がないんです──」

　耳元で懇こん願がんするように言うアドニスの声を聞きながら、次し第だいに遠ざかる意識のどこかで、ルクレーシャスの声を聞いた気がした。
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　瞼まぶたを開くと薄うす暗ぐらい部屋が見えた。一いつ瞬しゆん、檻おりの中にいるのかと思った。

　けれどよく見たらもっと広い部屋で、檻と勘かん違ちがいした自分に落ち込んだ。

「暗いからって檻の中だと思うなんて──ちょっと毒されてるわ」

　打ち捨てられた廃はい屋おくのようだった。壊こわれた家具があり、埃ほこりまみれで、ドレスはしわくちゃになっている。

（……ここはどこ？）

　埃が積もった地面には医い療りよう用と思われる注射器がいくつも落ちていた。

「……病院？」

　どこかから落ちたトレーの中身が散乱したらしくて、手術器具と思われるメスやナイフのようなものが散らばっていた。部屋には等とう間かん隔かくに木造りのベッドが並んでいたけれど、既すでにその木は腐くさっていたり、脚あしが折れていたりした。

　不気味に薄暗いこの廃はい墟きよは、やはり元病院のようだった。

　頭の中に地図を思い描えがく。グルタフで廃墟となった病院というと、有名なものが一つ思い浮かんだ。

「海岸方面軍病院……」

　十年前、このグルタフには町はなく、小さな漁村があるだけだった。

　その頃ころ、東海岸とマグネス王国のある大陸との間の海は潮の流れが激しくて、船の往来がなかった。だから、ここまでやってくる人間は少なく、マグネス王国軍が巨きよ大だいな船で海を渡わたってこの土地を蹂じゆう躙りんした時には、それは簡単な作業だったと言われている。

　押し寄せてくるマグネス王国軍に対たい抗こうする為ために作られた、前線で負傷した兵士たちの為の病院が、今は廃墟となって町の西に存在する。

　町の悪ガキが肝きも試だめしと称しようして出入りしていた。私も一緒に肝試しをすればよかった。

　そうすればここの地理を把は握あくできていたはず。

「でもここ、なんか嫌きらいだわ。早く出たい」

　道はわからなくとも、とりあえずは下に降りればいいはずだ。

　けれど、廊ろう下かに出て見てみると、木の板で作られた簡素な階段は打ち壊されていた。

「……じゃあ窓から飛び降りればいいってこと？」

「やめなよ、リンジー。怪け我がをするよ」

　声をかけられて私は飛び上がった。けれど、声の主を見つけてほっと胸を撫なで下ろした。

「トピ！　あなたね、こっそり私に会いたいにしてもやり方がすごく乱暴じゃない！」

「……まだ気づいてないの？」

「なに？」

「リンジーは誘ゆう拐かいされたんだよ。ぼくと同じように」

「ゆう、かい？　まさか！──あの優やさしそうなアドニスさんが？」

　気を失う前のことを、思い出した。

　そういえばアドニスさんがいた。私の口に薬品の染しみ込んだ布か何かを押し当てて、眠ねむらせて──そしてここへ連れてきた？

「そうだよ。彼は、ぼくには優しくないけどね」

「る、ルクレーシャスはどこ？」

「アパートの近くじゃない？　馬車ごと誘おびき出されて目を離した隙すきに、リンジーがいなくなったんだから、きっと捜さがしてると思うよ」

　そう言ってトピはとても暗い顔をした。その顔を見たら、にわかに不安になって周りを見回した。天てん井じようの低い病院の跡あとは薄暗く、未いまだに薬品の不ふ吉きつな匂いが漂ただよっていた。

「……とにかく、ここを出ましょう」

「ぼくは出られない。この間逃げ出してから彼が警けい戒かいしちゃって、逃げられないように魔道具で魔術がかけられているんだ」

「じゃ！　それを破りにいきましょう！」

「……ま、それもいいかもね」

　やる気なく頷うなずいたトピを連れて、私は暗い廊下を歩いていった。

　窓という窓に、内側から木の板がバッテンに打ち付けられていた。

「封ふう鎖さされている上に……雨が降ってるから暗いんだわ」

「ここが暗いのは、あいつが暗いせいもあるよ」

　一瞬ルクレーシャスの顔が浮かんだけれど、トピがルクレーシャスのことを言っているわけがない。

「……アドニスさんのことを言ってるの？」

「ああ。だから嫌いなんだ。ああいう辛しん気き臭くさいヤツは……ぼくら妖よう精せいの心をめちゃくちゃにするんだから！」

　いつもの優しく穏おだやかなアドニスさんからは想像もつかないトピの言葉の数々。けれど、妖精や私を誘拐するような人ならば、裏の顔もあるのかもしれない。

「だけど、でもねリンジー。ぼくらを利用するヤツとわかっていても、その心に触ふれていると思ってしまうんだ。助けたいって。力になりたいって」

　でも、とトピは拳こぶしを握にぎりしめて悔くやしげに顔を歪ゆがめた。

「そんな風に思ってしまう自分に、一番、腹が立つんだ！」

　トピが声こわ高だかに叫さけぶから、アドニスさんを呼んでしまうのではないかと不安になり始めた。

「ねえ……トピ、声を抑おさえられない？　アドニスさんが戻もどってくる前に逃にげなくちゃ」

「ぼくを見捨てて逃げてみる？　リンジーだけなら外に出られるんじゃない」

「それはしないから、さっさと魔ま術じゆつをどうにかしましょう。どうすればいいの？」

　トピは私の顔を見て黙だまり込んだけれど、やがてぽつりと言った。

「……この病院の四方に魔術がかかった魔道具が置かれているはず。それを壊せばいいんだ。どれが魔道具なのかは、見ればぼくがわかるよ」

「それを私が壊せばいいのね？」

「リンジーから、魔力を返してもらえればぼくが壊せるよ。魔道具のある部屋で、返してくれる？」

「ええ、いいわよ」

　答えたら、また私の顔をまじまじと見つめながらトピが黙り込んだ。

「何？　私の顔に何かついてる？」

「ううん……ただ、その言葉をもらえてよかったなあと思っただけ」

「返すわよ。それができるなら……元から預かりものなんだから」

「うん。そうだよね。──返さないリンジーが悪いんだよ？」

「え、何が？」

「なんでもなーい」

　トピは顔を逸そらすと、鼻歌を歌いながら私の前を歩いていった。




　各部屋を覗のぞき込みながら歩いていたら、奇き妙みように新しい子供の服を見つけて、少しどきりとした。迷い込んだ子供が倒たおれているのかと思ったのだ。けれど、そこにあったのは服だけだった。

「あれは、トピの服？」

「違ちがうよ」

「それじゃ、私たち以外に誘拐された子供が──？」

「……彼は無関係の子供を誘拐したりしない。さっさと行こう」

　トピは少しだけ足を速めた。私は首を傾かしげつつ、トピに聞いた。

「どうして私が誘拐されたのか、トピは知ってる？」

「それは、ぼくがきみから魔石を取り戻したいと言ったからだよ」

「魔石を取り戻したら、アドニスさんに利用されてしまうんじゃないの？」

「ああ……たぶん、そうなるだろうね」

「それじゃ、魔石を返すのは、魔道具を壊こわした後すぐじゃなくて、安全なところに逃げ果おおせてからの方がいいんじゃない？」

　今、私の中にある魔石に触れることは誰だれもできない。

　けれど、トピは私の提案を否定するように首を振ふった。

「今じゃなきゃ無理なんだ……だけど、ねえリンジー、きみには、ぼくに魔石を返さずに逃げるって選せん択たく肢しもあるんだよ？」

　と、一つの部屋の前で止まったトピは言った。

　診しん察さつ室と掲かかげられた扉とびらをじっと見つめながら、トピはぽつりと言う。

「きみだけならきっと逃げられるよ……ぼくだってすぐに殺されはしないだろうし」

「置いて行かないって言ってるでしょう」

「きみのことは、いい人間だと思っているよ。ぼくの魔石を勝手に使うところ以外は」

「好きで取り込んだわけじゃないのよ？」

「うん。知ってる。本当なら、ぼくの許可か、あるいは複雑な魔術儀ぎ式しきが必要なのにね……」

　トピはドアのノブに手をかけて言った。

「きみはたぶん、ぼくの好みの人間なんだと思うな。……傍そばにいたら、きっと好きになれると思うんだ」

「それは素す敵てきね。じゃあ、お友達になりましょう」

「うん。友達になりたいな、リンジー」

　前を向いているトピが笑ったような気がした。

　けれど次の瞬しゆん間かん、扉を押しながらトピは続けた。

「だけど──ごめんねリンジー。きみには死んでもらわなくちゃ」
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　扉の向こう側には、短たん剣けんを振り上げたアドニスさんがいた。私はすんでのところで襲おそい掛かかる彼の攻こう撃げきを避よけた。

「え、あ、アドニスさん！　どうして!?」

　廊ろう下かにまろびでて、板の打ち付けられた窓に背を押し当てながら、部屋の中で落とした剣を拾うアドニスさんを信じられない気持ちで見つめた。

「リンジーさんにはなんの恨うらみもない。今日まで何度も考えましたよ。けれど、あなたにはご家族がいないというし、ならばと……私はあなたを殺すことにした。理由が気になるでしょうね」

「当たり前だわ……」

　アドニスさんの手には刃は渡わたり三十センチはある短剣が握られていた。原始的だが鋭えい利りな形は本能的な恐きよう怖ふを増ぞう幅ふくさせる。総毛立つ私を見て、彼はダメージを受けたように項うな垂だれた。

「やはり、思っていた以上にこれは辛つらいですね。何の罪もない女の子に刃やいばを向けなくてはならないなんて」

「じゃ、じゃあ、思い直して、アドニスさん。きっと、気の迷いだもの……。今なら、あなたは引き返せるわ！」

「まさか、気の迷いなんかでこんなことをするわけがありません。……それに罪のない人間を殺すことには慣れています」

　殺さつ人じん鬼きには見えなかった。私の驚きよう愕がくの眼まな差ざしをどう受け取ったのか、アドニスさんは苦く笑しようして答えた。

「──十年前の戦争で。だから引き返すも何もない」

「あなたも、あの戦争に行ったの？」

　私が思い浮うかべたのは、ルクレーシャスと、つい先ほど見たばかりのオペラだった。

　この打ち捨てられた病院は、オペラの華はなやかさとはかけ離はなれていた。

「私は、あくまで軍医としての従軍でしたけれどね。そして、この病院での勤務でした……」

　アドニスさんは懐なつかしむようにぬくもりのかけらもない壊れた窓硝子ガラスを眺ながめた。

「ここで、多くの罪もない同どう胞ほうが苦しみながら死ぬのを見送りました。手の施ほどこしようのない者たちを何人も何人も、この手で冥めい府ふへ送りました。それが私の仕事だと、慈じ悲ひと信じて、誇ほこりをもって──」

　一時アドニスさんは死者の冥福を祈いのるかのように瞑めい目もくした。

　次に目を見開いた時、その瞳どう孔こうは開いていた。

「ですが、死の淵ふちからでも甦よみがえるすべがあるのだとすれば、私の行いは単なる殺人ではありませんか？　戦争の最中、敵を倒すのであればまだしも、私がしたことといえば昨日談笑したばかりの友である、死にかけの重傷者たちに引導を渡わたすこと。助けられたかもしれないのに。私は取り返しのつかないことをしたのでは？　それとも、彼だけが特別だとでもいうのか？──どちらにせよ、耐たえがたい」

「な、なにを言っているの？」

「ルクレーシャス・ブルーイット、英えい雄ゆう魔ま術じゆつ師し──死の淵から彼だけが蘇った。そんなの、ずるいじゃありませんか」

　アドニスさんが何を言っているのかわからない。

　彼の、短剣を持つ手は震ふるえていた……。

　茫ぼう然ぜんとする私に、トピが肩かたを竦すくめて教えてくれる。

「ぼくのように強い妖よう精せいの力があれば、死者さえも蘇らせられると信じているんだよ、彼は」

「そ、そんなことが可能なの？」

「さあ？　だけど、英雄魔術師は死の淵から蘇ったとされているよね……」

　トピはゆっくりと私に近づいてきた。

　私は同じだけ後退した。

「……少なくとも、万ばん全ぜんの状態じゃないと成功はしないだろう。というわけで、ぼくの魔石を返して欲しいんだよ、リンジー」

「トピ、あなた、協力してるの？」

「洗脳みたいなものだって、自分でもわかっているんだけどね。暗い鉄の檻おりの中で、一つの強きよう烈れつな感情を何度も何度も叩たたきつけられると、ぼくたち妖精って、どうしても染まってしまうんだよね……」

　ゆらりとトピが片手をあげる。それが危険な動作だと直感的に理解して心臓が音を立てる。

「……今ではすっかりぼくは彼の支持者だ。心から彼の願いを叶かなえるための道具になりたいと思ってる」

「ふ、二人が納なつ得とくしているなら、別にそうすればいいじゃない。人を蘇らせたいと願うこと自体は、別に罪ではないはずだわ。魔石なら、返せるものなら返すわよ。なんでそれが私を殺すなんて物ぶつ騒そうな話になるの!?」

「きみから魔石を取り出すには、きみを殺すしか方法がなさそうだからだよ、リンジー」

　私はしばらくトピの言っていることが理解できなかった。

　理解できて初めて、誘ゆう拐かいされた理由がわかった。

　その瞬間、私はその場から逃にげ出した。

　一いつ拍ぱく置いた直後に、後ろで爆ばく発はつのようなドンという音がした。

「逃げないでよ、リンジー」

　場ば違ちがいなぐらいのんびりとしたトピの声が聞こえる。きっと先ほどの音は、トピが私に向けて魔術を使った音だろう。逃げないわけがないでしょ！　と内心思いつつ、叫さけぶ余よ裕ゆうもなかった。薄うす暗ぐらい病院の廊下を駆かけ抜ぬけていく。

　今、私がいるのは三階みたいだった。板を打ち付けられた窓から外を覗のぞくとなんとなく高さがわかる。

「ああもう！」

　やっと見つけた階下へ続く木の階段は、打ち壊こわされたあげく火がつけられたようだった。乗ったらもろくも崩くずれそうで、他ほかの道を探す。闇やみ雲くもに動いていたら、トピとアドニスさんの声が近くに聞こえて慌あわてて隠かくれた。

「本当に私に協力する気があるのか？　彼女を逃がすつもりじゃないだろうな」

「誤解だよ、アドニス。前に町で会った時にも誤解だって言っただろう？　ぼくはリンジーから力を取り戻もどそうとしただけで、あなたから逃げるつもりなんてなかった。今回も、リンジーを逃がすつもりはない──」

　音を立ててはいけない。見つかってしまう。ただ、ここにいても見つかるかもしれない。

　私は足音を殺して、物音を立てないように気を付けて、ゆっくりとその場から逃げた。

　彼らが言い争っている内に、少しでも逃げなくてはいけない。

「はあ、はあ……息が苦しい……」

　ルクレーシャスにつけられた鉄のチョーカーのせいで、喉のどのあたりが苦しく感じる。締しめ付けるようなものじゃないはずなのに。精神的なものかもしれない。

　気休めに、ドレスに合わせて用意していた、鉄のチョーカーを隠す為ためのレースのチョーカーを外した。

　チョーカーはルクレーシャスの鍵かぎがないと外せない。

「……あれ？」

　ふと、三階の一番端はしの部屋に、妙みように片付けられた部屋を見つけた。

　暗くてよく見えないけれど、埃ほこりが積もってもいなさそうだった。

　そういえば、廊ろう下かは比ひ較かく的てき埃が少なくて、埃っぽくて息もできない部屋とそうではない部屋があった気がする。

「ここは……？」

　がらんとした部屋は片付けられていて、最低限の物だけ置いてあるといった様子だった。

　小さな机と、その脇わきに積まれた本。

　もしかすると、ここに潜せん伏ぷくしていたらしいアドニスさんが、普ふ段だん使いしていた部屋なのかもしれない。

「これ……死者蘇そ生せい術って、あの時紛ふん失しつした魔術書？」

　恐おそらく麦むぎ冠かんむりの祭りの日にアドニスさんが盗ぬすんだのだろう。以前アドニスさんが書庫に入ったのも、ナリサスの為ではなく自分の為だったのかもしれない。けれど、ナリサスのせいだということになった。ナリサスがアドニスさんを庇かばったから──。

（アドニスさんは、自分を庇うナリサスを見てどう思ったんだろう）

　死者蘇生術と題名のある本の横には、古びた写真が新しい写真立てに入れられ置かれていた。

　薄暗い部屋から、僅わずかに明かりが差し込む窓べりに寄って写真を見た。

「……男の子」

　白黒の古びた写真だった。中央には、可か愛わいい満面の笑えみを浮うかべて、写真の撮さつ影えい者しやに手を伸のばす男の子の姿が写されていた。撮影の時に随ずい分ぶん動いたらしくて男の子の姿はぶれていた。母親らしき人が後ろから笑顔で抱だきしめていた。彼女の顔も、子供のやんちゃを押さえようとしたせいか輪りん郭かくがぶれていた。

「アドニスさん……」

　麦冠の祭りの時、アドニスさんは私を家に招待しようとした。

　私が行けば息むす子こも喜ぶだろうと優やさしげに微ほほ笑えんでいた。息子は死んでいるのに──私の命と引き換かえに蘇らせようということだったのだろう。

　あの時から私を殺そうとしていたのだろうか。

「信じられない……」

　けれど、心のどこかで信じられる自分もいた。この古びた写真に対する愛情が、最近子供に人気のキャラクターの描えがかれた新しい写真立てや、この薄暗い病院のそこかしこに溢あふれている。それが次々と見えてきた。

「……あの、子供服」

　そういえば、トピと歩いている道すがら、部屋に子供服を見つけて妙だなと思ったのだ。あの奇き妙みように真新しい子供服は、蘇った子供に着せるためのものだったのだ。

「蘇らせられるなんて、ホントに信じてるの？」

　胸に写真を抱きしめながら虚こ空くうに問いかけたら、応こたえがあった。

「……実際、無理だろうと思ってるよ」

「トピ！」

　いつの間にか、追いついたトピが音もなく私の背後に忍しのび寄っていた。

　彼は生気のない目をして、虚うつろに瞳ひとみを輝かがやかせている。

「だけど、彼は可能性に賭かけたがってる。英雄魔術師だなんて呼ばれている、あの魔術師が蘇ったりしたのがいけないんだ」

　トピは悪態をつくと、スッと私に手を伸ばした。

「ぼくは、彼の想おもいに応えてやりたいんだ。お願い、リンジー。ぼくの命、返して」

「……返さないわ」

「リンジー！」

「というか、返せないのよ。わかってるでしょう？……たとえ返せるとしても、できることならあなたを止めたいわ」

「止まらないよ。きみも、彼の願いのために命をかけてくれないかな？」

「嫌いやよ！」

「そう──それじゃ、後はぼくときみの感情のぶつけ合いだ」

　のろのろとトピが腕うでをあげる。身体からだが重いのか、それとも──。

（トピも、本当はこんなことしたくないのかも）

　妖よう精せいは暗い感情を好まないと聞いている。けれど、今トピは暗い感情に染まりきっていた。

　自分では逃のがれたいと思いつつも、できないのかもしれない。

　私は写真を置いてその場から逃げ出した。今度は爆発音がしなかった。写真のある部屋を傷つけないためかもしれない。

「トピ！　彼女はどちらへ？」

「あちらだよ、アドニス」

　振ふり返ればまっすぐな廊下がある。私が先ほど曲がった角の向こうで会話するのが聞こえた。

「彼女さえ協力してくれれば息子は蘇よみがえる。蘇るんだ。ルクレーシャス様のように。ルクレーシャス様ができたのなら、私のコネリーだって──」

　ぶつぶつと呟つぶやき続けるアドニスさんの声が迫せまってくる。私は狭せまい廊下に反はん響きようするその声から逃げるように、更さらに廊下を奥へと走って行く──そして突つき当たりに出てしまった。仕方なく正面の部屋に入ると、そこは手術室だった。手術台の上に並べられていたものを見て、目め頭がしらが熱くなった。

　台の上に置かれていたのは白い小さな骨だった。きれいに、パズルのように、正確な位置に並べられた子供の骨だった。

　その横には、櫛くしがあった。子供の髪かみの毛を梳とかしてやりたいのだろうか。

　その櫛の隣となりには子供の玩具おもちやだろう、青いビー玉が転がっていた。

　……こんな状態から何をどうすれば蘇るというのだろう。どうしてアドニスさんは信じられるのだろう？　こんなこと、どう考えても異常だと思った。

　トピが言うように、ルクレーシャスが蘇ったから悪いんだろうか？

（まさか、そんなはずがない）

　これはただ単に、アドニスさんの切なる願いなのだ。

「……あなたはこんなこと、望んでるの？」

　並べられた骨に問いかけるような形になってしまった。逃にげ場を失ったせいか、変なことをしている。笑おうとしたら、首が異様に苦しくて、私は咳せき込んだ。鉄のチョーカーが熱を持っているのか、チョーカーに触ふれている私の皮ひ膚ふが熱くなっているのか、よくわからないけれど、熱い。

「……望んではいなさそう」

　なんとなく、アドニスさんの息子は彼の凶きよう行こうを良くは思っていないような気がした。

「お父さんが罪もない人を傷つけるだなんて」

　アドニスさんはコネリーと呼んでいた。

　コネリーという少年がどんな子だったのか想像してみたら、アドニスさんとよく似た目をした男の子の顔が思い浮かんだ。白黒写真ではわからなかったけれど、きっと髪の毛と瞳の色はお母さん譲ゆずりに違ちがいない──と私はなんとなく空想した。

　手術台の上に転がる、この青いビー玉のような透すき通った瞳だ。

「……嫌よね？　自分のためだからって人の命を犠ぎ牲せいにするだなんて」

『……』

「まさか、本当の目玉じゃないわよね……うん、普ふ通つうのビー玉。中に光る模様があるけど──っ、え？　首、痛ッ」

　ビー玉を手に取り、中に光る金色の模様を見ていたら、首の、チョーカーに触れている部分が痛みだした。鉄アレルギーでも発はつ症しようしたのかもしれない。どうにか熱いほど痛いチョーカーから逃れたかったけれど、無理やり引っ張っても外れない。

『……、……、……』

「痛い、ちょっと、待って……！」

　自分が誰だれに、何を言っているのかもわからない。何かが聞こえる。幻げん聴ちよう？　妄もう想そう？　それが襲おそい掛かかって来る。そのせいで首が痛い。火傷やけどしそうなほどに、熱くて苦しい。

『おとうさんに』

「────！」

『……って、つたえて』

　その声が聞こえた瞬しゆん間かん、思わずビー玉を取り落として──そのビー玉を追って手を伸ばしたら、水の中に沈しずんでいく子供の青い瞳と目が合った。その子もビー玉に向かって手を伸ばしていた。私を海のように澄すんだ瞳で見つめてくる。

　今、自分がいつの、どこにいるのかもわからなくなる。上下もわからなくなった私は、天てん井じようだと思っていた場所へと倒たおれ伏ふして、初めてそこが床ゆかだとわかった──。




「やめろ！」

　聞き覚えのある制止の声に、私に覆おおいかぶさっていた影かげが身を引いた。

　その影──トピが警けい戒かいに満ちた声で叫さけんだ。

「リンジーが苦しんでいるのはアドニスのせいじゃない！……その手をアドニスに向けるな、英えい雄ゆう魔ま術じゆつ師し！」

「るく、れーしゃす？」

「リンジー！　何をされた？」

　アドニスさんに掌てのひらを向けながら、ルクレーシャスが手術室の中に入ってきた。

　私は喉のどを押さえながらも、身体を起こした。ルクレーシャスが支えてくれる。

　アドニスさんは入り口に追いやられて、無む抵てい抗こうを示すように手をあげている。アドニスさんを庇かばうようにトピが彼の前に立った。

「何もされてないけど……ただ、息が苦しくて……」

「火傷……？」

　私の首を見たルクレーシャスは怪け訝げんな顔をしつつ、自分の首に下げていた何本かの紐ひもの内の一つを手た繰ぐった。その先に鍵かぎが括くくり付けられていた。それでルクレーシャスが私のチョーカーを外すと、途と端たんに呼吸がしやすくなって、私は思い切り息を吸い込んだ。

「はあ、はあ、はあ……！」

「生命の危機に反応して魔石が働こうとしたが、鉄のチョーカーに阻そ害がいされたか……？」

　一瞬ルクレーシャスは考え込むようだったが、すぐにアドニスさんたちに鋭するどい視線を向けた。

「残念だったな？　大規模な魔術の用意をすれば俺たちが気付く」

「……ええ、ですから、今をもっても発動させてはいなかったのですがね」

「なんだと？　何かの魔術の波動を感じたが」

「……ぼくの魔術のせい？　ごめんね、アドニス！」

　心から謝る様子のトピを見て、ルクレーシャスが凍いてつくような眼まな差ざしでアドニスさんを射った。

「妖精の洗脳は重罪だ。当然、妖精の盗とう難なんも罪になる」

「かつて、あなたのしたことと何が違うんです？　自分の願いの為ために妖精を犠牲にするだけの話だ。あなたは自分の為にその犠牲を必要としたけれど、私は違います。私は息むす子この為に犠牲を欲ほつし、妖精から自己犠牲の承しよう諾だくを得ている」

　ルクレーシャスは黙だまり込んでしまった。

　彼にも、何故なぜ妖精たちが己おのれの命を救ってくれたのか、わからないという。だからこそ、何の結論も出せずに思い悩なやみ続けている。

　ルクレーシャスが一番嫌きらいな話題をアドニスさんは選んでいる。

　それがわかったから、私はそっと進み出た。

　水の中で目が合った──あの子の青い瞳ひとみの色が目に焼き付いている。

「……アドニスさん、あなたはたぶん、思い違いをしているわ」

「なんです？　リンジーさん。ルクレーシャス様は悪くないという話ですか？」

「そういうことじゃなくって。……息子のためって言っているけれど、それってつまりあなたのためよね？」

「息子が生を望んでいないとでも言うつもりですか？」

　不ふ愉ゆ快かい極きわまると言わんばかりにアドニスさんが顔を歪ゆがめた。彼がこれほど激しい感情を表すのを見るのは初めてだった。

「あなたのような人間は他人ひと事ごとだと思って、何の気なしにきれいごとを言いますけれどね、何も知らないのだから、リンジーさん、余計な口出しをするものではありませんよ」

　アドニスさんの言う通りだと思った。私は彼らのことなんて何も知らない。

　だけど、アドニスさんと話したほんの短い間だけで、彼が本来はとても優やさしい人であることがわかる。そして、その願いすらも、他者の命を犠牲にしようとさえしなければ、優しさと愛そのものだと思う。

　だからこそ、もしかしたら私が知ってしまったかもしれない不思議な事こと柄がらについて、伝えたいと思った。

「息子さんは、コネリーくんは、金きん髪ぱつをしている？　とてもきれいな……海みたいな青い瞳をしている？」

「何故……リンジーさんがそれを？」

　アドニスさんが息を吞のんだ。私は身体からだの中を巡めぐる不思議な思いを反はん芻すうした。

　ルクレーシャスは、多量の魔石を受け入れた事で、戦場にいた人たちの負の感情の影えい響きようを受けてしまった。私も多量の魔石を受け入れたせいか、妖よう精せいたちの楽しい感情に影響されるのか、幸せな感情に支配されることがあった。

　今、同じように、父親の愛に報むくいたいと願う、彼の息子の感情を受け取ってしまったような気がする。

「……コネリーが自殺したと思っている？　アドニスさん」

「自殺なんかじゃない。違う！」

「……そうね、違う。コネリーはあの時、落としたビー玉を追っていたの。そして海へ誤って落ちてしまった。あなたがいなかったせいじゃない」

　アドニスさんが再び息を吞んだ。その隙すきに、私は言った。

「戦場へ行く前に喧けん嘩かしたでしょう。いってらっしゃいと言えなかった事を後こう悔かいしていたわ。……謝りたかったみたい。ごめんなさいと」

「──デタラメを。まさか、それが息子の言葉だとでも言うつもりか！」

　激げつ昂こうしたアドニスさんを見て、ルクレーシャスが私を止めようとした。

「リンジー、質たちの悪い冗じよう談だんはよせ」

「……冗談じゃないのよ。本当に聞いた気がするの。受け取ってしまった気がするの」

　あの青くて美しい水の中、更さらに深い青へと沈んでいく子供から。

　あまりにも遠くて、取りこぼしそうになったそれを、私は今消えないように胸になんとか繫つなぎ止めながら言葉を紡つむいでいる。

「……コネリーを蘇よみがえらせたいの？」

「ああ、蘇らせたい。共に生きたい！　たとえ離はなればなれになってでも──！」

「……コネリーはお父さんを誇ほこりに思っていたのに」

　はたと、動きを止めたアドニスさんを見て思う。

　私が受け取ったものは、私の妄想に過ぎなかったのではないか。自分を疑う気持ちもあったけれど、アドニスさんの様子を見ていたら、これが彼の息子の遺志だと確信に変わっていく。

「私たちを犠ぎ牲せいにして、あなたはコネリーにそのことを誇れるの？」

「そ、んな。まさか……」

「……家族や友達を大事にしなさいって、私に言ってくれたじゃない。コネリーにもそう教えていたんでしょう？」

「そ、そうだよ、それがどうしたんだい？」

　動どう揺ようするアドニスさんに、私はトピを指し示した。

「なら、あなたも友達を大事にしてよ、アドニスさん」

「友達だなんて」

「あなたのことを、今一番理解してくれているじゃない。目を逸そらさないで──トピのことをよく見て！　今もルクレーシャスからあなたのことを庇おうとしている！」

　トピがぴくりと肩かたを跳はねさせた。それを見て、アドニスさんが困こん惑わくしきった顔をしている。

「ですが……私は彼を利用しようとして」

「ああ……そうだろうね。忌いま々いましいことにね」

　トピはとても憎にくたらしい様子でそう言った。

　それがトピなりの、アドニスさんに罪悪感を抱いだかせないようにする為の気づかいであることが、私にはわかって──茫ぼう然ぜんとトピを見つめるアドニスさんにも、やっと理解できたらしい。
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「そん、な。まさか……」

「妖精は人間の感情に反応し複雑な反応を返す高度な機械だとマグネス王国では言われているらしいね？　だから妖精相手に何をしても人道的には問題ないって……ふざけるなって思ってたけど、最近は案外正しいとも思うんだよ。ぼくらは最終的にはどうしようもなく、人間の感情に振ふり回されてしまうんだから」

「……そんな風に言うことで、私が迷わないようにしてくれているのかい？」

　アドニスさんにそう指し摘てきされたトピはしかし、突とつ如じよ激昂した。

「違ちがう！　ぼくを願望成じよう就じゆの感情に染めたのはおまえだ！　この願望を叶かなえることが今のぼくに与あたえられた使命！」

「よ、妖精さん、トピくん、待って──」

「待たないよ、アドニス。蘇らせよう！　ここにいる全員を巻き込んででも──いいよねアドニス？　元から自分の命を擲なげうってでも蘇らせたかった息子なんだ!!」

　トピが手を振り上げるのを見て、アドニスさんがその手に飛びかかった。

　握にぎりしめられた自分の手を見て、トピが目を剝むいた。

「どうして！　邪じや魔まをしないで！」

「す、すまなかった……妖精さん、いや、トピくん……」

「アドニス……！」

「私はただ、息子に会いたかっただけだったんだ。彼が、英えい雄ゆう魔術師が生き返ったから、だから息子だって生き返るかもしれないと思って。本当にそれだけだったんだよ。君が憎いわけでもなんでもない」

　トピの手から湧わき出しかけていた光が消えていく。

　その顔からは覇は気きが失うせていった。銀色の瞳ひとみに涙なみだが滲にじんだ。

「ええ、わかってるよ、アドニス。ぼくはあなたの気持ちに染まりきったから……」

　トピは苦痛に満ちた顔をして俯うつむいた。

「だから生き返らせてあげたかったよ。あなたの愛いとおしく思う、その息むす子こを！　アドニスの望みはいつの間にかぼくの望みになっていた。いくら人間の感情に敏びん感かんな妖精っていっても、こんなことは滅めつ多たにないんだからね？……きみの願いが欲よく望ぼうを超こえてとても純じゆん粋すいだったからだよ」

　トピははらはらと涙をこぼした。つられるようにアドニスさんも涙を流していた。

「とても美しい願いだったよ。憂ゆう鬱うつになるくらい後ろ向きで暗い願いだったけど、美しすぎてぼくはとても敵かなわなかったよ。だからあなたみたいな人間は嫌きらいだ！」

「……私は好きになってしまったよ、トピくん」

「なんていい迷めい惑わくだろう。そうやってまたぼくの命を利用するの？」

「そんなつもりはない！」

「わかってるよ。だけど、そんなきみの為ためなら命を擲ちそうな自分がいるだけだ」

「──だからこそ、おまえはここで始末しておくべきなのだろうな」

　ルクレーシャスが重々しく発した言葉に、アドニスさんは飛び上がってトピを抱かかえ込んだ。

「や、やめてくれ！　この子は悪くないんだ！」

「先ほどまで魔術の犠牲にしようとしていた人間とは思えない言い草だ」

　トピを抱だきしめて命いのち乞ごいをするアドニスさんを、ルクレーシャスは冷ややかに見み据すえた。

「人間の感情に染まった末に人を殺した妖よう精せいは狂くるう！　殺した人間と殺したいと願った人間の暗い思い、考え、心を一身に背負うからだ。この妖精は寸前までいった。きわめて危険だ」

「わ、私が代わりに死ねば助けてくれるのですか？」

　アドニスさんが決意を秘ひめた顔をして言った。けれど、ルクレーシャスは素っ気無く否定した。

「おまえは警察に引き渡わたす。しかし、妖精を閉じ込める刑けい務む所しよはない」

　ゆらりと動いたルクレーシャスに、トピは息を吞のみ、アドニスさんが悲鳴をあげた。

　私は彼らの代わりに立ち上がった。

「待って！　ルクレーシャス。まだ私は殺されてないのよ。アドニスさんが考えを変えてくれたんだったら、暗い思いや心なんて一体どこにあるっていうの？」

　ルクレーシャスは嘆たん息そくした。

「妖精は鏡であり、器うつわそのもの。人間の負の感情を嫌っているが、それは負の感情に中あてられ続けると染まってしまうからだ。トピはこいつの異常な考えに冒おかされ、今もなおその感情に浸ひたっている。人間と違いそう簡単に気持ちは変わらないぞ」

「異常なんかじゃないわ。ただ子供に会いたかっただけ。その為に何かできることはないかと探してしまうぐらいに……でも、無理だとわかって打ちのめされているだけよ」

「……それじゃ、打ちのめされたぼくの気持ちはどうなるの？」

「妖精は人間の感情に敏感なのよね？　だったら、私と一いつ緒しよにいて、立ち直ればいいわ」

「簡単に言うね、リンジー？」

　アドニスさんの腕うでの中から、トピが恨うらめしげに私を睨にらんだ。

　その腕を乱暴に振り払はらい、私の目の前まで歩いてきて指を突つきつける。

「ぼくの中に沈ちん殿でんした感情を全すべて塗ぬり替かえようっていうのなら、ぼくを近くに置いておかなきゃいけないよね。だけど、ぼくは今のところ、計画の邪魔をしたきみをよくは思っていないんだよ？　そんなぼくとずっと一緒にいようだなんてのんきもいいところだよ」

「私は気にしないわ」

「気にするべきだと思うけど。ぼくはリンジーを殺しかけたんだよ。まだ殺して魔石を取り戻もどそうとしているかも。諦あきらめていないかもよ」

「だとしても、一緒にいるわ。そうしないと何も変わらないでしょう？」

「どうしてそこまでするの？　リンジーに何の得があるの？」

「トピには感謝しているのよ」

「感謝？」

　怪け訝げんな顔をするトピに、私は微ほほ笑えんだ。

「トピが魔石を預けてくれなかったら、出会えなかった人や妖精がたくさんいるの」

　不思議な作用によって魔石は私の中に取り込まれてしまって、私の命を脅おびやかしている可能性がある。それでも、その魔石が導いてくれたたくさんの出会いに感謝せずにはいられない。

　トピは毒気を抜ぬかれた様子で深い深い溜ため息いきを吐ついた。

「……妖精に好かれるでしょ？　リンジー」

「え？　ええっと、確かにそう言われるかも」

「明るくて前向きで、ちょっと心配になるぐらい無防備だね。そういう人間を、ぼくたちはとても愛してしまうんだよ」

　そんなことを言われたら嬉うれしくなってしまう。笑みをこらえる私を見てトピが肩かたを落としてルクレーシャスを見た。私も懇こん願がんの眼まな差ざしを向けると、ルクレーシャスは溜息を吐いた。

　彼はへたりこんだアドニスさんを立たせ、片腕を捻ひねりあげるとトピを見た。

「トピ──俺はここを離はなれるが、大人しくしていると誓ちかえ。リンジーに手を出せばこの男の待たい遇ぐうが悪くなるということを念頭に置いてな」

「ああ、わかったよ。きみの大事なリンジーのことは大切にお守もりをしているよ」

　ルクレーシャスは顔を顰しかめつつも、何も言わずにアドニスさんを連れ、手術室を出ていった。

　トピは手術台に置かれた子供の骨を、とても丁てい寧ねいな手つきで傍の骨こつ壺つぼに少しずつ納め直した。

「……ルクレーシャスたちはどこに行ったのかしら？」

　私の問いに、トピは一いつ瞬しゆん苦痛に満ちた顔をしたけれど、すぐに諦めたように溜息を吐いて言った。

「アドニスはたぶん、警察に行ったんだろう。元々、成功してたって警察に行くつもりだったみたいなんだ」

「ルクレーシャスは？」

「逃にげられないように見張りかな。逃げたりなんかしないのに」

　トピの瞳の中の光が涙のように光ったから、私はトピを抱きしめた。

「やめてよ、リンジー」

　初め嫌いやそうに身を捩よじっていたトピだったけれど、やがて大人しくなった。

「きみの感情の雰ふん囲い気きが嫌いじゃないから……それに染まるために、暫しばらく傍にいてあげるよ」

「それじゃ、私はその間に、魔石を返せるようにルクレーシャスの研究に協力すればいいのね」

「そうだね。預けただけであげたつもりはそもそもないしね。というか、ぼくが渡した魔石の金銭的価値わかってる？」

「金銭的、価値？」

「そうだよ。預かりものを無くしたら賠ばい償しようしなくちゃならないって、人間の法律にもあるよね？　もしも魔ま石せきを返せなかったらリンジーはそれを金銭で返さなくちゃならないよね」

「え？　え？　いくらぐらい？」

「ものすごいよ」

　あえて具体的な金額を言わないトピに私の全身の産うぶ毛げが逆立った。

「……私が何回生まれ変わったら補ほ塡てんできる？」

「リンジーが五回生まれ変わってもたぶん補塡できないかな」

「……ちょっと、今から八回生まれ変わってくるわね」

「なんで増えてるの？」

　ルクレーシャスの研究室で壊こわれた機械の分も含ふくまれているからだ。

　私の腕の中で、トピがぷっと噴ふき出した。

　早くも笑顔を取り戻しつつあるトピを見てほっと息を吐はきつつ、私はルクレーシャスの戻りを待っていた。




　廃はい病院から離れどの窓からもその姿が見えない建物と建物の間の路地に入ると、ルクレーシャスはアドニスを建物の壁かべに押し付け、詰きつ問もんした。

「アドニス・ラブキン。誰だれに唆そそのかされた？」

「……魔術で息むす子こを蘇そ生せいさせようという思い付きは、自分で得たものですよ。戦場であなたが蘇よみがえるのを見ていましたからね」

　アドニスの言葉にルクレーシャスはあらゆる表情を消した。首をひねって振ふり返ったアドニスは、ルクレーシャスの顔を見て、震ふるえつつも苦く笑しようを浮うかべた。

「怒おこらないでくださいよ、事実なんですから」

「だとしても、黙だまれ」

「心臓を撃うたれたあなたがぐらりと傾かしいで地に伏ふした。けれど、胸を穿うがつ鉛なまりの玉を、妖精たちが引き抜いて、その穴を魔術で埋うめた。そしてあなたは蘇った。それを見た私たちの士気はうなぎ登りで」

「黙れと言っている」

　ルクレーシャスはアドニスを突き飛ばした。尻しり餅もちをついたアドニスの胸むな倉ぐらを摑つかんだルクレーシャスは、そのままアドニスの身体からだを持ち上げた。

　ルクレーシャスの細腕からは考えられない、人間の範はん疇ちゆうから外れたその膂りよ力りよくに、アドニスは苦しげな表情で笑った。

「そう、私たちには神の加護が付いているのだと思った……兵士たちは我先にと敵に殺さつ到とうし、勇ゆう敢かんな者から死んでいった。……勇敢な戦いの果ての死はまるで祝福のようにすら感じられた。私たちは果断の末には誰もがあなたのように華はな々ばなしく蘇れるものだと信じ込んでしまった……まるで呪のろいのように」

「黙らないなら黙らせようか、アドニス・ラブキン？」

　ルクレーシャスはゆらりと黒い瞳ひとみを揺ゆらした。

　その瞳の中で魔力が踊おどり──人の身にはあまるほどの力が、まるで妖よう精せいのように瞳から湧わきだし、瞳を虹にじ色いろに輝かがやかせる。

「おまえの感傷に付き合う暇ひまはない。黒幕について話さないのならば力ずくで暴あばいてやろう。おまえは心を暴かれる苦痛を知っているか？」

「感情を知られるだけでしょう。記き憶おくが盗ぬすまれるわけじゃない」

「だが、心を覗のぞかれる苦痛のあまり、知っていることは残らずしゃべりたくなるだろう」

　アドニスを壁に押さえつけ、ルクレーシャスは歪ゆがんだ笑みを浮かべて虚こ空くうを見つめた。

「心を露あらわにされるおまえの苦痛は、心を覗く俺の苦痛の比ではない。本来他者に覗かれることなどありえない心を、メスで切られ、ピンセットで開かれることがどれほどの恐きよう怖ふか──おまえはこれから味わうことができる」

「そ、そんな、待──」

「時はいつでも過ぎ行くばかりだ」

　恐怖に目を見開くアドニスへ、ルクレーシャスは微笑みかけて手に力を籠こめる。

　アドニスは、やがて歯を食いしばりルクレーシャスの目を強く見返した。

「……それでも決して、裏切りはしない。彼らは善ではなかったが、私に道を示してくれたのだから」

「それがおまえの覚かく悟ごか」

「だけど……リンジーさんのことを彼らに言うつもりはない」

「……どういう意味だ？」

「彼女は私の息むす子この声を聞いたと言った……私は、リンジーさんが十年前の息子の言葉を聞いてきて、教えてくれたと感じた。──彼女は過去に息子と遊んでいた友人の一人というわけでもないでしょうし、彼女が過去に干かん渉しようしたとしたら、それは大魔術だ。彼女はいつでもない時、フェアリータイムに触ふれたということになる。それはマグネス王国では理論すら確立していない、大魔術師にのみ許された秘法──多くの個人、組織が彼女を欲しがるでしょう──特にマグネス王国の研究者どもは大喜びです」

「アドニス・ラブキン！」

「……言うつもりはありません。彼女に大魔術師の才能があるにせよ、何にせよ、すべてを止めてくれた彼女には恩を感じていますし、罪悪感もありますから」

　アドニスは目を閉じて言った。

「リンジーさんの笑顔には勇気づけられる。彼女には笑っていてほしい」

「俺もそう思う。だからおまえの心を暴こう。黒幕はマグネス王国なのだろう？──問題は、誰の差し金かだ」

「……秘密は守ってみせる。その代わりにお見苦しい醜しゆう態たいをお見せするかもしれませんが、お許しください、英えい雄ゆう魔術師様」

「そのふざけた呼び方が二度とできないようにしてやる」

　魔力を纏まとった手を指揮棒のように振るうルクレーシャスを前に、アドニスは奥歯が砕くだけるほどに歯を食いしばった。




　アドニスを警察に引き渡わたし、戻もどってきたルクレーシャスは青ざめた顔をしていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　とても顔色が悪いわ」

「……俺のことはどうでもいい。それより、おまえを」

　ルクレーシャスの指先が私の首に伸のびてきて、身を引きそうになったけれど、近づいてきたその指先が震えているのを見て、私は踏ふみ止とどまった。

「……トピを見つけたというのに、おまえを元に戻してやることができなかった。すまない」

　ルクレーシャスの言葉に、私は俯うつむいた。

　トピに魔石を返す方法は、ついにわからなかった。

　トピ自身さえ私の命を奪うばうという方法しか見つけられなかった。

　彼は苦痛をこらえるような顔をして、私の首を指の腹でなぞる。

　鉄のチョーカーが熱くなったせいで火傷やけどした痕あとが少し痛いし、かすめるような触れ方がくすぐったいし、色んな意味でルクレーシャスの指先を気にしつつ、私は言った。

「ルクレーシャスが謝ることじゃないでしょ？」

「というか、ぼくがリンジーに魔石を預けたせいなんだよね？　だったらそれ、誰のせいかって言ったらぼくのせいになるじゃん」

　トピは嫌いやそうに首を振った。

「あーやだやだ。他人のやったことを勝手に自分の罪にして、罰ばつを背負う生き方、やめてくれない？　傍そばにいると息が詰つまるから！」

「……俺の傍にいなければいいだろう」

「リンジーはきみの傍にいるつもりなんだから、きみにも気を付けてもらわないと。でしょ？　リンジー」

　私は頷うなずいた。私はまだいい。魔力が暴走しても今のところ、それ自体が苦痛なわけじゃない。

　けれどルクレーシャスの為ために、魔石を身体から取り出す方法を見つけてあげたかった。

「私、あなたの研究に、もっともっと協力できるんじゃないかしら？　私にできることがあれば、なんでも言って欲しい。私の為の研究でもあるんだから、遠えん慮りよしないで欲しいの」

　ルクレーシャスが一いつ瞬しゆん困こん惑わくげな顔をして、私の首から指を離はなしつつ頷いた。

「そう言ってくれるなら、おまえには頼たのみたいことが──だが、本当にいいのか？　髪かみをサンプルとして保管したり、血液採取をさせてもらいたいこともある。研究や実験の協力というのはあまり気分のいいものじゃない」

　ルクレーシャスは苦しそうな顔で言う。なんとなく、彼自身が誰だれかの研究や実験に協力し、嫌な思いをしたのだと感じさせる表情だった。彼がかつてマグネス王国の捕ほ虜りよとして扱あつかわれていた時のことだろうか。そんな彼を見ていると当時のことを聞くだなんてことは痛々しくてできないけれど、明るく請うけ合うことで、その気持ちを軽くしてあげることはできる気がした。

「全然、構わないわ。それぐらいなら嫌だなんて思わないわよ。いつでも言って」

　もしかしたら、ルクレーシャスの研究に対する嫌けん悪お感かんが妖精たちに伝わっていたんじゃないだろうか。そのせいで、ルビーちゃんたちは研究への協力を拒こばむのかもしれない。

　ルクレーシャスは妖精を想おもっているのに、その想いが妖精に正しく伝わっていないように感じる。彼を邪じや険けんにするルビーちゃんを始めとした妖精たちと彼の橋渡しを、私ならすることができるような気がする。

「私……あなたの役に立てると思うわ」

　だから、これからも傍にいさせて欲しい──そんな言葉が喉のど元もとまであがってきたけれど、口には出さなかった。ルビーちゃんたち妖精がいる屋や敷しきにいさせて欲しいという意味なのに、別の意味で伝わってしまいそうな気がした。

　言葉を飲み込んだ私に、ルクレーシャスは微ほほ笑えんで言った。

「リンジー、おまえと会えてよかった」

「えっ……？」

　どういう意味か聞き返す間もなく、ルクレーシャスは廃はい病院の薄うす暗ぐらい廊ろう下かを歩いていってしまった。私は慌あわててその後を追った。彼は建物の中を巡めぐって、妖精を閉じ込める魔ま道どう具ぐを壊こわしていった。それはテディベアの瞳であったり、文ふ机づくえの上の文ぶん鎮ちんだったり、杖つえの握にぎりの装そう飾しよくであったりした。どれも宝石のような透すき通った石の中に、円と複雑な模様が七色に光る線で描えがかれていた。

　壊れてしまっている階段をトピの力を借りて降りる間も、私の頭はずっと一つのことで占しめられていた。ルクレーシャスの言葉を彼の意図とは別の意味で受け取ってしまっている気がして落ち着かなかった。正しい意味はなんなのかをずっと考え続けていたから、彼がはたと立ち止まって振ふり返った時には、驚おどろきで心臓が止まるかと思った。

「リンジー、おまえが持っている魔道具で最後だ」

　ハッとして、握りしめていた青いビー玉を渡した。コネリーが大事にしていた、お父さんにもらった宝物のビー玉──ルクレーシャスが指で押し潰つぶすと、ビー玉は粉々に砕けて消えてしまった。心の中で、コネリーにごめんなさいと謝った。

　すべての魔道具を壊し終え、廃病院を出た時、雨が止やんで残った雲もぐんぐん流れていった。水平線から顔を覗かせる夕ゆう陽ひが晴れた空と海を照らした。その明かりは細く長く丘おかの下の町並みへも伸びていった。

　思わず立ち止まると、ルクレーシャスも立ち止まってくれた。

「見て、ルクレーシャス。海も町もキラキラしてるわ」

「……そうだな」

　黒くろ水ずい晶しようの瞳ひとみが眩まぶしそうに細められる。ルクレーシャスの白い頰ほおは橙だいだい色いろに照らされて、その横顔は息を吞のむほど美しかった。

「私、魔術師になる気はないの……でも、妖よう精せいとあなたの心を繫つなぐお手伝いをするわ。だからお願い、これからも屋敷にいさせて」

「魔石のことがあるから、おまえを屋敷から追い出したりはしない」

　思い切って言ったけれど、ルクレーシャスは不思議そうな顔をするだけだった。

「ま、魔石のことが解決しても！　もし屋敷にいるのが難しければ、通わせてもらえない？　それとも、すべてが解決したら……私がいると邪じや魔まになるかしら。役に立てない？」

「おまえの妖精に好かれる才能は大いに助けになるだろう。だが、どうして協力しようと思う？　もちろん給金は出すが、魔術協会はここオークランド王国においてはしばらく腫はれ物扱あつかいされるのがおちだ。こんなところにいても、おまえには何の得もないだろうに」

「みんなと一いつ緒しよにいたいの。それに、あなたとルビーちゃんたち妖精の関係とかも気になるし……大好きな人たちが仲なか違たがいしているのは、見ていて辛つらいわ」

　得だとか利だとか、そういう話じゃない。

　ルクレーシャスは、答えた私を見る目を丸くした。

　どうしたんだろうと首を傾かしげたら、ルクレーシャスは苦く笑しようした。

「……大好きな人たち？」

「え？　ええ好きな──え？」

「おまえに好意を抱いだかれる理由が思いつかないんだが？　特におまえには辛く当たってしまったのに」

「好……！　え!?　噓うそ、私、そういう意味じゃ……！」

「落ち着け、リンジー。ここで魔力を暴走させるようなことはしてくれるなよ」

　感情が荒あらぶり過ぎないよう、私は深呼吸をしてから口を開いた。

「好きじゃないけど、好きではあるの！　本当に感謝しているのよ？　妖精のふりをしていた時は助けてもらったし、魔石のことも気にかけてもらって、屋敷にいさせてもらって、妖精たちは家族みたいに温かくて、おかげで毎日が楽しくて、本当に、私、嬉うれしくて──」

「俺のことが好きになったか？」

「──ッ！　ルクレーシャスのバカ!!」

　涙なみだ目めになって叫さけんだら、ルクレーシャスが笑った。

「はは……冗じよう談だんだ、リンジー。おまえの言いたいことはわかっている」

　夕陽に照らされて火ほ照てったように赤い頰をしたルクレーシャスの、なんのてらいもない笑え顔がおがあまりに眩しくて、私は伸ばされた手を避よけることなんて想像もできなかった。

　腕うでを摑つかまれ、引かれるままに私はルクレーシャスに近づいた。

「おまえのその明るさが、どうか消えてしまわぬよう」

「ひゃっ!?　ルクレーシャス!?」

　気づいたら、ルクレーシャスの腕の中にいた。その温かさに驚いて逃にげ出そうとしたけれど、背中に腕を回されていて、身動きすらできなかった。

　身体中がカッと熱くなって、心臓がものすごい音を立てて動く。口から飛び出てしまいそうだった。ルクレーシャスは私の魔力を暴走させようとしているとしか思えない。

　耳のすぐ近くから、ルクレーシャスの掠かすれた声が聞こえて、私は悲鳴をあげかけた。

「──俺は、妖精に祈いのり続けることになりそうだ」

　英えい雄ゆうと呼ばれる魔術師、ルクレーシャス・ブルーイット。

　彼の言葉に切ない響ひびきを感じたから、私はなんとか悲鳴を飲み込んだ。

「おまえは、俺の希望だ」

　肩かたに彼の額が押し当てられる。

[image: ]

　何故なぜか、彼が過去の恐きよう怖ふに満ちた思い出に、震ふるえていた夜のことを連想した。あの夜、私の手に額を押し当てると、彼は少し楽になると言っていた。

　恥はずかしいとか、心臓が口から飛び出しそうだとか、そういう気持ちを押し殺して、彼の助けになるのなら──と彼の背に手を回そうとした時。

「あら？……お邪魔だった？」

「きゃっ、ルビーちゃん！」

「もー、やっぱりわたしもついて行けばよかった！　そうすればリンジーを守れたのに！」

　私がルクレーシャスから慌てて離はなれると、宙を飛んでいたルビーちゃんは地面に降り立って、駆かけ寄って私に抱だきついた。

　ルビーちゃんを見下ろしながら、ルクレーシャスはいつもと同じように淡たん々たんと言った。

「リンジーを守れなかったのは俺の失態だ、すまない」

「そうよ！　わたしがいれば良かった！」

「だが、おまえはオペラが嫌きらいだろう」

「オペラっていうか、あの英雄魔術師って演目が好きな妖精なんていないと思うけど」

　唇くちびるを尖とがらせつつ、ルビーちゃんは言う。

「でも、今度リンジーが行く時には一緒に行く！　わたしがいればもう安全！」

　丘の上から町の方を見下ろしていたトピが私たちを振り返った。

「黒い恰かつ好こうの怪あやしい集団がこっちに向かってきてるけど、逃げる？」

「アーロンとナリサスたちじゃない？　大だい丈じよう夫ぶ、あの人たちは味方だから！」

　手を振ったら、アーロンとナリサスがほとんど同時に手をあげて、何故だかどうしてお互たがいに睨にらみあった。次の瞬しゆん間かん、二人が駆けだした。先を争うように丘おかを駆け上がる二人を見て、後ろにいた他ほかの魔術師たちも走り出した。

「一番先に上に到とう着ちやくしても、魔石あげたりはしないんだけどなあ」

　そう言いながらルビーちゃんはおかしそうに丘の下を見下ろしていた。

「人間って本当にバカだよね」

　トピは腕を組んで彼らを睥へい睨げいした。

「ルクレーシャス、行こう！」

　と、私は思わずルクレーシャスに向かって手を伸のばしてしまった。すぐにその手を引っ込めようとしたけれど、彼は微び笑しようを浮うかべて私の手を取って、握にぎってくれた。










　あとがき







　はじめまして、山やま崎さき里り佳かと申します。

　こちらは、第十四回角川ビーンズ小説大賞にて優ゆう秀しゆう賞と読者賞をいただいた作品を改かい稿こうしたものになります。

　実在する妖よう精せいの伝承に纏まつわる雰ふん囲い気きを参考にした、異世界の妖精と魔ま術じゆつの物語です。

　審しん査さ員の由ゆ羅らカイリ先生、読者審査員の皆みな様さま、ビーンズ文庫編集部の皆様、選考に関かかわった全すべての方にお礼を申し上げます。

　選んでいただいた時とはかなり内容が変わりましたが、表現したい一番大事な部分は変わっておりません。

　担当者様にはとてもお世話になりました。よりわかりやすく、読みやすくするために、世界観を一から見直し、組み立て直す上で、たくさんアドバイスをいただきました。すべて私にとって必要な助言だったと心より感謝しております。

　イラストを描えがいてくださった山やま下したナナオ様、美しいイラストをありがとうございます。

　私は書いている最中に具体的な絵をあまり考えないので、イラストをいただいた直後から、私の中で動く彼らは山下様に描いていただいた姿になりました。

　校正様、直すところがたくさんあり申し訳ございません。そんなに細かく見てくださるものなのかと、その細密なお仕事に胸を打たれました。それだけお仕事を増やしてしまったということだと思いますが……。

　ビーンズ文庫編集部の皆様、私に物語の根本的な書き方から指導してくださった方、本を作り、世に送り出してくださった皆様、応おう援えんしてくれる家族へ、改めて大きな感謝を伝えたいと思います。

　このようにして、たくさんの人を介かいして出来上がった本を、お手にとってくださった読者の皆様、ありがとうございます。

　私がこれまで読書から得た様々な感動の内の一部でも、読者の皆様に還かん元げんできていれば幸いです。

　そしてできましたら、今後もお付き合いいただければ嬉うれしく思います。

　まだまだお返しできていないものがたくさんあるので。

　どうぞ、よろしくお願い致いたします。
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